


巻頭図版 1　北大塚古墳・大塚遺跡

北大塚古墳・大塚遺跡調査地全景（東から）



巻頭図版 2　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ　１号墳全景（南から）

（2）２トレンチ　１号墳墳丘上出土土器
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序

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、昭和56年４月に設立され

て以来、37年間にわたって京都府内の各地域に所在する埋蔵文化財の発掘調査を

実施してまいりました。

これらの調査成果を広く府民の皆様方にお伝えし、我々の祖先の歩んできた跡

を多くの方々に知っていただくよう努めることが責務だと考えております。

本書は、平成28・29年度に国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事務所・

京都国道事務所、京都府健康福祉部、京都府教育委員会、京都府建設交通部の依

頼をそれぞれ受けて実施した、東光寺跡、天神山古墳群、金堀遺跡、伏見城跡、

北大塚古墳、月出遺跡の発掘調査報告を収録したものです。本書を学術研究の資

料として、また、地域の歴史や埋蔵文化財への関心と理解を深めるために、ご活

用いただければ幸いです。

発掘調査を依頼された各機関をはじめ、舞鶴市教育委員会、京都市文化市民局、

井手町教育委員会、木津川市教育委員会、精華町教育委員会、京丹後市教育委員

会などの各関係機関、ならびに調査にご参加、ご協力いただきました多くの皆様

に厚くお礼申し上げます。

平成３0年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　井 上 満 郎　　
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例 言

１．本書に収めた報告は下記のとおりである。

　（１）平成29年度月出遺跡

　（２）平成28年度東光寺跡

　（３）平成28年度伏見城跡

　（４）平成28・29年度北大塚古墳・大塚遺跡

　（５）平成29年度金堀遺跡

　（６）平成28年度天神山古墳第２次

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び報告の執筆者は下表のとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経費負担者 執筆者

１ 月出遺跡 京都府京丹後市網野
町浜詰月出

平成29年10月17日～12
月22日

京都府丹後土木事
務所 福山博章

２ 東光寺跡 京都府舞鶴市字京田
小字東光寺766他

平成28年５月26日～11
月２日

国土交通省近畿地
方整備局福知山河
川国道事務所

石井清司

３ 伏見城跡 京都府京都市伏見区
村上町395他

平成28年9月27日～12
月15日 京都府健康福祉部 中川和哉・

岡﨑研一

４ 北大塚古墳・大塚遺
跡

京都府綴喜郡井手町
井手大塚他

平成28年７月21日～10
月28日
平成29年１月５日 ～１
月31日
平成29年４月５日～５
月30日

京都府教育委員会 竹村亮仁

５ 金堀遺跡 京都府相楽郡精華町
山田金堀

平成29年４月20日～５
月18日

国土交通省近畿地
方整備局京都国道
事務所

中川和哉・
竹原一彦

６ 天神山古墳第２次 京都府木津川市木津
天神山

平成28年８月１日～９
月９日

国土交通省近畿地
方整備局京都国道
事務所

福山博章・
藤井陽輔

３．上記６事業６遺跡は本部事務所（向日市寺戸町）で整理・報告作業を実施した。作業につい

ては、調査担当者の指示のもと調査課企画調整係が協力して実施した。

４．本書で使用している座標は、世界測地系国土座標第Ⅵ座標系によっており、方位は座標の

北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。

５．土層断面等の土色や出土遺物の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標

準土色帖』を使用した。土層断面図の粒径区分は粒度標本を用いた。

６．本書の編集は、調査課調査担当者の編集原案をもとに、調査課企画調整係が行った。

７．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査課企画調整係主査田中　彰が

行った。
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巻頭図版２ 北大塚古墳・大塚遺跡
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図版第９ （1）３トレンチ平坦面Ｃ　ＳＸ04崩落石検出状況（南西から）
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図版第12 （1）東光寺古墳　石室全景（西から）

 （2）東光寺古墳　石室全景（南から）
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図版第13 （1）東光寺古墳　石室上面検出状況（南から）

 （2）東光寺古墳　石室床面上層の東西畔堆積状況（北から）

 （3）東光寺古墳　石室内床面上層の崩落石の状況（西から）

図版第14 （1）東光寺古墳　崩落石の除去後の状況（西から）

 （2）東光寺古墳　崩落石の除去後の状況（北から）

 （3）東光寺古墳　左裾部の掘削状況（北から）

図版第15 （1）東光寺古墳　北半部東壁の土層堆積状況（西から）

 （2）東光寺古墳　南半部東壁の土層堆積状況（西から）

 （3）東光寺古墳　奥壁の石材及び掘形断面（西から）

図版第16 （1）東光寺古墳　石室床面直上の東西畦（南から）

 （2）東光寺古墳　石室床面直上の南北畦北半部（西から）

 （3）東光寺古墳　石室床面直上の南北畦南半部（西から）

図版第17 （1）東光寺古墳　玄室内奥壁（Ａ群）出土状況（南から）

 （2）東光寺古墳　石室内裾部（Ｂ群）遺物出土状況（北西から）

 （3）東光寺古墳　石室内袖部（Ｂ群）遺物出土状況（西から）

図版第18 （1）東光寺古墳　羨道部崩落石除去後の状況（西から）

 （2）東光寺古墳　羨道部床面の排水溝（南から）

 （3）東光寺古墳　石室東側の土層堆積状況（南から）

図版第19 （1）東光寺古墳　玄室床面下面の状況（南から）

 （2）東光寺古墳　玄室床面下面の状況（西から）

 （3）東光寺古墳　羨道部床面下面の状況（北西から）

図版第20 （1）東光寺古墳　石室養生の作業状況（西から）

 （2）東光寺古墳　石室養生の状況（南西から）

 （3）東光寺古墳　石室養生の状況（北西から）

図版第21 出土遺物１

図版第22 出土遺物２

図版第23 出土遺物３

図版第24 出土遺物４

３．伏見城跡

図版第１ （1）第１トレンチ全景（南東から）

 （2）第１トレンチ西部近景（北東から）

図版第２ （1）第１トレンチ近景（西から）

 （2）第１トレンチ全景（東から）

図版第３ （1）第１トレンチ西部近景（西から）
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 （2）第１トレンチ杭列近景（西から）

図版第４ （1）第１トレンチ杭列近景（北から）

 （2）第１トレンチ杭列断ち割り断面（東から）

図版第５ （1）第１トレンチ杭列断ち割り断面（東から）

 （2）第１トレンチ遺物出土状況（南から）

図版第６ （1）第１トレンチ南壁断面（北東から）

 （2）第１トレンチ南壁断面（北東から）

図版第７ （1）第２トレンチ全景（北から）

 （2）第２トレンチ全景（南から）

図版第８ （1）第２トレンチ東壁断面（西から）

 （2）第２トレンチ東壁断面（南西から）

図版第９ （1）土坑４遺物出土状況（南から）

 （2）第２トレンチ断ち割り状況（西から）

図版第10 出土遺物

４．北大塚古墳・大塚遺跡

図版第１ （1）１トレンチ全景１（南から）

 （2）１トレンチ全景２（北から）

 （3）１トレンチ東側拡張前全景（西から）

図版第２ （1）１トレンチ東側拡張後全景（北西から）

 （2）１トレンチ東側拡張区包含層断面（北から）

 （3）１トレンチ東拡張区遺物出土状況（北東から）

図版第３ （1）２トレンチ全景（北西から）

 （2）２トレンチ西部全景（北西から）

 （3）２トレンチ南部全景（西から）

図版第４ （1）２トレンチ北部全景（南から）

 （2）２トレンチ東部全景（東から）

 （3）２トレンチＳＸ01検出状況（北東から）

図版第５ （1）２トレンチＳＸ01範囲確認状況（北西から）

 （2）２トレンチＳＸ01掘削状況（北東から）

 （3）３トレンチ全景（南から）

図版第６ （1）４トレンチ全景（南から）

 （2）５トレンチ全景（南西から）

 （3）６トレンチ全景（南から）

図版第７ （1）７トレンチ全景（西から）



-XI-

 （2）８トレンチ全景（東から）

 （3）９トレンチ全景（東から）

図版第８ （1）９トレンチ遺物出土状況遠景（北西から）

 （2）９トレンチ遺物出土状況近景（北から）

 （3）10トレンチ全景（西から）

図版第９ （1）11トレンチ全景（東から）

 （2）12トレンチ全景（西から）

 （3）13トレンチ全景（西から）

図版第10 （1）14トレンチ全景（南から）

 （2）15トレンチ全景（南西から）

 （3）15トレンチ全景（南東から）

図版第11 （1）２トレンチ１号墳全景（南から）

 （2）２トレンチ１号墳石室全景（南から）

図版第12 （1）２トレンチ１号墳墳丘残存状況（北西から）

 （2）２トレンチ１号墳全景（南から）

図版第13 （1）２トレンチ１号墳検出状況（南から）

 （2）２トレンチ１号墳羨道縦断面（南東から）

 （3）２トレンチ２号墳玄門部横断面（南から）

図版第14 （1）２トレンチ１号墳羨道完掘状況（南から）

 （2）２トレンチ１号墳閉塞石検出状況（南東から）

 （3）２トレンチ１号墳羨道側壁石材残存状況（北東から）

図版第15 （1）２トレンチ１号墳石室内横断面（北から）

 （2）２トレンチ１号墳石室全景（南から）

 （3）２トレンチ１号墳排水溝完掘全景（南東から）

図版第16 （1）２トレンチ１号墳石材据付痕完掘全景（北から）

 （2）２トレンチ１号墳墳丘断面（南西から）

 （3）２トレンチ１号墳周溝断面（南東から）

図版第17 （1）２トレンチ１号墳石材投棄状況（南西から）

 （2）２トレンチ１号墳遺物出土状況（北東から）

 （3）２トレンチＳＸ31遺物出土状況（南から）

図版第18 （1）16トレンチ２号墳石室全景（南から）

 （2）16トレンチ２号墳墳丘断ち割り全景（南から）

図版第19 （1）16トレンチ２号墳石室内断ち割り全景（南から）

 （2）16トレンチ２号墳石材設置状況全景（南西から）

図版第20 （1）16トレンチ２号墳検出状況全景（南から）
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 （2）16トレンチ２号墳石室石材抜取状況全景（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室内中世再利用面検出状況（南から）

図版第21 （1）16トレンチ２号墳石室石材抜取痕横断面（南西から）

 （2）16トレンチ２号墳石室石材抜取痕北半横断面（東から）

 （3）16トレンチ２号墳石室石材抜取痕南半横断面（西から）

図版第22 （1）16トレンチ２号墳石室内中世再利用面横断面（北から）

 （2）16トレンチ２号墳石室内中世再利用面縦断面全景（西から）

 （3）16トレンチ２号墳石室内中世再利用面縦断面北半検出状況（南東から）

図版第23 （1）16トレンチ２号墳石室内中世再利用面礫敷状況（南から）

 （2）16トレンチ石材抜取坑ＳＫ51石材検出状況（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室内遺物出土状況遠景（南西から）

図版第24 （1）16トレンチ２号墳石室内遺物出土状況近景（西から）

 （2）16トレンチ２号墳石室完掘状況（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室石材据付穴完掘状況（南から）

図版第25 （1）16トレンチ２号墳石室北側墳丘断面（北西から）

 （2）16トレンチ２号墳石室西側墳丘断面（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室東側墳丘断面（南東から）

図版第26 （1）16トレンチ２号墳周溝ＳＤ05断面（東から）

 （2）16トレンチ２号墳周溝ＳＤ05断面（東から）

 （3）16トレンチ２号墳石材除去状況全景（南から）

図版第27 （1）16トレンチ２号墳奥壁側壁組合せ状況（南から）

 （2）16トレンチ２号墳奥壁右側壁組合せ状況（南東から）

 （3）16トレンチ２号墳奥壁左側壁組合せ状況（北東から）

図版第28 （1）16トレンチ２号墳右側壁組合せ状況（西から）

 （2）16トレンチ２号墳奥壁背面状況（北から）

 （3）16トレンチ２号墳右側壁組合せ背面状況（東から）

図版第29 （1）17トレンチ３号墳・４号墳立地状況（南東から）

 （2）17トレンチ３号墳石室全景（南から）

図版第30 （1）17トレンチ４号墳全景（南東から）

 （2）17トレンチ４号墳全景（南東から）

図版第31 （1）17トレンチ４号墳断ち割り状況全景（南東から）

 （2）17トレンチ４号墳完掘全景（南東から）

図版第32 （1）17トレンチ着手前状況（南西から）

 （2）17トレンチ３号墳検出状況（南から）

 （3）17トレンチ３号墳掘削状況（南から）
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図版第33 （1）17トレンチ３号墳石室ＳＸ01石材残存状況（南東から）

 （2）17トレンチ３号墳石室ＳＸ01石材据付穴検出状況（南から）

 （3）17トレンチ３号墳遺物出土状況（西から）

図版第34 （1）17トレンチ３号墳石室内攪乱ＳＸ01断面（西から）

 （2）17トレンチ４号墳調査状況（南東から）

 （3）17トレンチ４号墳石室内セクション設置状況（南東から）

図版第35 （1）17トレンチ４号墳石室ＳＸ02石室内南北セクション断面（東から）

 （2）17トレンチ４号墳石室ＳＸ02石室内完掘状況（南から）

 （3）17トレンチ４号墳石室ＳＸ02石室内完掘状況（北西から）

図版第36 （1）17トレンチ４号墳周溝ＳＤ03断面Ｂ－Ｂ’（東から）

 （2）17トレンチ４号墳周溝ＳＤ03断面Ｃ－Ｃ’（東から）

 （3）17トレンチ４号墳周溝ＳＤ03断面Ｄ－Ｄ’（西から）

図版第37 （1）17トレンチ４号墳遺物出土状況（北東から）

 （2）17トレンチ４号墳右側壁据付穴内整地土検出状況（南東から）

 （3）17トレンチ４号墳完掘状況（南東から）

図版第38 （1）18トレンチ全景（南西から）

 （2）19トレンチ全景（東から）

 （3）20トレンチ全景（東から）

図版第39 （1）21トレンチ全景（東から）

 （2）22トレンチ全景（東から）

 （3）現地説明会風景

図版第40 出土遺物１

図版第41 出土遺物２

図版第42 出土遺物３

図版第43 出土遺物４

図版第44 （1）出土遺物５

 （2）出土遺物６

５．金堀遺跡

図版第１ （1）調査前遠景（南から）

 （2）１トレンチ全景（南西から）

 （3）１トレンチ土層断面（南から）

図版第２ （1）１トレンチ深掘状況（東から）

 （2）２トレンチ全景（西から）

 （3）２トレンチ土層断面（南西から）
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６．天神山古墳群第２次

図版第１ （1）１トレンチ全景（北から）

 （2）１トレンチ全景（西から）

 （3）１トレンチ全景（北西から）

図版第２ （1）２トレンチ全景（北から）

 （2）２トレンチ全景（西から）

 （3）２トレンチ全景（南から）

図版第３ （1）３トレンチ全景（南から）

 （2）３トレンチ全景（南から）

 （3）３トレンチ東壁断面（西から）

図版第４ （1）４トレンチ全景（東から）

 （2）４トレンチ全景（西から）

 （3）４トレンチ北壁断面（南から）

図版第５ （1）５トレンチ全景（北から）

 （2）５トレンチ全景（南から）

 （3）５トレンチ西壁断面（東から）

図版第６ （1）６トレンチ全景（北から）

 （2）６トレンチ全景（東から）

 （3）出土遺物
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１．平成29年度月出遺跡発掘調査報告

１ ．は じ め に

今回の調査は国道178号防災・安全交付金業務委託に伴い、京都府丹後土木事務所の依頼を受

けて実施したものである。

月出遺跡は京丹後市網野町浜詰月出に所在する。遺跡範囲内に石造物の散布が確認されており、

中世以降の墳墓と考えられている。過去に調査例はなく、本調査が初めての調査となる。今回の

調査地は遺跡範囲の北側に位置する。

現地調査ならびに報告書作成にあたっては、京都府教育委員会、京丹後市教育委員会をはじめ、

各関係機関、地元自治会、近隣住民の方々のご指導とご協力をいただいた。また、現地調査につ

いては増田富士雄氏、松田順一郎氏よりご指導、ご助言を受けた。記して感謝したい。

なお、調査にかかる経費は全額、京都府丹後土木事務所が負担した。

〔調査体制等〕

現地調査責任者　調査課長　　　　　　　　　　　　小池　寛

現地調査担当者　調査課課長補佐兼調査第２係長　　中川和哉

　　　　　　　　　同　　　　　　　　主　　任　　福山博章

調　査　場　所　京丹後市網野町浜詰月出

調　査　期　間　平成29年10月17日～平成29年12月22日

調　査　面　積　500㎡

２ ．位 置 と 環 境

月出遺跡は京都府京丹後市網野町に位置する。京丹後市は京都府北部に位置する丹後半島の大

部分を占めており、平成16年４月に峰山町・大宮町・網野町・久美浜町・丹後町・弥栄町の６町

が合併して誕生した。旧網野町は日本海に面した丹後半島西部に位置しており、山間部が大部分

を占めるが、東部の福田川と西部の木津川により沖積地が形成される。これらの河川が形成する

沖積地の海岸部には砂丘があり、木津川の河口付近から久美浜湾にかけて大規模な砂丘が認めら

れ、月出遺跡も砂丘上に立地している。

調査地周辺では木津川流域の沖積地と山間部、海岸部の砂丘地帯に主に遺跡が分布している。

浜詰遺跡は木津川河口部左岸の砂丘上に位置する縄文時代の集落遺跡である。方形の竪穴建物

２基、貝塚が検出され、縄文時代前期から後期の土器、石鏃、石匙などの石器、貝類、魚類、哺

乳類の骨が出土している。

松ヶ崎遺跡は木津川の沖積地に位置する縄文から奈良時代の遺跡である。縄文時代では石囲い
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第１図　調査地位置図及び周辺遺跡分布図（国土地理院1/25,000　久美浜）
１．月出遺跡 ２．丹ノ谷古墳群 ３．俵野廃寺 ４．柴古遺跡 ５．大良古墳群 
６．函石浜遺跡 ７．浜詰経塚 ８．浜詰遺跡 ９．はやし古墳 10．浜詰古墳群 
11．松ヶ崎遺跡 12．大森城跡 13．下和田古墳 14．女布谷西古墳 15．下和田A城跡 
16．売布神社経塚 17．女布谷古墳群 18．下和田Ｂ城跡 19．中館城跡　

第２図　調査トレンチ配置図（1/2,500）
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炉が検出されている。縄文時代前期から後期の土器、魚類の骨、堅果類が出土している。弥生時

代では前期から中期の溝が検出されており、土器や石器が出土している。古墳時代では前期の井

戸が検出されており、桶形容器を転用した井戸枠を使用していた。奈良時代では護岸施設を有す

る流路が検出されている。

国史跡函石浜遺跡は海岸部の砂丘上に位置する。函石浜遺跡は縄文時代から室町時代にかけて

の遺物が採集されており、縄文時代後期の土器、弥生時代前期から中期の土器の他に、鉄鏃、銅

鏃、貨泉が採集されており、大陸との交流が考えられる遺物として注目されている。その他、平

安時代の皇朝十二銭が出土しており、港湾関係の公的施設の存在が推定されている。

俵野廃寺は木津川支流の俵野川左岸に位置する、７世紀末葉に創建された古代寺院である。塔

心礎と考えられる礎石が発見されたほか、瓦の堆積や礫敷遺構が検出されている。鬼瓦、軒丸瓦、

軒平瓦、墨書土器、建築部材が出土している。丹後地域における７世紀に創建された唯一の古代

寺院である。

調査地南部の砂丘上には俵野地蔵群が位置する。俵野地蔵群は砂によって埋まった村があった

という「おこう野」伝説にまつわる石造物群で、室町時代の板碑、一石五輪塔が所在しており、

現在も地蔵祭りが行われ、おこう野村の祖先供養を行っている。

３ ．調 査 の 概 要

現地調査は平成29年10月17日より調査予定地の森林伐採作業を開始し、伐採作業終了後に重機

による掘削と人力による掘削と遺構精査を行った。平成29年12月22日に各トレンチの埋め戻しを

第３図　調査トレンチ土層断面柱状図（1/80）



京都府遺跡調査報告集　第 175 冊

-4-

完了し、資機材の撤収作業を行い

現地の作業を終了した。

今回の調査は、月出遺跡の北側

部分に当たる。路線工事の予定地

内に５か所のトレンチを設定し

た。調査トレンチは西側の丘陵部

に１トレンチから３トレンチ、東

側の旧耕作地に４トレンチと５ト

レンチの５か所を設定し、総面積

500㎡を調査した。

①１トレンチ（第４図）

調査地西側の高まりに設定した

L字形の調査区である。現地表面

の標高は22.8ｍから25.3ｍで比高

差は2.5ｍを測る。

表土直下よりにぶい黄色砂層(

第３図２層)を検出した。砂層は

細～中粒砂であり、微細な貝殻片

が混じる。水平、斜め方向の１～

３mmの薄い葉理の重なりが確認

できるが、堆積環境の変化しない

単層の砂層である。標高21.2ｍま

で掘削したが、土層の堆積状況に

変化はなく、遺構、遺物は認めら

れなかった。

②２トレンチ（第４図）

調査地西側の高まりに設定した

調査区である。現地表面の標高は

25.3ｍから23.3ｍで比高差は2.0ｍ

を測る。表土直下よりにぶい黄色

砂層（第３図２層）を検出した。標

高21.2ｍまで掘削したが、土層の

堆積状況に変化はなく、遺構、遺

物は認められなかった。第４図　調査トレンチ平面図（1/400）
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③３トレンチ（第４図）

調査地西側の平坦面に設定した調査区である。現地表面の標高は24.5ｍから23.1ｍで比高差は

1.4ｍを測る。表土直下よりにぶい黄色砂層（第３図２層）を検出した。調査区西側で重機による

深掘りを行ったところ、標高17.8ｍ付近で砂層の土色変化が認められた。２層の砂層は細粒砂か

ら中粒砂であり、水平、斜め方向の薄い葉理の重なりが確認できるが、堆積環境に変化のない単

層の砂層である。３層の上層との層理面付近は黒褐色を呈しており、植物の根跡、虫痕が確認で

きるため、地表面であったと考えられる。標高17.1ｍ付近まで重機による掘削を行ったが、安全

に作業可能な深さを越えたため、掘削を終了した。いずれの層位からも遺構、遺物は認められな

かった。

④４トレンチ（第４図）

調査地東側の旧耕作地である平坦地に設定した調査区である。現地表面の標高は22.0ｍから

21.9ｍで比高差は0.1ｍを測る。

表土直下より旧耕作土であるにぶい黄色砂層（第３図３層）を検出した。標高20.9ｍから20.3ｍ

までは明黄褐色砂層（第３図６層）が水平に堆積する。標高20.3ｍから標高20.7ｍでは西側から東

側に向かう斜めの砂層の不整合な堆積（第３図７・８・９層）を検出した。

６層から下層の全層位には径0.5～12cm程度の凝灰岩などの亜円礫、亜角礫が混じるが、堆積

構造を形成せずに不特定に混入している。また、斜めの不整合堆積層（８・９層）は礫の他に粗粒

砂から細粒砂がブロック状や縞状に混じる。このような堆積状況から、一方向から営力を受けた

と考えられ、連続する不整合の層位と凝灰岩が混じる層位は人為的な改変が考えられる。

調査区東側で重機による深掘りを行ったところ、標高19ｍ付近で花崗岩の礫が混じる固く締ま

った灰色砂層（第３図11層）を検出した。灰色砂層は調査区西壁でも検出しており、調査地は西側

から東側に向けて低くなり、緩やかに傾斜している堆積状況を呈する。灰色砂層は調査地西側の

地山であると考えられる。標高17.5ｍ付近まで重機による掘削を行ったが、安全に作業可能な深

さを越えたため、掘削を終了した。いずれの層位からも遺構、遺物は認められなかった。

⑤５トレンチ（第４図）

調査地東側の旧耕作地に位置するテラス状の高まりに設定した調査区である。現地表面の標高

は21.7ｍから22.0ｍで比高差は0.3ｍを測る。

表土直下から標高21.9ｍまで旧耕作土（第３図４層）を検出した。また、旧耕作土の下層である

浅黄色砂層（第３図５層）の最下層である標高19.8ｍより焼けた板状のプラスチック片と土嚢袋の

破片を検出した。標高19.6ｍまで掘削したが、遺構、遺物は認められなかった。

現地表面で確認されたテラス状の高まりは旧耕作土による人工的な盛土であると判明し、さら

に、標高19.8ｍ付近までは現代の人為的な改変が加わっていることが判明した。
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４ ．ま と め

今回の調査では全調査区において遺構、遺物を検出することはできなかった。調査地東側の１

～３トレンチの調査の結果、調査地西側は近隣の海浜からの飛砂による風成堆積により形成され

た砂丘であることが判明した。砂丘の土層断面は細粒砂から中粒砂の薄い葉理の重なりが確認で

きるが、堆積環境に変化のない単層の砂層で、短期間に堆積し、形成された砂丘であると考えら

れる。

調査地西側の４、５トレンチでは人為的な改変を受けた堆積状況を確認した。調査地西側周辺

は過去に大規模な土取りが行われており、今回の調査区で確認した堆積状況は土取り後の埋め戻

しによるものであると考えられる。

いずれの調査地においても重機によって深掘りを行ったが、砂層の堆積を確認したのみで、遺

構、遺物は検出できなかった。

また、今回の調査地は月出遺跡の北側に当たるが、月出遺跡の南側は丘陵から海岸へ向かう緩

やかな傾斜地に砂丘が形成されている、丘陵付近や砂丘の下層に集落などの遺跡が展開している

可能性が考えられる。

（福山博章）
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２．平成28年度東光寺跡発掘調査報告

１ ．は じ め に

この調査は、舞鶴市上安から京田を結ぶ西舞鶴道路（国道27号バイパス延長約4.9km）事業に伴

う京都府舞鶴市京田小字東光寺に所在する東光寺跡の発掘調査である。発掘調査は、国土交通省

近畿地方整備局福知山河川国道事務所の依頼を受けて実施した。

東光寺跡は西舞鶴道路事業地内の南端にあたり、綾部市弥仙山を源とし西舞鶴市域を南北に流

れる伊佐津川（二級河川）の右岸にあり、山間部を北流してきた伊佐津川が西舞鶴市街域で平野部

へと広がるが、その山間部から平野部への境にある狭隘な位置に立地している。

当該遺跡は舞鶴市教育委員会による遺跡分布調査で遺物（須恵器）が採取された地点
（注１）

であり、字

名が東光寺とあることと地方の伝承から、東光寺跡として周知されていた。また、調査区の丘陵

裾部には南北へ続く市道（七日市真倉線）がある。この市道は舞鶴城（田辺城）から京へ向かう「京

街道」を踏襲しており、田辺藩主の参勤交代の道筋
（注２）

として知られている。その名残りとして、今

回の調査区の北方約100ｍには「田邉大橋ヨリ一里」と刻まれた石碑が残る一里塚がある。今回

の発掘調査は、周知されている東光寺跡の実態を知るため、地名に残っているような寺院が存在

するのかどうか、寺院であった場合、その寺院の造営時期や廃絶の時期などを明らかにする目的

で実施した。

発掘調査は、平成28年度西舞鶴道路事業に係る東光寺跡の発掘調査として平成28年４月１日に

発掘調査の着手準備を行い、同年５月19日より丘陵部（３トレンチ）の樹木伐採を開始し、同年５

月26日より丘陵部に先行して東光寺跡の西端の範囲確認のために休耕田部分に２か所のトレンチ

を設定して発掘調査を開始した。

現地調査ならびに報告書作成にあたっては、京都府教育委員会・舞鶴市教育委員会をはじめ、

関係機関、地元自治会や住民の方々のご指導とご協力をいただいた。記して感謝したい。

なお、調査に係る経費は、全額国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事務所が負担した。

〔調査体制等〕

　平成28年度東光寺跡現地調査

　　現地調査責任者 　  調査課長　　　　　　　　　　森　　正

　　現地調査担当者　　調査課調査第２係長   　　　　中川和哉

　　　　　　　　　　　同　　　総括主査   　　　　石井清司

　　　　　　　　　　　同　　　調 査 員　　　　　藤井陽輔

　　　　　　　　　　　同　　　調 査 員　　　　　橋本　稔　　　　　

　　調  査  場  所　   京都府舞鶴市字京田小字東光寺766他

　　調　査　期　間　　平成28年５月26日～平成28年11月２日
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　　調　査　面　積　　1,600㎡

　平成29年度東光寺跡整理

　　整理作業責任者　　調査課長　　　　　　　　　　小池　寛

　　整理作業担当者　　調査課課長補佐兼第２係長　　中川和哉

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　総括主査　　石井清司

　　整　理　期　間　　平成29年７月３日～平成30年３月31日　　　

２ ．位 置 と 環 境

１）地理的環境

舞鶴湾は中央部に舵島・戸島を挟んで東港と西港がある。舞鶴湾の西港にはＪＲ西舞鶴駅があ

り、東港にはＪＲ東舞鶴駅がある。この舞鶴西港には戦国大名の長岡藤孝（のちの細川幽斎）の築

城した田辺城跡を中心に城下町が広がり、現在も市の中心地の一つとして栄えている。

舞鶴市は東西約29.7km、南北約37.0kmの規模を持つ日本海に面した都市であり、舞鶴市史に

よる地形区分では１：若狭湾岸地区（大浦半島北半と神崎）、２：舞鶴湾奥地区（東西舞鶴湾岸）、３：

由良川沿岸地区
（注３）

に分けられており、さらに舞鶴湾奥地区は佐武ヶ岳・五老ヶ岳に連なる山稜を境

に東舞鶴地域と西舞鶴地域に細分されている。

西舞鶴地域では弥仙山（標高664ｍ）を水源とする伊佐津川が中央を貫くように南北方向に流れ

ている。この伊佐津川は、万願寺・七日市付近で岸谷から東流する池内川と合流し舞鶴湾に注ぎ

込む二級河川である。この伊佐津川と池内川に挟まれた標高140ｍから197ｍの南北方向に舌状に

延びる丘陵の東側斜面の伊佐津川と池内川の合流地点から南方約１kmの地点に東光寺跡がある。

東光寺跡の面している谷は、現在も幹線道路の国道27号及びJR舞鶴線が通っている交通の要

衝となっている。江戸時代には藩主の参勤交代の時、田辺城から京を経て江戸へ向かう京街道が

整備されており、田辺御発城から真倉までは一里半で、その間の七日市から真倉の間に山崎渡り

所があり、伊佐津川を渡って真倉村に入ったと想定
（注４）

されている。この山崎渡り所の位置は特定で

きないが、東光寺跡周辺に存在していた可能性が高く、今回の調査区の１・２トレンチでは湿地

帯を思わせる地形を確認している。

２）歴史的環境（第１図）

舞鶴市での旧石器時代の遺跡の様子は明らかでなく、縄文時代に入って若狭湾岸地区にある浦

入遺跡で前期から後期にかけての集落遺跡を確認している。この浦入遺跡
（注５）

では土石流などの影響

による二次堆積ではあるが、縄文時代早期から前期初頭の遺物が層位的に確認されたほか、隠岐

産の黒曜石や北陸産の蛇紋岩製の玦状耳飾りなどが出土している。また海浜部では前期末から中

期初頭の土器とともに外洋に出たと思われる長大な丸木舟が出土している。由良川沿岸地区には

縄文時代早期から後・晩期の土器とともに竪穴建物が検出した志高遺跡
（注６）

、後期の竪穴建物に伴う

炉跡を検出した桑飼下遺跡などがあるが、舞鶴湾奥地区での遺跡の詳細は明らかでない。

弥生時代には由良川沿岸地区の志高遺跡などで前期中葉の土器が出土しているほか、中期には
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第１図　調査地及び主要遺跡分布図（国土地理院1/50,000　舞鶴）

１．東光寺跡
２．山崎古墳群
３．京田丸山古墳群
４．京田城跡
５．女布城跡
６．女布遺跡

７．高野由里城跡
８．七日市遺跡
９．今田遺跡
10．万願寺古墳群
11．万願寺城跡
12．今田城跡

13．菖蒲谷口遺跡
14．切山古墳
15．田辺城跡
16．倉谷遺跡
17．福来遺跡
18．上安久古墳群

19．上安久遺跡
20．勾ケ崎遺跡
21．三角古墳群
22．喜多家奥古墳
23．愛宕山城跡
24．愛宕山北城跡

25．正勝神社古墳群
26．天狗岩古墳群
27．喜多古墳群
28．建部山城跡
29．上殿古墳
30．今田下村城跡
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竪穴建物群や方形周溝墓、船着き場を思わせる堤状の遺構が検出されている。この志高遺跡では

本州南部以南でしか生息しないタカラガイ（キロイダワラ）を納めた弥生時代中期の土器
（注７）

が採取さ

れている。若狭湾岸地区では前述の浦入遺跡で後期の竪穴建物４基を検出している。舞鶴湾奥地

区の中の東舞鶴地域では菖蒲谷口遺跡（13）（弥生時代後期）、女布遺跡（６）（弥生時代中～後期）、

行永遺跡
（注８）

などの存在が知られているが、行永遺跡では弥生時代中期後半の竪穴建物１基を確認し

ているほかにはその詳細は明らかでない。集落遺跡のほかに特記する遺跡として海岸線に近く丘

陵裾（大字下安久小字勾ヶ崎）で発見された勾ヶ崎遺跡の袈裟襷紋銅鐸２個
（注９）

がある。

このように縄文・弥生時代での舞鶴湾奥地区での実態は明らかでないが、古墳時代以降、舞鶴

奥湾域が栄えたかのように多くの古墳が点在する。

舞鶴市域での古墳数は450基
（注10）

程度で、そのうち横穴式石室を埋葬施設とする円墳が120基
（注11）

程度確

認されており、その半数近くが若狭湾岸地区にある。舞鶴湾奥地区では京都府北部最古の首長墓

の一つと位置づけられている切山古墳（14）が伊佐津川の右岸にある。切山古墳は古墳時代前期に

築造された円墳で、組合式石棺を埋葬施設とし、鉄剣２振、鉄鏃５点、銅鏃１点、鉇１点などの

金属製品が出土しており、棺外から出土した土師器は４世紀末と考えられている。須恵器出現以

前の古墳時代中期の古墳の様子は明らかではないが、須恵器出現以後の後期には伊佐津川の両岸

に10基未満の小規模古墳群が点在し、東光寺跡の立地する丘陵の北先端には山崎古墳群（２）６基、

伊佐津川の対岸には京田丸山古墳群（３）５基・正勝神社古墳群（25）２基がある。今回の調査でも

新たに東光寺古墳が検出されており、埋没された古墳が周辺部に点在している可能性が高くなっ

た。古墳時代の集落遺跡では舞鶴湾に近い倉谷遺跡（16）・福来遺跡（17）・上安久遺跡（19）がある。

飛鳥・奈良時代には倉谷遺跡
（注12）

で竪穴建物２棟、掘立柱建物６棟があり、官衙的性格をおびた遺

構を検出している。平安時代には若狭湾岸域にある浦入遺跡では「笠百私印」の押印をもつ製塩

土器支脚とともに多量の製塩土器が出土した浦入遺跡が知られているが、舞鶴湾奥地区での平安

時代倉谷遺跡で多量の緑釉陶器とともに掘立柱建物９棟を検出している。

中世以降、舞鶴市域に多くの山城が造られるが、舞鶴湾奥域でも伊佐津川の両岸に点在してお

り、今回の東光寺跡周辺でも伊佐津川の左岸に京田城跡（４）・女布城跡（５）が、池内川の右岸に

万願寺城跡（11）・今田城跡
（注13）

（12）・今田下村城跡（30）などがある。東光寺跡が立地する丘陵でも山

城の存在を確認するために踏査したが山城は確認することはできなかった。

舞鶴市域は、中世後期以降一色氏が治めていたが、天正６（1578）年以後、織田信長の命により

丹後国が平定され、天正８（1580）年に長岡藤孝によって宮津城が築かれ、天正末（1590）年頃には

田辺城（15）の築城が完工したといわれている。

慶長５（1600）年の関ヶ原の戦い以後は京極氏がこの地を統治し、以後藩主がかわるものの田辺

城が城下町として栄えていく。なお、江戸時代の参勤交代では田辺城から京へ行き、そのから江

戸へ向かったとされているが、前述のように東光寺跡の北方には「田邉大橋ヨリ一里」と刻まれ

た石碑が存在する。
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３ ．調 査 の 概 要

１）調査の経過と方法

（１）調査の経過

東光寺跡の調査は、丘陵斜面から平地部にかわる地点を対象として、平成28年５月26日より発

掘調査を開始した。現地調査では東光寺跡の西側への広がりを確認するとともに、東光寺跡以前

の遺構・遺物の有無を確認するために田畑部分に２か所のトレンチを設定した（第２図）。

１トレンチでは地表下1.7ｍでオリーブ灰色の植物遺体を含む堆積土（５層）を確認し、５層以

下の堆積土層上面で順次精査を進めたが、顕著な遺構・遺物が認められなかった。最終の掘削深

は地表下2.2ｍで暗緑灰色礫層を確認し、それより下層は安全面を考慮して掘削作業を終了し、

図化作業及び写真撮影による記録作業を行った。１トレンチの北に設定した２トレンチでは地表

下1.0ｍで地山土と思われるにぶい黄橙色の礫層（17層）を確認し、その上面での精査を進めたが

１トレンチと同様、遺構・遺物ともなく、図化作業及び写真撮影による記録作業を行った。その

作業終了の後、トレンチの埋め戻し作業を行い、丘陵部に設定した３トレンチの調査に着手した。

３トレンチでは樹木伐採終了後に調査前の地形測量を行い、後述する平坦面と後世の開墾によ

って大きく削られたところの確認作業を行った。その後、基準杭の設定を行い、６月６日に重機

による表土掘削を開始し、東光寺跡の遺構・遺物を確認するための調査を実施した。

調査では小規模トレンチを設定して確認作業を進めたところ、中世包含層を確認するともに古

墳の石室と思われる石列（ＳＸ01）、中世遺物を含む石列（ＳＸ03）、古墳時代の土師器を含む堆積

土、整地層と思われる硬く締まった堆積土を確認したことから、当初想定していた古代～中世の

東光寺跡に関連した遺構のほか、古墳時代の古墳や集落跡の存在が想定できる状況であったため、

関係機関と協議した上で、まずは古代から中世と思われる東光寺跡の全容を明らかにするための

調査を実施し、その調査終了後に東光寺跡下層遺構の調査に着手することとなった。

東光寺跡に係る調査では、遺構・遺物が確認できたところを中心に発掘調査を行い、後述する

平坦面Ｃで石列（ＳＸ03）と石列以前の整地層、整地層下層の暗渠状遺構（ＳＤ05）、平坦面下位の

溝（ＳＤ35）とその上面の崩落石を含んだ堆積遺構（ＳＸ04）を確認し、平坦面Ｄでは柱穴群（ＳＰ0

７～29）を確認し、東光寺跡の様相が明らかとなった。

古代～中世段階の東光寺跡の状況がほぼ明らかになった平成28年８月25日に調査地全域を対象

にして空中撮影及び図化作業を実施し、空中撮影後に東光寺跡下層遺構の調査に着手した。

東光寺跡下層遺構の調査としては平坦面Ｂで検出した古墳（東光寺古墳）の石室と墳丘、平坦面

Ｅで確認した古墳時代中期の土器群の性格を明らかにするための調査を実施し、古墳の全容が明

らかとなったことから平成28年10月８日に現地説明会を実施した。この現地説明会では地元京田

区、七日市区を中心に83名の参加を得た。

現地調査終了後に平坦面Ｃで確認した整地層の時期を確認するため、順次整地層の掘削作業を

行い、平坦面Ｅでの古墳時代中期の土器包含層の掘削作業、図化・写真撮影を行うとともに、関

係機関の協議により東光寺古墳の石室の養生を行って平成28年11月２日に現地調査を終了した。
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第２図　トレンチ配置図と調査前の地形図（1/1,000）
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（２）調査の方法（第３図）

東光寺跡では水田部分で２か所のトレンチを、丘陵部では東西最大長22ｍ、南北最大長87ｍの

範囲を調査対象地として発掘調査を予定したため、調査対象地全体を覆う地区割を国土座標系（世

界測地系）に基づいて設定した。すなわち地区を４ｍ区画し、東西軸はＸ＝－64,620より４ｍ南

をａラインとして西に向かって順次ｂ・ｃラインとした。南北軸はＹ＝－60,540を６ラインとし

て東に５．４・３・２・１とし、西へ７・８・９と表示し、地区名は南東隅の交点で表記した。

（３）遺構番号について

検出した遺構は原則として通し番号をつけ、遺構の性格を示す略号を付した。数字は２桁を基

準に表記した。略記号は土坑：ＳＫ、溝：ＳＤ、柱穴：ＳＰ、不明土坑：ＳＸで、　ＳＸと表記

した中には調査段階の遺構略号を踏襲して古墳の石室、石列などを含んでいる。

（４）整理作業

平成28年11月２日の現地調査終了後、平成28・29年度の２か年にわたり、図面整理、遺物の洗

浄・接合・接合、実測作業とともに、報告書作成のための整理作業を行った。

　２）検出遺構

（１）１トレンチ（第４・５図）

１トレンチは２トレンチと同様、谷底平地の田畑部を対象として発掘調査を行ったもので、東

西6.0ｍ、南北16.0ｍ、調査面積96㎡の東西トレンチである。調査前の地表面の標高は15.7ｍで、

第３図　トレンチ配置図と地区割図（1/800）
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トレンチ底部の標高は13.6ｍまでの深さ約２ｍまで掘削作業を進めた。調査では灰色極細粒砂の

耕作土（１層）、灰色細粒砂の床土（２層）とその下層のオリーブ黒色シルト層（４層）とオリーブ灰

色シルト層（５層）までを重機により慎重に掘削し、オリーブ灰色中粒砂層（７層）とオリーブ黒色

細粒砂層（８層）を確認したことから人力による掘削・精査を行った。８層より下層のオリーブ黒

色中粒砂層（13層）と黒褐色極細粒砂層（14層）で堅果類の種子、枝や木の葉が多量に含まれている

ことから植物遺体とともに土器などの遺物を確認するために慎重に精査を進めたが、土器の出土

がなく杭跡なども検出されなかった。このことから13・14層の植物遺体を含む堆積層は窪地に溜

まった澱みと判断し、丘陵部から流れ落ちた木の葉などが堆積したものと思われる。13・14層の

下層で暗緑灰色礫層（15層）、黄褐色礫層（16層）をトレンチ北半部で確認できたこと、さらに湧水

が著しいことから安全面を考慮してトレンチ中央で標高13.6ｍ（現地表下2.2ｍ）まで深掘り（断ち

割り）作業を行った後、掘削作業を終了し、図面及び写真による記録を行って調査を終了した。

（２）２トレンチ（第４・５図）

１トレンチに北端から北に４ｍの位置に設定した東西7.0ｍ、南北8.0ｍ、調査面積約56㎡のト

レンチである。２トレンチでは耕作土（１層）、床土（２層）以下、50cm程度の厚さでオリーブ黒

色シルト層（４層）・オリーブ黒色細粒砂層（８層）がほぼ水平に堆積しており、その下層には１ト

レンチで確認していた植物遺体を含む13層・14層がなく、地山と思われるにぶい黄橙色礫層（17層）

を確認した。この８層及び17層の直上でも遺構・遺物の出土がなく、さらにその下層堆積層を確

認するために標高13.5ｍ（現地表下約2.0ｍ）まで掘削作業を進めたが、１ｍ以上の厚さで17層を確

認したものの、堆積層の変化がなく掘削作業を終了した。掘削作業終了後、西壁・南壁で断面観

察と図化及び写真撮影を終了し、１・２トレントとも埋め戻し作業を行った。

以上のように、断面観察から２トレンチの地山面が標高14.4ｍあたりで地山となり、１トレン

チの南側に向かって序々に傾斜し、１トレンチ南半部では窪みあるいは谷状地形になっており、

第４図　１・２トレンチ平面図（1/200）
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第５図　１・２トレンチ西壁・南壁土層断面図（1/80）
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第６図　３トレンチ平面図（1/500）
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その窪み部分が澱んだ状態であることが明らかになった。なお、１・２トレンチとも遺構・遺物

の出土がなかった。

（３）３トレンチ

①発掘調査に着手する前の地形観察

３トレンチは、標高25ｍ付近の丘陵部から丘陵裾及び現在の市道部分（標高16ｍ）を対象に設定

したトレンチで、東西の最大長22ｍ、南北の最大長87ｍ、調査面積1,448㎡を測る南北に長いト

レンチである。

３トレンチの掘削作業に先立って樹木伐採を行い、その後、調査前の地形測量を行った。また、

周辺の地形を確認するために踏査を行った。その結果、調査地周辺には大きく４か所の広い平坦

面があることを確認（第２図）し、丘陵上位部分から平坦面Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅと仮称して各平坦

面の地形観察を行った。

平坦面Ａは標高30～35ｍで南北に長く半円形に近い平坦面である。平坦面Ａの座標はＸ＝－

64,710～Ｘ＝－64,630・Ｙ=－60,527～Ｙ＝－60,500付近で、平坦面の最大幅はｑラインの延長部

（Ｘ＝－64,680）付近で25ｍを測る。東西長は70ｍ程度で北端には市道から平坦面Ａに続く山道が

ある。平坦面ｑライン（Ｘ＝－64,680）の延長部で東側に張り出したか所には五輪塔や中世陶器の

破片が散乱した状態していることを確認した。

平坦面Ｂ（第７図）は平坦面Ａの北西方向で、標高32ｍ付近の平坦面Ａから７ｍ程度低い位置に

あり、標高25ｍ前後を測る。平坦面Ｂの東西は２～７ライン、南北はｃ～ｑラインまでで東西は

ｌライン付近が幅広くなり約15ｍを測る。今回の調査対象地には平坦面Ａは含まれず、平坦面Ｂ

は東端６ラインから東へ２ｍまでで、南北はｌ～ｐラインの限られた範囲になる。なお、この平

坦面Ｂは発掘調査の結果、古墳を壊して西側に平坦面を広げていることが明らかとなった。

平坦面Ｃ（第７・８図）は、平坦面Ｂの北西方向にあり、東西は３～９ライン、南北はｌライン

より以北でａラインよりもさらに10ｍ北側までの東西10～15ｍ・南北65ｍで、平坦面Ｂと同様、

北側は調査対象地外になる。なお、平坦面Ｃの標高は20.0～23.0ｍで、東端の平坦面Ｂとの比高

差は２ｍ程度である。平坦面Ｃの北西部は近年の畑などの開墾によって地形が改変されており、

後述するように東光寺跡の遺構面は大きく削り取られていることが明らかとなった。

平坦面Ｄ（第８図）は平坦面Ｃの西北方向で、平坦面Ｄの低位部にあり東西は５～９ライン・南

北はａ～ｑラインの東西37ｍ・南北最大幅10ｍ、標高約19.0～17.8ｍを測る。北端は近年の小屋

設置のために盛り土されておりその状況は明らかでない。調査前には近年の開墾による段差が顕

著であり、発掘調査でも平坦面Ｃの北西部と同様、標高の高い平坦面上部の遺構は削り取られた

可能性が高く、平坦面Ｄの裾部で東光寺跡に伴う遺構を検出した。

平坦面Ｅ（第９図）は平坦面Ｂの南西方向にあり、東西は６～８ライン・南北はｍ～ｗラインの

南北に長い平坦面で、東西最大幅は６ｍ、南北長は40ｍ程度の半円形を呈している。平坦面Ｂと

の比高差は1.5ｍで標高22.2～22.4ｍを測る。平坦面Ｅの西側、丘陵下位にも平坦面があるが、そ

の平坦面は檜などの植林であり、現代に近い時期に削平されたものであり、この平坦面では調査
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第７図　平坦面Ｂ・Ｃ　平・断面図（1/200）
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第８図　平坦面Ｃ・Ｄ　平・断面図（1/200）
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第９図　平坦面Ｅ　平・断面図（1/200）
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第10図　平坦面Ｃ　平・断面図（1/100）
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第11図　平坦面Ｃ・Ｄ　平・断面図（1/100）
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前に地山が露出している状況が確認でき、東光寺跡に関連した平坦面ではないと認識して調査を

実施した。

以上のように、現地掘削前の地形観察から丘陵上位に平坦面Ａがあり、その北西側下位に平坦

面Ｂ・Ｃ・Ｄがある。また、その南側下位に平坦面Ｅがあることを確認した。この平坦面は東光

寺跡に伴う造成あるいは平坦面に建物の存在が想定されるため、各平坦面ごとに調査を進めた。

なお、３トレンチでは市道にも一部トレンチを設定し、現状の市道下層の遺構の有無と土層堆積

状況を確認した。

このため、本書の遺構の記述では座標・地区割による位置の表記とともに平坦面の位置を考慮

しながら行うが、平坦面Ｂは東光寺古墳との関連から東光寺古墳の項で詳述する。

②平坦面Ｃ(ｄ～ｋ・５～９区）の遺構（第10・11図）

平坦面Ｃは平坦面Ｂの北西で標高18.7～19.9ｍにある東西10～15ｍ、南北65ｍを測る平坦面で

あり、今回の調査対象地はその南半部に相当する。調査前の地形観察では畑地として開墾された

後に竹林に変化したようで、わずかに畑の形状が確認できる程度であった。また８・９ラインよ

り以西では標高18.0ｍあたりから比高差1.8ｍの段差をもつ崖面があり市道につながっている。

調査では遺構の有無を確認するために８ｉ・ｊ区で竹根の抜根を含めた表土掘削を進めたとこ

ろ、表土直下で石材が散在している状況を確認したことから、調査区を広げて調査を進めた。そ

の結果、散在していた石材周辺には石垣を思わせる石列（ＳＸ０3）と地業痕跡と思われる整地層、

整地層に近似した埋土をもつ溝状遺構（ＳＤ０5）を平坦面上部で検出し、平坦面の北東裾部で溝

状遺構（ＳＤ35）とその上層で石材が散在した覆土（ＳＸ04）を、その南側で円形土坑（ＳＫ29）を検

第12図　平坦面Ｃ　ＳＸ03・ＳＤ05平面及び土層断面図（1/50）
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出した。なお、整地層直上で精査を繰り返したが建物に伴う柱穴や礎石・栗石は確認できなかっ

た。

石列ＳＸ03（第12図）　８ｉ・ｊ区の平坦面上部から丘陵裾側にかかる傾斜変換点付近（標高

20.0ｍ前後）で検出した石列で、残存長3.0ｍ、残存高0.5ｍを測り、主軸線はＮ15°Ｅをとる。Ｓ

Ｘ03は表土直下で検出されたもので、石列は現存する高さよりもさらに高く積み上げられていた

可能性が高い。石列北端は後世の開墾により削り取られていた可能性が高く、南端はＳＤ０5 の

埋土（黄橙色粘質土）の上層にある整地層の上に基底石があることは確認できたが、ＳＤ05を跨い

でいたかどうかは明らかでない。

石列は西面（丘陵下位）を表面にしたようであり、石列の基底石は長さ60cm程度、幅30cm程度

の石材（角礫）を長軸を水平にして並べ、その上面に20cm大の石材が据えられていた。東西方向

（Ｂ－Ｂ´）の土層堆積状況を見ると、石列は西側に傾斜するにぶい黄橙色粘質土の地山土（７層）

の上層ににぶい黄色中粒砂（６層）がありその上面から据えられている。石列の背面（東側）には厚

さ20cmの整地層と思われるにぶい黄橙色中粒砂（１層）があり、石列前面の西側には浅黄橙色粘

質土（４・５層）が、その上層には中世遺物を含むにぶい黄橙色中粒砂（３層）が堆積している。３

層は石列が壊された後に堆積した包含層で、包含層からは瓦質鍋（１）、陶質擂鉢（２）、土師器細

片等が出土した。

第13図　平坦面Ｃ　ＳＸ04ほか平面図（1/100）
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土坑ＳＫ29（第13・14図）　６ｅ区で検出した直径4.0ｍ、平坦面上部からの深さ1.1ｍ、溝底の

標高18.3ｍを測る円形土坑で、北にあるＳＤ35を切り、東にあるＳＫ30によって切られている。

土坑の底部及び縁部分には地山に近似した明黄褐色粘質土などがあり、その上層には0.5ｍ程度

の厚さで灰褐色粘質土（11層）がある。ＳＫ29からは土師器細片が出土した。

土坑ＳＫ30（第14・15図）　平坦面Ｃ上部の北東端（５・６ｅ区）で検出した土坑である。ＳＫ

30は表土直下の標高19.8ｍの地山（明黄褐色粘質土）直上で検出した遺構で、平坦面Ｃに盛られた

整地層が及んでいないか、開墾によって整地層が削平されたか所にある。ＳＫ30の北半部は平坦

面Ｃの土層堆積状況を確認するために全面調査に先行して設けたサブトレンチによって確認し、

遺構の北半部の状況は明らかでない。遺構の南半部の状況から東西1.5ｍ、深さ0.6ｍを測る隅丸

方形の掘形の可能性が高い。柱痕跡の直径は約20cmを測る。掘形埋土は主ににぶい黄橙色粘質

土（４・８層）でその上層に褐色粘質土（３層）がある。なお、ＳＫ30はその西側にあるＳＫ29の埋

没後に掘られた遺構であるが、出土遺物はなく時期は不明である。

土坑ＳＫ31（第11図）　土坑ＳＫ30の南２ｍ、５ｆ区で検出した楕円形土坑で東西0.5ｍ、南北

0.7m、深さ0.05mを測る。当初はＳＫ30と対となる遺構と期待したが、柱痕跡がなく検出遺構面

から底部までの深さも浅いことからＳＫ30とは対にならない遺構と判断した。埋土内からの出土

遺物はなかった。

不明遺構ＳＸ04（第13・15図）　ＳＤ35の上面で６ｃ・ｄ区の東西約2.0ｍ、南北約5.0ｍの広範

囲にわたって人頭大の角礫が散乱した状態で出土した。東壁の土層断面観察ではその堆積層は最

大厚0.95ｍの12層（褐色中粒砂）で標高20.0ｍの14層（にぶい黄橙色粘質土）を切って掘られており、

第14図　平坦面Ｃ　東西土層（ＳＫ29・ＳＫ30）土層断面図（1/100）



京都府遺跡調査報告集　第 175 冊

-26-

ＳＤ35の埋没後、期間をおいて堆積したものと思われる。埋土からは石材に混じって五輪塔の一

部（地輪Ｓ１・Ｓ２、その他Ｓ３）が出土した。また、埋土内から16世紀後半の瓦質擂鉢や輸入白

磁片、土師器皿が出土した。

溝状遺構ＳＤ35（第13・15図）　ＳＤ35は６・ｃ～ｅ区で、平坦面Ｃの裾部に掘り込まれた北

東方向から南西方向に延びる溝状遺構で主軸をＮ35°Ｅにとる。北東端は調査対象地外となり南

西端は６ｅ区のＳＫ29によって切られている。ＳＤ35は石材を多く含み、褐色中粒砂を埋土とす

るＳＸ04を除去した段階で検出したもので、検出長8.0ｍ、上面幅0.8ｍ、深さ0.06ｍを測る。溝

底の標高は18.3～18.4ｍで東北から南西に向かって傾斜している。

第16図　平坦面Ｃ　整地層東西土層断面図（1/100）

第15図　平坦面Ｃ　東壁土層（ＳＸ04・ＳＤ35）土層断面図（1/100）
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整地層（第16図）　整地層は表土直下で検出した堆積層である。精査中はツルハシや手バチなど

の発掘用具では用具を跳ね返すような締まった堆積層であり、当初は表土直下であることから現

在に近い時期の堆積層で、開墾に伴って重量のある機材で踏み固められた堆積層と認識を誤った

堆積層であった。この締まった整地層の下層で東光寺跡に関連する遺構があると判断し、ｇライ

ンで東西方向に深さ0.6～0.7ｍまで断ち割り作業を行った結果、地山を検出するとともに、７層

の黄橙色粘質土と８層のにぶい黄色粘質土を挟んで、その上層に細・粗粒砂（５・６層）、粘質土

（３・４層）、細粒砂（２層）があり、７・８層の下層には、粗粒砂（９・10・12層）、粘質土（11層）

と大きくは６層の堆積土があることから、建物造成に先立つ整地層であると判断した。

整地層は平坦面Ｃのみで確認でき、その北端はｆライン付近で標高19.7ｍ以下、東端は標高

第17図　平坦面Ｃ　整地層除去後の平面図（1/100）
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20.6ｍで南端はＳＤ05まではあるが、それより南では確認できなかった。整地層の各層の厚さは

0.15ｍ程度で12層に細分でき、中間層に黄橙色粘質土（７層）を挟んでいる。中間層（７層）の下層

には灰黄・灰黄褐色の粗粒砂で２cm大の角礫を多量に含む堆積土が0.1ｍ程度の厚さであり、中

間層の上層は暗赤褐色粘質土（３・４層）で、１cm大の角礫を含む堆積土が0.15～0.2ｍ程度の厚

さで堆積している。なお、この整地層は淡黄色粘質土（13層）の地山直上にある。

表土を重機によって除去した後、整地層直上で精査を繰り返したが、ＳＸ03のほかには建物に

関連した柱穴や礎石あるいは根石などは検出できなかった。また、整地層を慎重に除去したが整

地層には遺物の出土はなかった。なお、ＳＸ03の南側で確認した埋土（第19図）ではＳＤ05の上層

に0.3～0.35cmの厚さで１～４層の整地層が堆積している。

溝状遺構ＳＤ05（第10・18・19図）　ＳＤ05は６～９・ｈ～ｋ区で検出した丘陵部（東側）から

丘陵裾（西側）へと向かって逆「Ｓ」字状に曲折して掘り込まれた溝状遺構で、検出長15ｍ、上面

幅0.8～4.1ｍ、検出面からの深さ1.2～1.7ｍ、溝底の標高は東側で18.9ｍ、西側裾部で17.3ｍを測る。

トレンチ東壁（第18図）での埋土は、にぶい黄橙色粘質土（７層）、オリーブ褐色極細粒砂（８・

19層）、褐色極細粒砂（17・18層）が地業に伴う整地層で、厚さ0.7～1.4ｍ程度あり、その下層は

1.0～1.5ｍの厚さで８層にわたって暗褐色（20・22層）、にぶい黄褐色（21層）、オリーブ褐色（23層）、

第18図　平坦面Ｃ　東壁土層断面図（1/125）
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暗オリーブ褐色（24層）、黄褐色（25層）、明黄褐色（26層）の極細粒砂が堆積している。また、溝幅

がもっとも狭くなるＳＸ03の南延長部（第19図Ｄ－Ｄ’）での断面観察では東壁と同様、厚さ0.7ｍ

の整地層（１～４層）があり、その下層で拳～人頭大の円礫とともに２cm大の礫を含む淡黄色粘

質土（５層）と、10～15cmの角礫を多く含む黄橙色粘質土（６層）が堆積している。

ＳＤ05の埋土掘削段階では東側からの湧水が著しいことや、埋土の上層に整地層があり、その

下層に円礫・角礫を含む堆積土があることから、東光寺跡に関連した暗渠の可能性が高い遺構で

ある。ＳＤ05の埋土掘削段階で遺物の検出に努めたが確認できなかった。

溝状遺構ＳＤ34（第17図）　東光寺跡に伴う地業と思われる整地層を除去した面で、ｉライン

近くにおいて整地層除去後の傾斜角５°の地山直上で検出した東西方向の溝状遺構である。検出

長4.0ｍ、上面幅1.7ｍ、下面幅0.5ｍ、深さ0.6ｍを測る。整地層と同様、ＳＤ34からの出土遺物は

なく時期は不明である。

③平坦面Ｄ（ａ～ｇ・６～９）の遺構（第11・13・20・21図）

平坦面Ｄは平坦面Ｃの北西方向で、調査前の地形測量では標高18.4ｍあたりで確認した平坦面

である。この平坦面は西側３分の２程度（標高17.5～18.0ｍ）までが後世の開墾によって削平を受

けており、調査区東端の６・７・ａ～ｃ区あたりが後世の削平を受けることなく、東光寺跡関連

の遺構が残っていると想定された地点である。６～８・ａ区の３トレンチ北壁の土層堆積状況（第

21図）は１層（腐植土を含む表土）・２層（灰白色細粒砂）・３層（にぶい黄橙色細粒砂）は近代以降

現代に近い時期の堆積層で、４層（暗灰黄色粗粒砂）は植林に伴う樹木の根痕で、11層（灰褐色粗

粒砂）と14層（にぶい黄橙色粗粒砂）は土師器皿・黒色土器を含む包含層である。11層と14層の間

には柱穴あるいは土坑の可能性がある堆積層（12・13層）を確認したことから11層を除去して14層

直上で精査を進めたところ、６ｂ・ｃ区で柱穴（ＳＰ10・11）を検出したものの、ＳＰ11・12の西

側（下位）にある柱穴群では14層がなくなる傾向にあった。そのため柱穴群は、14層直上あるいは

14層を除去した19層（にぶい橙色粘質土）直上から掘り込まれたものであるかどうかを明確にする

ことができなかった。

第19図　平坦面Ｃ　ＳＤ05南北土層断面図（1/50）
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柱穴跡群（第20図）　平坦面Ｄの上部北東の一画と裾部の６～８・ａ～ｃ区の東西6.5ｍ、南北

8.0ｍの範囲に集中して付表１のとおり20基の柱穴を検出した。柱穴は中世遺物を含むにぶい黄

橙色粗粒砂（第21図14層）の直上で検出し、それを除去した面で掘り込まれた可能性がある。各柱

穴は直径（あるいは一辺）40～50cm前後の掘形で、柱当たりの直径が15～20cmを測るもの（ＳＰ

12・16・18・20・24）と直径20～30cm前後で、柱当たりが確認できなかったものとに分かれる。

前者の柱当たりを有する柱穴群を中心に建物跡を想定して精査を進めたが、柱配置や柱列の位置

からは掘立柱建物としてまとまるものはなかった。小規模な小屋掛け程度の建物が存在した可能

性がある。なお、掘形内から出土した遺物は、ＳＰ14から出土した平安時代前期の須恵器杯Ｂ１

点のみである。

④平坦面Ｅ（ｐ～ｗ・５～10区）の遺構（第22～24図）

平坦面Ｂの南８ｍ（６～８・ｒ～ｑ区）で、調査前の地形観察では東西６ｍ、南北40ｍの平坦面

第20図　平坦面Ｄ　裾部の柱穴群及び市道北拡張区平面図（1/100）
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を確認した。この平坦面の上部

からが調査対象地であるが、大

木が２本立っていることから安

全面を考慮して６ライン上（標高

23.7ｍ）からトレンチ掘削を行っ

た。その結果、７ラインから東

に１ｍあたり（標高21.2ｍ）で東

西幅２ｍ程度の平坦面と焼土坑、

その下層で土師器片を検出した。

なお、この平坦面の西側は７

ラインあたりから20°の傾斜角で

落ち込んでいる。

検出遺構は平坦面で焼土坑（Ｓ

Ｋ32・33）のほか、ほぼ同一面で

散在した古墳時代の土師器片の

出土するか所（ＳＸ02）を検出し

た。なお、平坦面Ｅの南側（５・６、

ｕ・ｖ区）で平坦面東側の状況を

第21図　３トレンチ北壁及び平坦面Ｄ裾部東壁土層断面図（1/100）

　付表１　柱穴群規模一覧

遺構名 地点名 形状
規模（単位 cm） 出土

遺物掘形 柱当たり 深さ
ＳＰ 07 平坦面上部 円形 直径 55 直径 20 35 なし
ＳＰ 08 平坦面上部 円形 直径 40 ／ 45 なし
ＳＰ 09 斜面部 円形 直径 40 ／ 20 なし
ＳＰ 10 平坦面上部 円形 直径 40 ／ 20 なし
ＳＰ 11 平坦面上部 円形 直径 25 ／ 15 なし
ＳＰ 12 平坦面下 隅丸方形 東西 60 ×南北 45 直径 20 30 なし
ＳＰ 13 平坦面下 円形 直径 25 直径 15 25 なし

ＳＰ 14 平坦面下 円形 直径 25 ／ 22 須 恵 器
杯Ｂ

ＳＰ 15 平坦面下 円形 直径 50 ／ 30 なし
ＳＰ 16 平坦面下 円形 直径 40 直径 15 40 なし
ＳＰ 17 平坦面下 円形 直径 20 ／ 20 なし
ＳＰ 18 平坦面下 円形 直径 55 直径 15 30 なし
ＳＰ 19 平坦面下 隅丸方形 東西 30 ×南北 35 ／ 21 なし
ＳＰ 20 平坦面下 隅丸方形 東西 50 ×南北 60 直径 20 28 なし
ＳＰ 21 平坦面下 隅丸方形 東西 55 ×南北 55 ／ 30 なし
ＳＰ 22 平坦面下 隅丸方形 東西 50 ×南北 45 ／ 17 なし
ＳＰ 23 平坦面下 円形 直径 25 ／ 10 なし
ＳＰ 24 平坦面下 円形 直径 50 直径 20 19 なし
ＳＰ 25 平坦面下 円形 直径 20 ／ 10 なし
ＳＰ 26 平坦面下 円形 直径 25 ／ 24 なし
ＳＰ 27 平坦面下 円形 直径 40 ／ 28 なし
ＳＰ 28 平坦面下 円形 直径 18 ／ 28 なし
ＳＰ 29 平坦面下 隅丸方形 東西 45 ×南北 52 ／ 10 なし
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第22図　平坦面Ｅ　平面図及び東壁土層断面図（1/100）　



平成 28 年度東光寺跡発掘調査報告

-３３-

確認するために調査区を拡張して調査を進めたが、６ｓ・ｔ区で検出したような遺構はなく、さ

らにその南側の６～９・ｖ・ｗ区でも表土直下で地山土となり遺構・遺物はなかった。

平坦面Ｅ（ｐ～ｔ区）の東壁土層堆積状況（第22図）は、厚さ0.1～0.2ｍの腐植土（１層：表土）と

樹木植林による攪乱（２・３層）があり、東壁の南端で検出した３・５・６層を埋土とする落ち込

みも樹木の根による攪乱である。攪乱に切り込まれたように、丘陵部上位から流れ込んだと思わ

れる黄褐色極細粒砂（４層）、黄褐色極細粒砂（７層）、にぶい黄橙色粗粒砂（８層）がある。このう

ち７層で中世土師器の細片が１点出土している。７層の下層にも上部から流れ込んだと思われる

堆積層（９～14層）がある。灰黄褐色粗粒砂（11層）・明黄褐色中粒砂（12層）・浅黄色中粒砂（13層）

を除去した段階で焼土層（16層）を確認した。焼土層は均一に広くあるものではなく、ＳＫ32・33

のような直径30cm程度の限られた範囲にあるものと思われる。16層と、17層（褐灰色中粒砂）下

層では、東西の長さ約7.0ｍ、深さ0.3ｍ程度で、古墳時代の土師器片を含む褐色あるいは黄橙系

の粗～細粒砂層を埋土とする堆積層（22～26層）があり、その堆積層を除去すると黄橙色粘質土（27

層）の地山の落ち込みとなる。

平坦面Ｅの東拡張区（５Ｕ・Ｖ区）の南壁断面（第23図）では、地山の流土と思われる橙色粘質土

（11層）が、0.9ｍと厚く堆積しており、その上層には0.2ｍ程度の厚さで１cm大の円礫を含んだ灰

褐色中粒砂（３層）、灰黄色中粒砂（６層）、にぶい黄橙色細粒砂（８層）が堆積している。またその

上層には表土（１層）と樹木の痕跡と思われる掘り込み（２層）がある。

平坦面Ｅでは南北方向の東壁断面と同時にｒラインとその南約0.9ｍで東西方向の畦を設定し

て丘陵斜面部での土層断面観察を行った（第24図）。その断面観察によると東から西に20°程度傾

斜しており、Ａ－Ａ´の５層（にぶい黄橙色中粒砂）・10層（灰褐色粗粒砂）・11層（にぶい黄橙色

粗粒砂）は中世以前の堆積層、６層（にぶい橙色細粒砂）・７層（にぶい黄褐色粗粒砂）・８層（黄褐

第23図　平坦面Ｅ　東拡張区南壁土層断面図（1/100）
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第24図　平坦面Ｅ　下層遺構平面図及び東西土層断面図（1/100）
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色極細粒砂）は中世堆積層である。１～４層は丘陵上位からの流れ込みによる堆積層と思われる。

Ｂ－Ｂ´では６・７・８層が中世堆積層で、その上層の１～５層は丘陵上位から流れ込んだ堆積

層である。

土坑ＳＫ32（第22図）　ＳＫ32は６ｓ区で検出した楕円形土坑で長軸0.6ｍ、短軸0.4ｍを測る。

ＳＫ30の検出面で土坑の焼土を確認したものの掘り込みは確認できず、焼土周辺から土師器片が

出土した。

土坑ＳＫ33（第22図）　ＳＫ32の南西35cmで検出した楕円形土坑である。ＳＫ32と同様、楕円

形土坑で長軸0.45ｍ、短軸0.3ｍで焼土のみを確認した。焼土直上及びその周辺から土師器片が出

土した。

不明遺構ＳＸ02（第24図）　６・ｑ～ｔ区でＳＫ32・33の下面（標高21.4ｍ）で古墳時代の土師器

が10点程度散布された状況であり、精査とともに東壁での断面観察を行った（第23図）。その結果、

東壁寄りでは南北長約6.0ｍ、深さ0.3ｍ程度の地山の掘り込みは確認できたものの、その西側で

は中世以降に削平されたようで堆積土は序々に薄くなり、東壁から１ｍ西ではなくなっていた。

ＳＸ02は土器の出土状況、東側断面の掘り込み状況から古墳時代の竪穴建物を想定して精査を進

めたが、調査範囲が狭くさらに西側が中世以降に大きく削平されていて残存状態も悪く、さらに

竪穴建物の床面と思われる平坦面では周壁溝や柱穴も存在しないことから竪穴建物と断定できな

かった。

不明遺構ＳＸ36（第９図）　８ｒ～ｖ区で通路状の平坦面を検出した。この通路状平坦面は、

標高18.4ｍ前後で比高差0.4ｍの段差があり、標高17.8～18.0ｍで幅1.0ｍの水平面を形成している。

なお、この平坦面はｑラインより北側は不明瞭となっている。この平坦面の上層は表土が堆積し

ており、平坦面直上で路面を示すような敷石や側溝、堆積層もなく近代以降の植林・開墾に伴っ

て成形されたものかどうかも断定できないが、一里塚の延長部にあることから近世以降の街道に

関わる遺構の可能性がある。

⑤３トレンチ西拡張区（市道直下）の遺構（第６図）

３トレンチ北端（９ａ・ｂ区）と南端（９・10、ｑ・ｒ区）で、市道を横断するようにトレンチを

設定して、現市道に遡る道（街道）が存在したかどうかを確認するための調査である。

市道北拡張区（９ａ・ｂ区）　市道北端に設定した東西4.0ｍ、南北7.0ｍの拡張トレンチであるが、

現市道の下層において江戸時代の道と想定できるような遺構は検出できなかった。北壁の土層堆

積状況（第21図）からは、幾度となく現市道整備に伴う改作が行われたことがうかがえる。１・５

～７層は現市道の改作に伴う堆積層で、その下層の８層（灰オリーブ色砂礫層）・９層（黄褐色砂

礫層）も市道の改作に伴うもので、地表下0.15ｍまでは現在に近い時期の堆積層である。その下

層の17層（オリーブ褐色シルト層）は東側で見つかった11層（灰褐色粗粒砂）に相当し、古墳時代の

混入品と思われる須恵器壺（22）のほか、平安時代の須恵器杯Ｂ（21）、土師器杯あるいは椀の底部

（23・24）が出土した。17層の精査とともに17層を除去した段階でも精査を繰り返したが柱穴等は

検出できなかった。さらに下層の18層（暗褐色シルト）、21層（オリーブ褐色シルト）では遺物の出
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土はなく、その下層で23層（にぶい褐色粘質土）の地山を検出した。

市道南拡張区（９・10、ｑ・ｒ区）　市道の南端に設定した東西6.3ｍ、南北3.5ｍの拡張トレン

チである。市道北拡張区と同様、現市道の下層で江戸時代の道に伴う路面の有無と丘陵部から１

トレンチに繋がる地形を確認するために設定したトレンチである。調査の結果、丘陵部から序々

に傾斜する地山面を検出したものの、現市道に遡る時期の道路面は確認できなかった。北壁の土

層堆積状況（第25図）によると、１～３層は現在に市道の改作に伴う堆積層で、その下層の褐色系

シルト層（４～７層）は丘陵上位から流れてきた堆積層で遺物の出土がなく、８層の暗灰黄色シル

ト層で須恵器・土師器の細片が出土した。８層の下はオリーブ褐色シルト層の地山である。

⑥平坦面Ｂの遺構

平坦面Ｂは今回の調査対象地内の最高位にあたり、平坦面Ｂの土層堆積状況を確認するために

第25図　市道南拡張区　平面図及び北壁土層断面図（1/100）
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設けた５ｊ区の調査区と平坦面上部の幅３ｍの範囲と法面を中心にした６・７、ｌ～ｐ区の調査

区に分かれる。

ａ．５ｊ区（平坦面Ｃ東拡張区）の調査

５ｊ区では平坦面Ｂから平坦面Ｃにかかる東西２ｍ、南北３ｍの調査区を設定した。この地点

は調査対象地の東端近くに相当し、平坦面Ｂの成形範囲とその土層堆積状況を確認するための調

査である。調査の結果、平坦面西端は後世に大きく削り取られていて遺構は検出できず、東壁断

面で石材を含む掘り込みを検出した（第26図）。

東壁の土層堆積状況は地表（標高22.6ｍ）下約1.8ｍで灰黄褐色極細粒砂（11層）の地山を確認し、

その上層に一辺が0.4ｍ程度の大きさの石材を含むにぶい暗オリーブ褐色極細粒砂（９層）がある。

９層の厚さは約0.4ｍで石材が10点程度あり、南あるいは調査地外の東側に広がるものの、安全

面を考慮して調査区の拡張を控えた。９層の散在した石材は横穴式石室の石材の可能性もあるが

明瞭に積み上げている、あるいは各石材が面を揃えているという状況ではなかった。９層の上層

には標高24.0ｍ前後までに黒褐色極細粒砂（６層）が厚さ0.5ｍで、その上層の２層が厚さ0.2ｍで

堆積しており、６・７、ｌ～ｐ区（第29図）の２・３層と同様、平坦面Ｂを形成するための盛り土

と判断した。

ｂ．６・７、ｌ～ｐ区（東光寺古墳）の調査

重機により竹根の抜根作業とともに表土を除去して粗掘り作業を進めたところ、地表下約1.0

ｍで石材を検出し、人力による精査を行った。石材の散布範囲は東西２ｍ、南北５ｍでその多く

が東壁に食い込んだ状況であった。検出した石材を残して覆土・埋土を除去したところ石材が直

線的に組まれていることを確認し、さらに組まれた石材の内側を一部掘り進めると古墳時代後期

の須恵器が出土したことから、古墳時代の横穴式石室であることが判明した。この段階で古墳の

調査を一時中断し、古墳時代以降の東光寺跡の調査を先行させることを優先させ、石室を覆って

いる包含層の除去と東壁の観察を行った（第29図）。

古墳を覆う包含層は東壁から西へ３ｍ（７ライン）の範囲で、その西側は比高差５ｍで傾斜角25

第26図　平坦面Ｃ東拡張区　東壁土層断面図（1/100）
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第27図　東光寺古墳　石室上層の石材散布状況及び床面上層の土層断面図（1/40）
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～30°の傾斜面があり、後世に大きく削り取られていることが明らかとなった。

平坦面Ｂ東壁の堆積状況（第29図）　平坦面Ｂは地表面が標高25ｍ前後であり厚さ10cm前後の

腐植土（１層）がある。何か所かに植林あるいは自然木の根が深く張出している攪乱の堆積土があ

る。腐植土下にはトレンチ北東隅では0.2ｍ前後で南に向かって１ｍ前後、西に向かって0.5ｍ前

後の厚さで２～５cmの角礫を含む灰色中粒砂（２層）があり、その下層（３層）には厚さ0.5～1.0ｍ

のにぶい黄橙色（10YR7/4）粘質土がある。２層からは出土遺物がなくその堆積時期は明らかでな

いが、堆積土に角礫を多く含むことから丘陵上位（東側）にある地山土を移動させて平坦面を形成

した堆積土と考えられ、その下層の３層とともに平坦面Ｂを形成するための埋土と思われる。３

層の下にあるにぶい黄橙色（10YR6/3）粘質土（４層）は３層の堆積土に近似しており、東光寺古墳

の石室を覆うように厚さ0.2ｍ程度堆積している。４層は平坦面を形成するために古墳の墳丘及

び石室の大半を壊した際の堆積土であり、東壁の９～12層、北壁の24～26層も同様の性格をもっ

た堆積層と思われ、これらの堆積層からは15世紀後半段階の土師器・陶器・輸入磁器（青磁・白磁）

の細片が出土した。

（４）東光寺古墳ＳＸ01

東光寺古墳は東光寺跡の造営に際して壊された古墳である。今回の調査では、横穴式石室を埋

葬施設とする古墳（東光寺古墳）１基を平坦面Ｂ地区の調査区内で確認したが、平坦面Ｃの東拡張

区（５ｊ区）の東壁（第26図）でも古墳の石材と思われるものを確認しており、周辺には数基の古墳

があったと考えられる。

①石室上面の検出状況（第27・28図）

にぶい黄橙色（10YR6/3）粘質土（第29図４層）を除去した段階で、古墳の石室の石材が散乱した

状態で検出した。石材は２点が長さ１ｍ程度の天井石の可能性がある大振りのものがあるが、大

半が0.4ｍ大の石材であり奥壁・両側壁に使用した石材と思われる。散乱した石材の多くは石室

内に転落あるいは廃棄されたかのような状態であり、石室内の埋土観察（Ａ－Ａ´、Ｂ－Ｂ´）で

は後述する玄室床面から厚さ0.1ｍ前後の黄褐色（2.5Y5/4）極細粒砂（４層）が石室崩落以前の水平

第28図　東光寺古墳　床面上層の土層断面図（1/40）
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堆積層で、その上層のにぶい黄橙色（10YR6/4）中粒砂（１層）・黄褐色（2.5Y5/6）極細粒砂（２層）・

黄褐色（2.5YR5/3）極細粒砂（３層）には中世陶磁器を含むことから、１～３層は石室解体後の堆

積土と考えられる。なお、３層は玄室南端から羨道部分に堆積しており、羨道部の床面は中世段

階に削平されたものと思われる。

石室を横断する形で設定した畦の３東西土層（Ａ－Ａ´）観察では、右（東側）側壁の基底石を残

して中世包含層と思われる黄褐色（2.5YR5/6）極粗粒砂（９層）・明褐色（7.5YR5/6）極細粒砂（10

層）・にぶい黄褐色（10YR4/3）極細粒砂（11層）が0.5ｍの厚さで堆積しており、玄室の基底石を残

して中世段階に壊されていることが明らかとなった。玄室左（東側）側石は右（西側）側石に比べて

残存状態は良く、基底石を含めて５石程度の高さまでが壊されずに残っていた。玄門部の右側石

（Ｂ－Ｂ´）は床面から垂直にではなく上位に向かって広がっており面を揃えていないことから、

基底石は抜き取られていないが、外側に動かされていた可能性が高い。羨道部右側壁（Ｃ－Ｃ´）

も玄門部分と同様、残存しているものでも中世段階に動かされた可能性が高い。

②墳丘（第29図）

今回の調査では石室を挟んで東側が調査対象地外であり、石室及び墳丘の西半部が調査対象地

となる。前述したように、古墳の大半は中世段階に平坦面Ｂを成形するために大きく削り取られ

ていた。

トレンチ東壁の９層から出土遺物はなかったものの、同様の性格を持つと考えられる堆積層か

ら15世紀後半の遺物が出土していることから、９層は中世段階の堆積層と思われ、その下層のに

ぶい黄橙色（10YR7/3）中粒砂（14層）・明黄褐色（2.5Y7/6）中粒砂（15層）・明黄褐色（10YR6/8）中

粒砂（16層）は古墳の墳丘に伴う堆積土と思われる。石室奥壁から北へ3.3ｍの位置（６ｍ区）でに

ぶい黄橙色（10YR7/2）粘質土（13層）を埋土として土師器・須恵器砕片を含む北周溝と考えられる

落ち込み（ＳＤ07）がある。この落ち込みはトレンチ東壁から西へ2.5ｍまでは確認できたが東壁

から西へ向かうに従って浅くなり途切れるもので、東壁での掘り込みの上面幅1.8ｍ、深さ0.2ｍ

を測り、断面が浅い「Ｕ」字形を呈している。ＳＤ07は石室奥壁に対して平行ではなく弧を描く

ように掘り込まれていることから方墳ではなく円墳の可能性が高いと考えられる。石室を挟んだ

南側（６ｐ・ｑ区）は中世包含層（５～８、11・12層）及び近世以降の植林による樹木の根痕により

墳丘の大半が削り取られており墳丘は確認できなかった。このため古墳の南周溝は平面では確認

できなかったが、東壁断面では６ｑ地区でにぶい黄橙色粘質土（17層）と灰黄褐色粗粒砂（18層）が

あり、古墳の南周溝の埋土の可能性が高いと考えられる。このことから、東光寺古墳は墳丘の北

側の一部が遺存し、東壁の埋土の観察から溝の心々距離で測ると13.5ｍ前後を有する円墳であっ

たと考えられる。

③埋葬施設（第30図）

東光寺古墳の埋葬施設は横穴式石室であり、石室内には天井石の可能性も考えられる長さ1.0

ｍ、厚さ0.6ｍ程度の石材を含む多くの崩落石が残存していた。これらの石材は東光寺跡の平坦

面Ｂの造成に際して壊されて石室内に廃棄されたかのような状態であり、廃棄あるいは動かされ
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第30図　東光寺古墳　石室及び石室内遺物出土状況図（1/40）
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た状態の石材を取り除いていくと基底石を含む石材を確認した。その形状から東光寺古墳は、南

開口の横穴式石室であり、玄室部分は奥壁から開口部を向いて左側（東側）が広がる左片袖の石室

であることが明らかとなった。ただ、石室の遺存状態は悪く右側壁は基底部のみで、左側壁でも

最大５石程度が遺存しているだけであった。遺存していた石材の状況から、石室の規模は全長

4.4ｍ、玄室長2.5ｍ、玄室幅1.3～1.4ｍ、羨道部長2.2ｍ、羨道部幅0.85ｍを測り、石室の主軸はＮ８°

Ｅをとる。

ａ．玄室部

奥壁　玄室奥壁の基底部は大きくは３石で構成されており、奥壁の東側は最大長0.65m、高さ

0.5ｍ前後の大形石材を使用し、奥壁西側は２石を積み上げて東側石材に相当する高さに調整し

ている。基底石は長さ0.5ｍ、高さ0.24ｍの長方形石材で、その上に長さ0.5ｍ、高さ0.28ｍの長方

形石材を使用しその間に0.2ｍ前後の石材を詰め込んでいる。三石目の石材は東側基底石と西側

２段目の石材に架かるように長さ0.56ｍ、高さ0.18ｍの長方形の石材を横位に据えている。

左側壁　奥壁から羨道部を向いて左側の左側壁は右側壁に比べて遺存状態は良く、玄室床面か

ら最大高1.15ｍまで残存していた。左側壁の石材は石室床面から1.0ｍまでの高さで石室内内側に

約0.2ｍせり出した状態にある。このせり出しは床面から天井部へ向かっての持ち送りと思われ

るが、大形石材のその出が顕著であり、かつ各石材が規則的にせり出していないことから土圧に

よって微妙に動いた可能性が高い。

左側壁の基底石は長さ0.4～0.55ｍ、高さ0.3～0.4ｍの石材で、石材を基底石の上面の高さに揃

うように横位に据えている。基底石の上の２石目の石材は長さ0.35ｍ、高さ0.15～0.2ｍを横位に

据えることを基調にし、その間に小形石材を詰め込んでいる。基底石上面から上方へ１ｍあたり

では長さ0.9ｍ、幅0.4ｍの石材を最大にして長さ0.3～0.65ｍ、高さ0.15～0.35ｍの石材を横位を基

調にして据えている。左側壁は奥壁から南へ約2.35ｍで一辺0.35ｍ前後、長さ0.4ｍ以上の石材を

立てて袖石に使用しており、左側壁から袖石までの出は0.45ｍを測る。

右側壁　右側壁は遺存状態が悪く基底石とその上部の一石程度が残っているのみであった。右

側石の基底石は長さ0.4～0.75ｍ、高さ0.2～0.35ｍの石材を横位に据え、基底石と同規模の石材と

0.2ｍ前後の石材を使用している。基底石は据え付け溝を掘り込んだ後に石材を据えていること

までは確認できたが、石室の現状保存の方針が決定したために上面のみの確認にとどめ、その深

さまでは確認できていない。

玄室床面　玄室床面は玄室床面の標高は22.7ｍ、床面積3.5㎡を測り、わずかに傾斜する地山面

に明黄褐色細粒砂（第27図５層）を入れて水平に敷設するとともに石室据え付け溝を埋めている。

当初は敷設土に含まれる礫を玄室床面に敷かれた礫と考えたが、礫が均等でなくまばらであるこ

とから礫敷きではないと判断した。床面直上には数か所で角礫があり棺台の可能性を検討したが、

角礫は均等な配置ではなくその上面も平坦ではないため棺台と断定するまでには至らなかった。

玄室床面出土遺物　玄室床面からは須恵器・土師器のほか鉄製品（刀子１点）が出土した。土器

は奥壁に接して分布する一群（Ａ群）と左袖部に分布する一群（Ｂ群）があり、玄室中央にも須恵器
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杯身１点が出土した（第30図）。

Ａ群は土師器壺１点のほか、須恵器小型短頸壺１点（32）・須恵器長頸壺１点（33）・須恵器杯身

２点（28・29）・須恵器杯蓋３点（26・27・31）である。須恵器長頸壺（33）は奥壁と右側壁のコーナ

ー部分に正位の状態であり、その北西奥に須恵器小型短頸壺（32）が奥壁と右側壁の間に挟まった

状態で出土した。なお、小型短頸壺とセットとなる須恵器小型蓋（31）は玄室床面からは0.15ｍ前

後高く、奥壁から1.3ｍの位置で左側壁に接して出土した。

須恵器杯身（29）は奥壁から0.4ｍの玄室中央ライン上で出土した。須恵器杯身（28）は、同じく

玄室中央ライン上で奥壁から1.5ｍの位置で出土した。須恵器杯蓋（26）は奥壁に接して左側壁か

ら0.3ｍの位置で、須恵器杯蓋（27）は右側壁に接して奥壁から0.5ｍの位置で出土した。なお、玄

室中央の須恵器杯身（28）の西0.2ｍには、長さ0.3ｍ前後の平石がある。

棺を想定できる鉄釘や人骨の出土は認められなかったが土器の配置から奥壁西半部で奥壁から

1.5ｍ程度の範囲に遺体を据えた可能性も考えられる。

Ｂ群は左袖部に東西0.5ｍ、南北0.5ｍの範囲に集中して出土した。土師器長頸壺１点（37）、須

恵器短頸壺２点（39・40）、須恵器杯身３点（35・36・38）、須恵器杯蓋１点（34）で一辺0.15ｍ前後

の平石を中心にある。土師器長頸壺（37）は倒位の状態であり、その北西0.2ｍで須恵器脚付き短

頸壺（39）が、南西0.25ｍで須恵器短頸壺（40）があり、須恵器短頸壺（40）の上に杯身２点（35・36）が、

土師器長頸壺（37）の北側で左側壁に近接して須恵器杯身（38）と須恵器杯蓋（34）がある。また、こ

れらの土器を除去した段階で、土師器長頸壺の直下で鉄製品（刀子）が出土した。

Ａ群・Ｂ群の土師器壺・須恵器短頸壺内には土が充填されており、土器内に遺物・植物遺体が

あるかどうかを確認するために水洗いしたものの、肉眼観察では遺物・植物遺体とも確認できな

かった。

ｂ．羨道部

羨道部側壁　羨道部は玄室部以上に中世以降の攪乱が大きく及んでおり、床面の一部を確認す

るとともに両側壁の基底部の一部を確認したのみである。左側壁は大半が東壁に食い込んだ状態

であり、さらに遺存状態も悪く袖石から南の一石が基底石として残っている程度で、その南側の

石材は中世段階に移動していた可能性が高い。右側壁は基底石と思われる石材が３石程度残って

いたが、それぞれの石の石室側の面が床面に対して直立するような状況ではなく、床面から上方

（西側上方）に広がった状態である。この右側壁の状況が本来の状況を反映しているものと仮定す

ると天井石を有しない解放型の羨道部となるが、現状ではその可能性は低いと考えており、羨道

部の南側壁の基底石は中世以降の攪乱、土圧により基底石が上方に広がったと考えている。

羨道部床面　羨道部床面はわずかに残っている程度であり、遺物も出土しなかった。ただ、残

存する羨道部床面の標高は22.9ｍであり、玄室床面の標高22.7ｍとは比高差0.2ｍで、羨道部が玄

室床面よりも高い状況である。

羨道部下層遺構　削平された羨道部床面の下層で８石の石材を検出した。この石材は左袖石の

北端から南へ0.7ｍの位置から南西方向に弧を描くように配されており、北端の石材は羨道部基
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底石の下にもぐりこんでいる。各石材は一辺0.2ｍ前後、厚さ0.1ｍ程度のもので、現状保存のた

めに一石を除去した段階で確認したところ、上面幅0.45ｍ、深さ最大0.2ｍで断面「Ｕ」字形の溝

状遺構（第28図６層）を検出した。この溝状遺構は羨道部に設けられた排水溝とその上面に敷かれ

た蓋石と思われるが、羨道部東側壁の基底石を除去していないため、蓋石が左側壁からさらに延

びるものかどうかは不明である。なお、羨道部で排水溝は確認できたものの玄室部での排水施設

はない。また、石室主軸に平行するように排水溝が存在する例が多いが、東光寺古墳では山側に

向かって排水溝が設けられている。これは現地調査段階でも降雨の翌日でも山からの水が側壁の

間を伝って流れている状況であり、丘陵上位からの雨水を集水するために造られたものである可

能性が高い。

３）出土遺物

（１）東光寺跡出土遺物

東光寺跡の調査では整理箱にして６箱の遺物が出土しており、内訳は土器類・鉄器類・石器類

で、土器類は東光寺古墳石室から整理箱で２箱程度、東光寺跡関連遺物として２箱程度、東光寺

跡に関連した石塔（五輪塔）が２箱程度である。なお、出土遺物の詳細は付表２の土器観察表で記

し、主な概要を記述する。

①平坦面Ｂ出土遺物（第31図10～12・16・17）

東光寺古墳石室から出土した土器類・鉄器は別項目で記述し、東光寺跡に関連した遺物の概略

を記す。

平坦面Ｂでは検出遺構で記述したように古墳を壊して平坦面Ｂを成形しており、古墳石室崩落

土とともに石室の右側壁から古墳の西側の堆積した包含層から出土した。包含層出土遺物には土

師器皿、輸入磁器（白磁・青磁）、瓦質擂鉢などがある。

土師器皿（10）は、歪みによるものなのか、敢えて円形を避けて楕円形に仕上げたものかどうか

は定かではない皿である。やや上げ底気味の底部から椀状に立ち上がるもので器壁は厚く0.7cm

を測る。口縁端部は上方に尖り気味におさめる。白磁皿（11）は、細片であり器壁の厚さは0.3cm

を測る。内外面とも無文である。底部の形状は不明であるが、白磁皿Ⅴ２類と考えられる
（注14）

。青磁

皿（12）は、体部外面に蓮弁文様を施した高台付きの皿で、内面見込み部には花弁を表現した文様

があるが、厚い釉薬によってその文様が不明瞭になっている。龍泉窯の製品と思われ形態の特徴

から横田・森田型式編年の皿Ⅲ－４類
（注15）

で13世紀後半以降の製品である。土師器底部（16）は、平底

の底部片で鉢底部の可能性がある。瓦質擂鉢（17）は瓦質土器で内側に擂鉢状の条痕を不規則に配

置したもので、椀形の器形でありながらも擂鉢として使用しているものである。

10～12・17は平坦面Ｂの造成時期を示す資料と思われる。

②平坦面Ｃ出土遺物　

平坦面Ｃでは、石列ＳＸ03の覆土、ＳＤ35の埋没後に再堆積した石材群に混在して出土したも

のがあり、ＳＤ05や整地層などからの出土遺物はなかった。また整地層精査中からも遺物は出土

していない。
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第31図　東光寺跡出土土器実測図
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石列ＳＸ03上層出土遺物（第31図１～３）

瓦質鍋（１）は、体部上半部より最大径がある半球形の体部で、「く」の字形に屈曲する頸部か

ら斜め上方に短く延びる口縁部に続くもので、口縁部と頸部外面の境は肥厚して段状を呈してい

る。受け口状口縁の退化したものと思われる。陶器擂鉢（２）は、越前あるいは信楽焼の擂鉢で、

底部は平底で口縁部内面に退化したような沈線が巡り、内面に均等に条痕を配していることから

15世紀末以降と思われる。陶器甕（３）は底部片で体部及び口縁部が欠損しており時期決定の資料

を欠く。

不明遺構ＳＸ04出土遺物（第31図５～９・第32図Ｓ１～Ｓ３）

青磁椀（５）は、削り出しによる低い高台である。中国青花の染付で、外面に鎬が認められる。

瓦質短頸壺（６）は、肩部の張らない卵形の体部で、口頸部は短く直立する。瓦質擂鉢（７～９）は

瓦質あるいは陶質擂鉢で焼成が甘いと思われるものである。８・９は斜め上方に延びる体部から、

口縁部は屈曲気味に長く広がる。内面には等間隔に条痕を配している。石材とともに五輪塔の一

部が３点出土した。Ｓ１は、基礎（地輪）と思われるもので、二面の一部が平滑面が確認できるが、

他の二面は欠損している。平滑面の一面（表面）には梵字一字が刻まれている。Ｓ２は地輪で下面

は地面に埋め込むために平滑面を成形していない。表面には四行の刻印があり、年号（□文ｶ三甲

午）、氏名（憲叟）、戒名（□範禅定門）、月日（□月三日）とある。甲午で文の年号があり、出土遺

物の年代から天文三年（1534年）に造られた五輪塔の可能性が高い
（注16）

。Ｓ４は団形の水輪と思われ、

梵字が一字刻まれている。

石列ＳＸ03の崩壊後に再堆積した覆土（上層）から遺物（1～３）、ＳＸ04（５～９）は、東光寺跡

が廃絶した時期を表す資料と考えられる。

平坦面Ｄ出土遺物（第31図13～15）

平坦面Ｄでは柱穴群のうちＳＰ14の掘形から須恵器細片が出土したが、図示できる資料ではな

かった。ただ、平坦面Ｄの柱穴群の遺構検出中に土師器片・黒色土器椀の細片が出土した。土師

器（13）は椀あるいは杯の底部片で、平底を呈する。須恵器（14）は、杯あるいは椀の底部片で、底

部と体部の境に低い退化した高台を貼り付けている。黒色土器椀（15）は、平底の底部から斜め方

向に立ち上がる体部へ続くもので、底部外面は糸切りにより切り離している。内面はていねいに

ヘラミガキ調整している。平坦面Ｄの柱穴群上層の包含層では、11世紀後半の遺物が出土してお

り、出土遺物から東光寺跡が11世紀後半（平安時代中期）に開設された可能性がうかがえる。

市道北拡張区出土遺物（第31図21～24）

市道に設けたトレンチで、市道下層（第22図17層）から出土した。須恵器底部片（21）は杯Ｂある

いは椀の底部片で、低い高台を貼り付けている。須恵器壺（22）は古墳時代の壺で、外面にはてい

ねいなカキメを施している。土師器椀（23・24）はいずれも底部片で断面三角形の低い高台を貼り

付けているもの（23）と平高台（24）がある。

平坦面Ｅ出土遺物（第31図４・18～20）

平坦面Ｅでは上層で焼土を含む土坑（ＳＫ32・33）を、下層で土師器片を含む落ち込み（ＳＸ02）
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第32図　東光寺跡出土五輪塔実測図
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を確認した。上層の焼土周辺から土師器椀（18）が出土した。土師器椀（18）は内湾気味に浅く立ち

上がる体部で、口縁部は直立気味に立ち上がる。体部外面はヘラケズリ調整を施し、奈良時代の

ものと思われる。土師器椀（20）は深い椀状を呈し、口縁部は短く尖り気味におさめるもので、東

壁の精査中に13層から出土した。土師器甕（19）は、地山直上で土器片が散在した状態で出土した

ものである。甕あるいは壺の体部片がほとんどで、唯一図示できた資料である。なで肩の体部で、

外湾気味に短く立ち上がる口縁部に続く。古墳時代中期までの資料と思われる。須恵器横瓶（４）

は、古墳時代の楕円形を呈する横瓶の体部上半の破片で、北に隣接する東光寺古墳から流れ落ち

た遺物の可能性がある。

平坦面Ｅでは下層で須恵器出現以前の土師器甕が、その上層では奈良時代の可能性がある土師

器が出土したが、いずれも細片資料である。

３トレンチ表土出土遺物（第31図25・第32図Ｓ４）

25は須恵器杯Ｂあるいは椀の底部片で、やや高めの高台を貼り付けている。重機による表土掘

削中に出土した。Ｓ４は、市道に露出していた、16世
（注17）

紀と思われる一石五輪塔で、高さ40.8㎝を

測る。地輪部分には梵字のほか、「妙清」と刻まれている。

（２）東光寺古墳出土遺物

東光寺古墳では石室内から須恵器13点、土師器２点、鉄器１点が出土した。検出遺構で記述し

たように、玄室床面から出土した遺物は奥壁近くで見つかったＡ群と左片袖部分で集中して見つ

かったＢ群がある。

①Ａ群出土遺物（第33図26～33）

須恵器杯蓋（26・27）は口径13.5～14.0cmを測り、天井部外面は1/2程度の範囲にヘラケズリ調

整を施している。須恵器杯身（28・29）は口径11.3～11.8cm、器高4.0～4.2cmを測り、立ち上がり

高は1.5～1.7cmで直立あるいは斜め方向に立ち上がる。杯部外面の1/2程度の範囲にヘラケズリ

調整を施す。なお、28は奥壁ではなく玄室中央に１点のみ出土しているが、ここではＡ群として

扱った。須恵器短頸壺（32）は奥壁と右側壁の間に挟まった状態で出土したもので、器高5.0cmの

小型壺である。須恵器小型壺蓋（31）はＡ群の床面ではなく、床面から15cm上方の崩落土から出

土した資料であるが、32とセットをなす蓋である。須恵器広口壺（33）は扁球形の体部で上半部に

はていねいな沈線文と列点文を加飾している。土師器長頸壺（30）は扁球形の体部で口縁部は外反

気味に立ち上がる。

②Ｂ群出土遺物（第33図34～40）　

須恵器杯蓋（34）は口径13.0cmを測り、天井部外面の1/2程度の範囲にヘラケズリを施している。

口縁部内面には不明瞭な沈線が巡る。須恵器杯身（35・36・38）は口径11.5～12.0cm、器高4.2～

4.6cmを測り、杯部外面の1/2の範囲にヘラケズリ調整を施す。杯部の立ち上がり高は1.2～1.4cm

で38では内側に不明瞭な沈線が認められる。脚付き壺（39）は、肩部の張った体部から直立気味に

短く立ち上がる口頸部へ続くもので、体部下には脚部が付くが脚部の大半は欠損している。短頸

壺（40）は扁球形の体部で短く内傾気味に立ち上がる口頸部となる。口縁部内側には沈線状の段が
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一段設けられている。土師器長頸壺（37）は球形の体部で複合口縁形の口頸部へ続くものである。

石室内出土の壺には土が充填されており、慎重に水洗いしたものの土器内からは植物遺体を含

めて何も出土しなかった。

③鉄製品（第33図Ｔ１）　鉄製刀子（Ｔ１）は、石室床面で、土器Ｂ群を除去した段階で検出した。

刃部・茎部が欠損しており、残存長4.5㎝を測る。茎部には木質が残っている。

４ ．総 　 括

１）東光寺跡について

東光寺跡の調査では３か所のトレンチを設定して発掘調査を実施した。１・２トレンチでは顕

著な遺構・遺物は検出できなかったものの、堆積土の大半が細粒砂とシルト層であり、その間に

は植物遺体を含むオリーブ黒色のシルトの堆積層があり、現在水田として使用されているか所が

かつては湿地帯であることが明らかとなった。この湿地帯は東光寺跡が立地するか所で東・西の

丘陵が狭まる狭隘な箇所であり、近接して流れる伊佐津川の川岸に近い湿地帯であるとともに東

の丘陵側の湧水によって常時耐水した状況であることが明らかとなった。

３トレンチの丘陵部側では、調査前の踏査によって４か所の平坦面を確認しており、最高位の

標高30ｍ前後の測る平坦面Ａがもっとも広く、下位にある標高25ｍの平坦面Ｂへと続き、今回の

主な調査対象地である平坦面Ｃ・Ｄへと続く階段状地形を確認している。そのうち、平坦面Ｂは

古墳を壊して平坦面を形成しており、古墳解体時に混入した土器類から平坦面Ｂは15世紀後半段

階には平坦面を形成していることが明らかとなった。平坦面Ｃでは後世の削平、現代の田畑の開

第33図　東光寺古墳出土遺物実測図
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墾によって大きく削り取られており、建物跡は検出できなかったが、建物の地盤である厚い整地

層を確認するとともに、整地層の上層でわずかに石列（ＳＸ03）を検出した。この石列の覆土から

は16世紀後半段階の土器類が出土しており、仮にあったかもしれない建物と石列は16世紀後半段

階に壊されている可能性が高くなった。平坦面Ｃの北東端では平坦面Ｃの裾に掘られた溝ととも

にその上面に石材が多量に散在しており、平坦面Ｃに造られた石列が壊された可能性が考えられ、

ＳＸ03と同様、その石材に混じって16世紀後半の土器類とともに「天文三年」（1534年）と記され

た可能性が高い五輪塔の一部（地輪）も出土している。

整地層の下層では山からの流水・湧水を制御するための暗渠があり、建物造成のための地業が

ていねいに行われていることが明らかとなった。

平坦面Ｄの一部とその裾部では柱穴を20数か所確認し、柱穴の配列を検討したものの建物跡と

してまとまるか所は認められなかったが、裾部に建物跡が存在していた可能性が高くなった。な

お、各柱穴からはＳＰ14を除いて遺物は出土しなかったが、その土器細片の特徴から12世紀段階

の須恵器と考えられる。また柱穴群の上層にある包含層からは黒色土器・土師器皿・須恵器片が

出土している。いずれも12世紀段階の資料であり、平坦面Ｂの造成以前の時期を示すものである。

東光寺跡の発掘調査から明らかになった状況は、平坦面を数か所成形して建物が存在していた

可能性が高く、その成形時期は15世紀後半以降で、それ以前に丘陵裾部に12世紀段階の建物群が

存在していた可能性が考えられる。

地名の残る「東光寺」から寺跡と断定できる資料はないが、丘陵斜面を利用して遺跡が存在す

ることが明らかとなった。出土遺物から見たその時期はいずれも中世段階で、古代に遡る資料を

含んでいる。中世段階の丘陵を利用した遺跡には城館・寺院・山城・古墓などがある。そのうち、

山城は防御を目的とした遺構であり、土塁・堀切・切岸などがあるが今回の調査では確認できず、

また古墓を思わせる遺構も出土しなかった。出土遺物では擂鉢・輸入磁器などの土器類のほかに

五輪塔が３点出土している。また踏査では平坦面Ａでも五輪塔を確認している。この五輪塔は山

城・城館での出土例も多く、五輪塔をもって寺院跡とは考え難い資料でもある。

これらのことから地名として「東光寺」とあるものの寺院として断定できる資料はなく、今後、

周辺部の平坦面の状況を確認した上で遺跡の性格は明らかになるものと思われる。なお、調査地

に近接する七日市には大永５（1525）年創建と加佐郡誌に記されている「西光寺」が建立されてい

るが、西光寺の南延長部に今回の調査地がある。

２）東光寺古墳について

東光寺古墳（ＳＸ01）は東光寺跡に伴う平坦面Ｂの造成に伴って壊された推定直径13.5ｍの円墳

で、横穴式石室を埋葬施設としている。ただ、平坦面造成によって大きく壊されており墳丘規模

と高さ、石室の天井までの高さなど大半の内容は不明であり、石室の床面と基底部石材が残存し

ている程度であった。

東光寺古墳の石室は南開口で東側に張り出しをもつ左片袖の石室で玄室長2.5ｍ、幅1.3～1.4ｍ

と小規模なものである、古墳の基部は標高20ｍ前後の斜面地に立地していたようで、調査地内で
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は古墳１基であるが、その北12ｍの平坦面Ｃ東拡張区の東壁土層断面で古墳石室の石材と思われ

るか所があり、東光寺古墳のみの単独墳、あるいは２～数基程度の古墳が存在する程度であった

と思われる。

石室内床面の出土状況から土器はＡ群とＢ群に分けることができ、その土器の配置状況から左

片袖部分に片づけられた状態のＢ群が先行し、新たに追葬された段階にＡ群の土器を置いた可能

性が高い。

Ａ・Ｂ群の土器、特に杯身・杯蓋の特徴を見ると立ち上がり高さや傾斜角度、受け部の出、天

井部（あるいは底部）のケズリの及んでいる範囲などから大差はなく、一型式の範疇に納まる形態・

技法であり、陶邑編年のＴＫ10型式（６世紀前半）の特徴を備えている。ただ、Ｂ群の須恵器杯身

の口縁部内側にわずかににぶい沈線が巡る資料（35・38）があるが、杯蓋では口縁部から天井部に

かけて弧状に立ち上がるものと口縁部と天井の間に変化をつけているもの（34）がある。

３）舞鶴市（湾岸奥地区西舞鶴）の横穴式石室

舞鶴市には450基の古墳が確認されており、そのうち横穴式石室を埋葬施設としているものが

120基程度ある。

西舞鶴域は伊佐津川流域とその河口部である舞鶴湾の海浜部に古墳が分布しており、50基程度

の古墳が存在するともいわれている。この地域の古墳は古墳時代前期に直葬で組合式石棺を埋葬

施設とし、鉄剣・鉄鏃・銅鏃などが出土した切山古墳、後期に入って無袖式の石室を埋葬施設と

する白杉古墳、上殿古墳（今田）、天狗岩古墳（引土）などが知られているが切山古墳を除いて発掘

調査例はなかった。近年では海浜部の字喜多の喜多家奥古墳
（注18）

・字下安久で三角古墳
（注19）

の調査が行わ

れた。喜多家奥古墳は直径12ｍの円墳で、全長６ｍ前後の右片袖の横穴式石室で玄室長3.45ｍ、

幅1.7ｍを測り、東光寺古墳に後続するＴＫ43～ＴＫ217型式の須恵器とともに直刀・刀子・鉄鏃

のほか、鐙・鞍・飾金具・帯金具などの馬具、ガラス小玉・管玉・棗玉・切子玉などの多彩な副

葬品が出土している。

その中で今回新たに検出した東光寺古墳は石室の形態（左片袖）から無袖式石室に先行する古墳

であると考えられる。なお、若狭湾岸地域で発掘調査が実施された浦入西２号墳
（注20）

は須恵器の型式

からはほぼ同時期の遺物を出土しているものの竪穴系横口式石室とされており、東光寺古墳とは

系譜を異にする同時期の古墳か、あるいは東光寺古墳に先行する時期の古墳と思われる。

浦入西２号墳・喜多家奥古墳・三角古墳が若狭湾岸あるいは舞鶴湾に面した海浜部に立地する

のに対して、東光寺古墳は湾岸域から奥深く入り込んだ舞鶴市でも南側の境界域にある。地形で

も先述したように伊佐津川が山間部を抜け、平野部に入る狭隘な地形にあり、前者の古墳が外交・

塩・漁撈を中心とした集団の墓に対して東光寺古墳は若狭湾（あるいは舞鶴湾）から丹波国・畿内

への交通の要衝の地に築かれたものと考えられる。

（石井清司）
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注１　『舞鶴市遺跡地図』（『舞鶴市文化財調査報告』第15集　舞鶴市教育委員会）　1990
注２　小川高「近世の郷土第２章江戸時代の郷土第７節交通の発達（一）陸上交通」（舞鶴市市史編さん委員

会編『舞鶴市史通史編（上）』）　1993
　　　田辺藩主の参勤交代には七日市から真倉までに山崎渡り所があり、伊佐津川を渡ったことが知られ

ており、今回の調査地が参勤交代の街道としてしようされたかどうかは定かでない。また一里塚も
豊臣秀吉の一里制以後、近世交通制度の基礎として設置されたが、東光寺跡に近接してある一里塚
のいつの時代に建てられたものかは不明である。

注３　坂根清之「郷土の自然環境二地形、（三）地形区分と地形誌」（舞鶴市市史編さん委員会編『舞鶴市史
通史編（上）』）　1993

注４　注２に同じ
注５　吉岡博之・松本達也ほか『京都府舞鶴市浦入遺跡群発掘調査報告書遺構編』（『舞鶴市文化財調査報告』

第33集　舞鶴市教育委員会）　2001
　　　松本達也・吉岡博之ほか『京都府舞鶴市浦入遺跡群発掘調査報告書遺物編』（『舞鶴市文化財調査報告』

第35冊　舞鶴市教育委員会）　2002
　　　田代弘・筒井崇史ほか『浦入遺跡群』（『京都府遺跡調査報告書』第29冊　財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター）　2001
注６　肥後弘幸・三好博喜ほか『志高遺跡』（『京都府遺跡調査報告書』第12冊　財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター）　1989
注７　高野陽子・田代弘「弥生中期の交易拠点における遠隔地地域間交流の一例－舞鶴市志高遺跡にみる

キイロダカラを納めた「双耳壺」の評価－」（『京都府埋蔵文化財情報』第116号　公益財団法人京都
府埋蔵文化財調査研究センター）　2011

注８　吉岡博之『京都府舞鶴市行永遺跡発掘調査概報』（『舞鶴市文化財調査報告』第18集　舞鶴市教育委
員会）　1991

注９　梅原末治・赤松俊秀「最近発掘記事第六舞鶴市発見の銅鐸」（『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』
第二十冊　京都府）　1940

注10　舞鶴市市民文化環境部文化財保護課松本達也氏のご教示による。
注11　岡﨑研一「三角古墳群発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概要』第109冊　財団法人京都府埋蔵文化財

調査研究センター）　2003
注12　松本達也『倉谷遺跡第２次発掘調査調査報告書』（『舞鶴市文化財調査報告書』第23集　舞鶴市教育

委員会）　1994
注13　京都府教育庁指導部文化財保護課記念物（『京都府中世城館調査報告書』第１冊－丹後編－　京都府

教育委員会）　2012
注14　山本信夫「中世前期の貿易陶磁器」（中世土器研究会編『概説中世の土器・陶磁器』　真陽社）　1995
注15　横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁器について－型式分類と編年を中心として－」（『九

州歴史資料館研究論集』４　九州歴史資料館）　1978
注16　京都府丹後資料館森島康雄氏の御教示による
注17　横田明「一石五輪塔研究の到達点と課題」（『龍谷大学考古学論集Ⅰ』　龍谷大学考古学論集刊行会）

2005
注18　松本達也『京都府舞鶴市喜多家奥古墳発掘調査概要報告書』（『舞鶴市文化財調査報告』第25集　舞

鶴市教育委員会）　1995
注19　伊野近富「三角古墳群第２次発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概要』第115冊　財団法人京都府埋蔵

文化財調査研究センター）　2005
注20　増田孝彦「浦入遺跡群平成８年度発掘調査概要（２）浦入西古墳群」（『京都府遺跡調査概要』第80冊

　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　1998
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付表２　東光寺跡・東光寺古墳　土器観察表

〈凡例〉
・口径欄の記号　　（　　）；復元径
・器高欄の記号　　（　　）；残存高
・小数点第２位を四捨五入、第１位で表示
・－；該当部位なし

報
告
番
号

種類 器種 出土地点

法量（単位は cm）

残存率 胎土 色調 焼成 形態・技法上の特徴
口径 器高 底径

１ 瓦質土
器 鍋 ＳＸ 03 上層 28.0 （9.5） － 2/12 密 褐灰色

7.5Y6/1 良好
口縁部内面及び体部内面に横方向のハケ、
体部外面にユビオサエ圧痕が残る。体部
外面にスス付着。

２ 陶器 擂鉢 ＳＸ 03 上層 26.0 10.3 11.0 2/12 密

褐色
10YR4/4 に
ぶい橙色
7.5YR7/4

良好

越前・信楽焼の擂鉢で、高台をもたない
平底の底部。体部斜め上方へ直線的に立
ち上がり、口縁端部は水平気味に面を持
ちながらやや丸みをもっておさめる。口
縁部内面には不明瞭な沈線状の段がめぐ
る。

３ 陶器 甕 ＳＸ 03 上層 － （5.5） 17.0 4/12 密
灰色 N4/0
～灰白色
7.5Y7/1

良好 平底の底部から斜め上方へ直線的に延び
る体部。

４ 須恵器 横瓶 ＳＸ 02 精査中 － / － / 密 灰色 N6/1 堅緻

口縁部及び体部下半部を欠損。ロクロ成
形でひきあげ、頂部を粘土で充填してい
る。体部外面は８条 /1.9cm 程度の浅い条
痕のカキメを施す。その下にタタキ痕を
残す。

５ 青磁 椀 ＳＸ 04 － （2.1） 5.2 6/12 密

素地：灰白
色 10YR8/2、
釉調：明淡
灰緑色

良好

高台部内面は黒基調に塗付されている。
内底面には二重の圏線と中央に花模様を
描く。外面には鎬が認められる。中国青
花染付。

６ 瓦質土
器 短頸壺 ＳＸ 04 8.0 （4.8） － 2/12 やや粗 暗灰色 N3/0 軟

体部下半は欠損。卵形の体部で口頸部は
直立気味に立ち上がる。体部外面に横方
向のヘラケズリを施す。

７ 瓦質土
器 擂鉢 ＳＸ 04 － （4.6） 11.9 3/12 密

外面：灰白
色 N8/0、断
面：灰色
N5/0 

やや
軟

細片で底部の一部のみ。内面の条痕は８
条 /2.2cm で、破片のため条数は不明。

８ 瓦質土
器 擂鉢 ＳＸ 04 － （7.2） 36.8 1/12 やや密 暗灰色 3/0 軟

細片で口縁部の一部のみ。内面の条痕の
単位は不明。体部と口縁部の境に明瞭な
稜線がある。

９ 陶器 擂鉢 ＳＸ 04 上面崩
落土中 34.0 （10.6） － 4/12 やや粗

褐灰色
10YR5/1・
にぶい黄橙
色 10YR7/3

不良

底部は欠損しているが平底と思われる、
底部からやや曲折しながら斜め上方に立
ち上がり、口縁部は屈折して長く斜め方
向に延びる。口縁部内面には体部との境
に明瞭な段を有する。体部内面には５条
を単位とする条痕が均等に配されている。
体部内面下半部には擂り痕が明瞭に残る。
体部外面は横方向のハケの後、ていねい
にナデ消している。陶器と思われるが、
焼成が甘く瓦質土器のような仕上がりに
なっている。

10 土師器 皿
平坦面Ｂ 
石室西側斜面
包含層

9.2 ～
10.0 3.0 3.5 6/12 密 橙色

7.5YR7/6 良好
土師器皿と思われるが、円形ではなく楕
円形を呈している。内面に粗いハケが残
る。

11 白磁 皿
平坦面Ｂ 
石室西側斜面
包含層

（10.0） （2.0） － 2/12 密 灰白色
2.5Y8/2 良好 底部及び体部下半は欠損、体部上半から

口縁部へは内湾気味に立ち上がる。

12 青磁 皿
平坦面Ｂ 
石室西側斜面
包含層

12.0 4.0 5.4 4/12 密

胎土：明赤
褐色 5YR5/6
　釉調：明
オリーブ灰
色 2.5GY7/1

良好

高台高７mm の輪高台から内湾気味に立
ち上がる体部を呈し、口縁部は水平気味
に長く延び、口縁端部はわずかに垂下す
る。体部外面は蓮弁文様を施し、内面見
込み部には花弁を表現した文様があるが、
厚い釉薬によって不明瞭である。

13 土師器 杯 / 椀 平坦面Ｄ精査
中 － （2.0） 6.0 4/12 やや粗 橙色

7.5YR7/6
やや
軟 平底の底部片。摩滅により調整観察不可。

14 須恵器 杯 / 椀 平坦面Ｄ精査
中 － （1.85） 10.0 8/12 堅緻 灰色 N5/0 良好 底部と体部の屈曲部に接して低い高台を

貼り付けている。

15 黒色土
器 椀 平坦面Ｄ精査

中 － （1.8） 6.0 7/12 密

外面：にぶ
い黄橙色
10YR7/2、　
内面：黒色
N2/0 

良好 内面に密なミガキがある。底部外面は糸
切り痕が残る平底。内黒椀。
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報
告
番
号

種類 器種 出土地点

法量（単位は cm）

残存率 胎土 色調 焼成 形態・技法上の特徴
口径 器高 底径

16 土師器 鉢か
平坦面Ｂ
石室西側斜面
包含層

－ （3.9） 16.1 1/12 やや粗

外面：浅
黄橙色
7.5YR8/4、
内面：橙色
2.5Y7/6

軟 細片のため器形・時期とも不明。

17 瓦質土
器 擂鉢

平坦面Ｂ 
石室西側斜面
包含層

（15.0） 6.0 5.0 2/12 やや軟 黄灰色
2.5Y4/1 良好

平底気味の底部から内湾気味に深く立ち
上がる体部から口縁部へ続き、口縁端部
外面は内傾する面を持つ。口縁部内面は
内側につまみあげている。体部内面には
４条を単位とする条痕があり、擂鉢とし
ての用途が考えられる。

18 土師器 椀 ＳＸ 02 上層 （12.8） （3.6） / 1/12 粗 明赤橙色
2.5YR5/6 良好

平底気味の底部から内湾気味に深く立ち
上がる体部から口縁部へ続き、口縁端部
外面は尖り気味におさめる。体部外面に
粗い横方向のヘラケズリが残る。内・外
面とも一部ススが付着。

19 土師器 甕 ＳＸ 02 （14.0） （7.3） － 3/12 密 にぶい褐色
7.5YR5/4 良好

下半部は欠損。なで肩の体部から外湾す
る口頸部へ続き、口縁端部は丸みをもっ
ておさめる。体部外縁は縦方向のハケ、
内面下半部はケズリ、上半はナデ。

20 土師器 椀 ＳＸ 02 上層 （14.8) （5.1） － 3/12 やや粗

外面：橙色
5YR6/6、断
面：にぶ
い赤褐色
5YR4/4

良好

体部下半が欠損。上半部は深い椀状を呈
し、口縁部は直立気味に立ち上がる。体
部外面に斜め方向の粗いヘラケズリ調整
を残す。

21 須恵器 杯 / 椀 市道北拡張区 － （1.1） 10.0 3/12 堅緻 灰色 N5/5 良好 底部片で長方形の高台を貼り付けている。

22 須恵器 壺 市道北拡張区 － （5.8） － 2/12 密 灰色 N6/0 堅緻
口縁部及び体部下半部を欠損、外面に 12
条 /1.5cm 程度のカキメをていねいに施
す。

23 土師器 椀 市道北拡張区 － （1.4） （8.9） 1/12 やや粗 橙色
2.5YR6/6 軟 丸みをもつ体部片で、底部は断面三角形

の低い高台を貼り付けている。

24 土師器 椀 市道北拡張区 － （1.1） 7.6 4/12 やや粗 橙色
2.5YR6/6 軟 平底で、やや突出気味で円盤状の底部。

25 須恵器 椀 ３トレンチ南
端重機掘削中 － （1.9） （10.6） 2/12 堅緻

外面：灰
白色 N7/0
断面：に
ぶい褐色
7.5YR6/3

堅緻 やや高めで、踏ん張ったような高台を貼
り付ける。

26 須恵器 杯蓋 東光寺古墳石
室内 14.0 4.8 － 完形 密

外面：灰白
色 2.5Y8/1
内面：青灰
色 5B6/1

良好 稜は不明瞭。天井部外面の 1/3 程度まで
ケズリを施す。【Ａ群】

27 須恵器 杯蓋 東光寺古墳石
室内 13.5 4.2 － 完形 やや粗 灰白色 N6/1 良好

稜は不明瞭。口縁部内面に不明瞭な沈線
がめぐる、天井部外面の 1/3 程度までケ
ズリを施す。【Ａ群】

28 須恵器 杯身 東光寺古墳石
室内 11.8 4.2 / 完形 密 暗青灰色

5BP4/1 良好

立ち上がり高は 1.5cm で湾曲気味に立ち
上がる。受け部の出は 0.5cm でやや上方
にめぐる。底部外面の 1/3 程度までケズ
リを施す。焼け歪みが著しい。【Ａ群】

29 須恵器 杯身 東光寺古墳石
室内 11.3 4.0 / 完形 やや粗

外面 : 青灰色
5PB2/1、内
面：青黒色
5PB2/1

良好

立ち上がり高 1.7cm で内側に曲折気味に
立ち上がる。受け部の出は 0.5cm で斜め
上に湾曲気味に立ち上がる。底部外面の
1/2 程度までケズリを施す。【Ａ群】

30 土師器 長頸壺 東光寺古墳石
室内 8.5 9.2 / 完形 やや粗 明赤色

5YR5/8 良好

頸部は直立気味に立ち上がり、やや曲折
したのちに直立気味に立ち上がる。胴部
外面は縦あるいは斜め方向のハケ、口縁
部外面はヨコナデ、口縁部内面はハケ後
ヨコナデ。【Ａ群】

31 須恵器 小型壺
蓋

東光寺古墳石
室内 5.8 2.2 / 完形 密

外面：黄灰
色 2.5Y5/1
オリーブ黒
7.5Y3/1

良好
稜は不明瞭。口縁部内側に沈線がめぐる。
天井部外面にカキメ状の条線が残る。【Ａ
群】

32 須恵器 小型短
頸壺

東光寺古墳石
室内 4.0 5.0 3.0 完形 密

外面：灰
色 N6/0 内
面：黄灰色
2.5Y6/2

良好
扁球形の体部で、口縁部は内傾気味に短
く立ち上がる。体部外面上半部に横方向
のカキメをていねいに施す。【Ａ群】

33 須恵器 広口壺 東光寺古墳石
室内 9.5 16.3 / 完形 密 黄灰色

2.5Y6/1 良好

扁球形の体部で口頸部は斜め方向に延び
る頸部から口縁部は頸部から段をもって
強く外反する。胴部上半部に３条の沈線
とその間に斜め方向の列点をめぐらせる。
胴部下半部は横方向のケズリ。頸・口縁
部は直立気味に立ち上がる長い頸部から
外反する口縁部へ続き、内外面はていね
いなナデ。【Ａ群】
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報
告
番
号

種類 器種 出土地点

法量（単位は cm）

残存率 胎土 色調 焼成 形態・技法上の特徴
口径 器高 底径

34 須恵器 杯蓋 東光寺古墳石
室内 13.0 4.2 / 完形 やや粗 灰色 N6/1 良好

稜は不明瞭。口縁端部は尖り気味で内面
に不明瞭な沈線がめぐる。天井部の 1/2
の範囲にケズリを施す。【Ｂ群】

35 須恵器 杯身 東光寺古墳石
室内 12.0 4.2 / 完形 密 灰色 N6/1 良好

立ち上がり高 1.4cm で内側に斜め方向
で直線的に立ち上がる。受け部の出は８
mm、杯部下半部にケズリを施す。【Ｂ群】

36 須恵器 杯身 東光寺古墳石
室内 11.5 4.2 / 完形 密 灰色 N6/1 良好

立ち上がり高 1.2cm で内側に斜め方向に
やや湾曲して立ち上がる。受け部の出は
７mm、杯部外面の 1/2 の範囲にケズリ
を施す。【Ｂ群】

37 土師器 長頸壺 東光寺古墳石
室内 8.2 11.1 / 完形 やや粗 暗赤褐色

5YR5/8 良好

球形の体部で直立気味に立ち上がる頸部
からわずかに曲折して口縁部へ続き、口
縁部は直立気味に立ち上がる。体部外面
は斜め方向のハケが認められるものの不
明瞭。口縁部は内面に横方向のハケ後ヨ
コナデし、外面はヨコナデを施す。【Ｂ群】

38 須恵器 杯身 東光寺古墳石
室内 12.0 4.6 / 完形 密 黄灰色

2.5Y6/1 良好

立ち上がり高 1.3cm で内傾気味に直線的
に立ち上がる。受け部の出は６mm で断
面三角形を呈する。杯部外面の 1/2 の範
囲にケズリを施す。【Ａ群で立ち上がり部
の一部が出土するものの大半がＢ群】

39 須恵器 脚付き
壺

東光寺古墳石
室内 7.0 （9.5） /

脚部を
除いて
完存

密
外面；灰白
色 N7/0、内
面：5Y6/1

良好

胴部上部の肩の張りが強く、口縁端部は
外反気味に短く立ち上がる。胴部下端に
１cm 幅程度の範囲にケズリを施す。埋
葬時に脚部を欠いて使用した可能性が考
えられる【Ｂ群】

40 須恵器 短頸壺 東光寺古墳石
室内 8.7 13.2 / 完形 密 灰色 N6/0 良好

扁球形の体部で、頸・口縁部は内傾気味
で直線的に立ち上がる。口縁部内面には
段状の沈線が１条巡る。体部の上半部と
口縁部外面に横方向のていねいなカキメ
を施す。【Ｂ群】

付表３　東光寺跡　石造物（五輪塔）観察表

付表４　東光寺古墳　鉄器観察表

報告番号 種類 出土地点
法量（単位は cm）

石材 形態の特徴ほか
高さ 幅 厚さ

Ｓ１ 基礎（地輪）
か ＳＸ 04 （17.9） （14.6） 13.3 砂岩 方形と思われる、表・裏の二面の一部がわずかに残る。

表面には天鼓雷音如来を表す梵字を刻印している。

Ｓ２ 基礎（地輪） ＳＸ 04 （18.9） 21.6 21.6 砂岩

方形で上部には直径５㎝、深さ 1.8㎝の円形打ち欠けがあ
り、凹みから各辺にむかって砥石として再利用されたよ
うな擦り面がある。下部は高さ 3.5㎝程度までは、地面に
埋め込むために粗い成形痕のみで仕上げており、その上
位は平滑に仕上げている。表面には右より「□文ｶ三甲午、
憲叟、□範禅定門、□月三日」と刻印されている。

Ｓ３ 塔身（水輪） ＳＸ 04 18.8 （25.6） 26.9 砂岩 団形で上下は地輪・火輪を重ねるために平坦面を成形し
ている。表面にはバの梵字が刻印されている。

Ｓ４ 一石五輪塔 市道表土 40.8 12.2 10.6 砂岩か

宝珠・講花・笠・塔身・基礎を一石で刻んだもので、基
礎の下位には 4.5㎝程度の高さまでは粗い打ち欠きのみ
で、地面に掘り込まれていたものと思われる。基礎下位
以外は平滑で、上から各部位ごとに梵字が刻まれており、
基礎部分には梵字のほかに「妙清」とある。

報告番号 種類 出土地点
法量（単位は cm）

形態の特徴ほか
長さ 幅 厚さ

Ｔ１ 刀子 東光寺古墳
石室内

刃部：2.0
茎部：2.5

刃部：2.4
茎部：1.0

刃部：0.7
茎部：0.5 刃部と茎部の先端が欠損。茎部には木質が残る。
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３．平成28年度伏見城跡発掘調査報告

１ ．は じ め に

今回の発掘調査は、京都府保健環境研究所及び京都市衛生環境研究所新築（合築）工事に伴い、

京都府健康福祉部の依頼を受けて実施した。調査地は、京都市伏見区村上町に所在し、発掘調査

は現存する旧伏見診療所と京都府保健環境研究所間の空間地に２か所のトレンチを設定して実施

した。

京都府保健環境研究所敷地内では、京都府教育委員会が1977年の伏見診療所建設に伴って発掘

調査を実施しており、調査トレンチ南側から江戸時代後期の木製品を含む湿地状の堆積を検出し

ている。今回の発掘調査では、湿地状地形が調査対象地全域に及ぶのか、伏見城跡の遺構が残っ

ているのかどうかを明らかにする目的があった。

本報告書では国土座標の世界測地系を用い、標高は東京湾平均海水面を基準とした。

発掘調査に際しては地元周防町町内会、村上町町内会、西大手町町内会及び、京都市文化市民

局文化財保護課、公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所の方々のご協力を得た。また、整理報告

時の木簡解読及び関係資料収集に関して、岡山大学図書館、公益財団法人向日市埋蔵文化財セン

ター、岡山大学倉知克直氏、向日市文化資料館玉城玲子氏、京都大学防災研究所加納靖之氏のご

指導、ご協力を得た。併せて記してお礼申し上げたい。

なお、調査に係る経費は、全額京都府が負担した。

〔調査体制等〕

平成28年度調査

　現地調査責任者　　調査課長　　　　　　　　　　森　　正

　調 査 担 当 者　　調査課調査第２係長　　　　　中川和哉

　　　　　　　　　　　同　　　　主　査　　　　　岡崎研一

　　　　　　　　　　　同　調査第３係調査員　　　竹村亮仁

　調　査　場　所　　京都府京都市伏見区村上町395他

　調　査　期　間　　平成28年9月27日～12月15日

　調　査　面　積　　400㎡

平成29年度整理作業

　整理作業責任者　調査課長　　　　　　　　　　　小池　寛

　整理作業担当者　調査課課長補佐兼調査第２係長　中川和哉

　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　副主査　岡崎研一
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２ ．位 置 と 環 境（ 第 1 図 ）
京都市伏見区は京都盆地の東縁部にあり、大阪層群から構成される桃山丘陵を挟み東西に低地

部が広がる。調査地は桃山丘陵西側の氾濫平野に立地している。伏見区の南部には淀川水系の支

流である宇治川が流れ、伏見はかつて大阪から京都までの水上交通の起点地であった。

調査地周辺では、桃陵遺跡で縄文時代晩期の土器が出土しており、最も古い時期の遺跡である。

同じく桃陵遺跡では、弥生時代中期の方形周溝墓も検出されている。古墳時代の遺跡には須恵器

や形象埴輪などが出土した桃山古墳群、後期の竪穴建物が検出されている福島太夫遺跡がある。

奈良時代には板橋廃寺や御幸宮廃寺などが造営されたが、具体像は明らかになっていない。伏見

の地は平安時代には貴族が狩りを行ったり、別荘地として利用され、院政期には白河上皇により

鳥羽離宮が営まれた。

伏見において土地が大きく改変されたのは豊臣秀吉による伏見城築城である。伏見城跡は城下

町を含めた東西３km・南北２kmを測る、広範囲な遺跡である。伏見城と呼ばれる遺跡は、その

歴史などから豊臣秀吉の隠居屋敷である豊臣期指月屋敷（1592～1594）、豊臣秀頼誕生により本格

第１図　調査地位置図及び周辺主要遺跡分布図（国土地理院　1/25,000　京都東南部）
　　１．伏見城跡　　２．桃山古墳群　　３．板橋遺跡　　４．金森出雲遺跡　　５．御香宮廃寺
　　６．指月城跡　　７．桃陵遺跡　　　８．向島城跡　　９．太閤堤



平成 28 年度伏見城跡発掘調査報告

-59-

的な城郭に建て替えた豊臣期指月城（1594～1596）、慶長伏見大地震（1596）による建物倒壊に伴っ

て木幡山上に本丸を築いた豊臣期木幡山城（1596～1600）、関ヶ原の乱の前哨戦である伏見城の戦

いで焼失した城を再建した徳川期木幡山城（1600～1623）の四時期に分け
（注１）

ることができる。

伏見城跡の南を流れる宇治川は、豊臣期の指月城築造時に堤（国史跡太閤堤）などを築き、大阪

城までの水路として整備された。

伏見は1623年の伏見城廃城以後も、京都の商品流通を支える港湾都市として存続し、西国大名

たちの屋敷は残されて国元と京都・江戸との連絡の中継地として利用された。また、1620年には

廃城に先立ち江戸幕府によって伏見奉行所が設置された。

調査地は、伏見城跡の西端にあたり、西側には外堀が巡っている。伏見城に関しては多くの絵

第２図　第４期伏見城（徳川期木幡山城）城下町推定復原図
（日本史研究会『豊臣秀吉と京都－聚楽第・御土居と伏見城－』　図書出版文理閣　2001）



京都府遺跡調査報告集　第 175 冊

-60-

第３図　第１トレンチ南壁断面図
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図が現存しており、豊臣期の大名屋敷などが記載されているが、同時代資料は存在しない。役職

名が豊臣期には拝命していないものや、江戸時代の屋敷との混同が確認できる。江戸時代資料で

ある元禄２（1689）年刊行の『京羽二重織留』第六巻「城州伏見大概」によると、調査地のある村

上町東側には、松平伊予守（岡山池田藩）の屋敷があったと記載されている。

３ ．調 査 概 要

発掘調査は、対象地内に東西方向（第１トレンチ）と南北方向（第２トレンチ）に長いトレンチを

「L」字状になるように設定することから始めた。調査地は盛り土が厚く堆積し掘削土量が多い

ため、第１トレンチの発掘調査を先行して実施し、埋戻し後に第２トレンチの調査へ移行した。

トレンチは、幅10ｍ×長さ38ｍと細長かったため、長辺を５ｍごとに区画し、遺物取り上げ用の

グリットを設定した。第１トレンチは西から第２トレンチは南から北へ、続けてアルファベット

で表記した。

なお、伏見城にかかわる遺構は、第１トレンチ、第２トレンチともに検出できなかった。

１）第１トレンチ　

a．層序　

整地土、アスファルト、コンクリート、石炭ガラなど（１～12層）が、0.9～1.8ｍと厚く堆積し

ており、これらを重機によって掘削した。その下は、近・現代のゴミを含まない砂の堆積に変化

したことから、人力掘削によって精査を繰り返し掘り下げた。トレンチ西側のＡ・Ｂ区では標高

12.2～12.3mの24・25層中から丸太杭を22か所検出した。Ａ・Ｂ区全体に陶磁器片や瓦片の混じ

第４図　第１トレンチ平面図・杭列断面図
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る淡黄色粗砂層（26層）が厚いところで約40cmあり、Ｃ区へ行くに従い地層の上面が低くなり消

滅する。その下には、褐灰色細粒砂（28層）が水平にほぼ同じ高さでＤ区まで存在する。さらにそ

の下には灰白色細粒砂層（29層）が調査区全体で確認できる。26層東側の窪んだ部分に15～20層の

水平層が充填されており、15～18・20層はトレンチ端まで続く。これらの窪んだ部分に堆積した

層を除去すると21・22層からなる溝１を検出した。

標高約10.5mまで人力で調査したが、軟弱な地盤と湧水のため人力による掘削が危険と判断し、

Ｃ区を重機によって部分的に深く掘り下げて遺構の有無を確認した。標高約10.5ｍで粘土層にか

わるが、安定面を検出するには至らなかった。

ｂ．検出遺構

このトレンチ西部のＡ・Ｂ区から22本の杭からなる木製杭群と南北方向に掘られた溝１を検出

した。

木製杭群　杭は１本あるいは２本対で検出した。本体部分は未加工で、表皮だけがはがされて

いた。杭は、先端が尖るようにいくつかの面を持ち加工されていた。杭の大きさは比較的そろっ

ており直径約20cm、残存長60～100cmを測る。杭群の中には第５図で示したＡ-Ａ´、Ｂ-Ｂ´の

ように南北方向に並ぶものもある。杭群は、26層から発見されることから、26層堆積後の遺構と

考えられる。

杭列東側約３ｍから23層上面は落ち込み、標高約11.8ｍまで下がる。この内側にあたるＣ区以

東は、約60cmの厚さで水平堆積が認められ、粘土がブロック状に混じり、樹皮や枝状のものが

多量に混入するなど、人為的な整地どの可能性が指摘できる。地層断面を見ると、26層が西側で

高まった面を形成し、杭群が護岸しているとも考えられるが、26層東側の落ちが後世に削平され

た可能性もあり確定できない。後述するように幕末以後の地層である可能性が高い。

溝１　整地土と考えられる15～20層を外し、28層を切り込んだ状態で溝１を検出した。検出し

た標高は約11.8ｍで、幅3.6ｍ、深さ0.8ｍを測る。埋土は、にぶい黄橙色粗砂（21層）、黄灰色粗

砂（22層）である。

２）第２トレンチ　

ａ．層序

第１トレンチと同様、整地土、アスファルト、コンクリート、石炭ガラ（１～６層）などが約

1.8ｍと厚く堆積しており、これらを重機によって掘削した。その下は、近現代のゴミを含まな

い砂を主体とする堆積層に変化したことから、人力掘削に切り替え掘り下げた。

第１トレンチとは近接しているがその層相が異なっている部分がある。６層と第１トレンチの

15層は同じ標高で検出でき、上面が水平で明治期以降に盛り土として再利用された石炭ガラ層と

接することから盛り土開始時の地表の可能性がある。石炭ガラの最下面層の標高は両トレンチと

もに12.3～12.4ｍである。第１トレンチでは砕石が含まれている６層相当層は確認できない。

10・12・17層は、それぞれ第１トレンチの15・16・17層に対応するものと考えられる。23層は、

砂の粒度が異なるが層の厚さや標高から、第1トレンチ29層に対応するものと考えられる。23層
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第５図　第２トレンチ東壁断面図
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を切り込んで20～22層からなる溝２及び25層からなる溝３が確認できた。両方の溝ともに腐植質

の堆積が見られることから、滞水していたことがわかる。

標高約10.7ｍまで人力による調査を行ったが、これ以上の人力掘削は壁面崩落の危険があるた

め中止した。Ｋ・Ｌ区で重機を用い下層の確認を行った。標高10.8ｍで粘質土にかわり、以下

0.5mごとに砂層との互層になる。標高約9.0ｍまで掘り下げたが、安定面は検出できなかった。

出土遺物はなく湧水が激しくなり、調査を終えた。

ｂ．検出遺構

第１トレンチから続く整地層と考えられる地層やＫ・Ｌ区で東西方向の溝２条を検出した。湧

水が激しかったため平面では検出できなかったが、Ｋ・Ｌ区の東壁と西壁から落ち込みを検出し

たことから溝とした。北の溝を溝２とし、南の溝を溝３とした。

溝２　23層を掘り込んだ東西方向の溝である。素掘りの溝で幅6.2ｍ、深さ0.3ｍを測る。埋土は、

黒褐色腐植土（20層）、黒褐色粘質土（21層）、黒褐色中粒砂（22層）である。近世陶磁器、木製品な

どが出土している。

溝３　23層を掘り込んだ東西方向の溝である。素掘りの溝で幅2.2ｍ、深さ0.2ｍを測る。埋土は、

黒褐色腐植土（25層）である。近世陶磁器などが出土している。

土坑４　オリーブ黒色細粒砂（17層）を埋土とする不定形の土坑で、立ち上がりは断面でみられ

るほどはっきりしなかった。内部からは木質や江戸時代後半期の遺物が出土した。

４ ．出 土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、近世陶磁器・漆器・木簡・木製品など、主に近世の遺物が出土

した。土師器・近世陶磁器類の法量などの詳細は、出土遺物観察表を参照していただきたい。出

土した遺物は整理箱５箱である。また、検出層が砂層で、埋土も砂層であったため、腐植質を含

む溝以外の遺構の検出が困難であったことから、遺物混入の可能性は排除できない。

土師器・近世陶磁器類（１～３・５～17・19）、墨書木製品（46）、漆器椀（48）、青銅製品（11）は、

第６図　第２トレンチ平面図
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整地跡と考えられる第１トレンチ15～17層、第２トレンチ10・12・17層から出土した。土師器・

近世陶磁器類（４・10）は第１トレンチ26層出土の遺物である。土師器・近世陶磁器類（20～27）は

第２トレンチヨドミ出土遺物である。土師器・近世陶磁器類（28～31）、木簡（38～44）、漆器椀（37・

47・49・50）である。土師器（32～36）は第１トレンチ29層、第２トレンチ23層出土遺物である。

１は土師器の小形容器で、「つぼつぼ」と呼ばれるものである。外面に「の□」の墨書がある。

２～６は土師器皿である。５・６は内面に沈線が巡っており、17世紀頃のものとみられる。４は

第７図　出土遺物実測図（１）
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中世の土師器皿の可能性もある。７は京都信楽系の陶器燈明皿である。内面口縁部に陶土を菊花

形に型整形した灯芯受けを貼り付ける。８・９は土師器塩壺で、８は蓋、９は身である。身の外

面には「泉湊伊織」の印銘がある。18世紀中頃のものか。10は京都信楽系の陶器向付である。円

形に成形した器を四方から窪ませて角型に成形する。外面に若松文を描く。高台畳付以外は施釉

し、高台内に「瀬□□〔之助カ〕」の印銘がある。18世紀後半以降の製品とみられる。11は煙管

の吸い口で、真鍮製である。２面に草花文を彫刻する。12は萩焼系と考えられる陶器椀で、透明

釉上に白濁釉を施す。高台際を平坦に削る。18世紀末～19世紀にかけての製品と考えられる。13

は美濃瀬戸系の陶器椀で、外面下半に櫛状の工具で連続刺突文を施す。18世紀後半以降の製品と

みられる。14は肥前磁器（伊万里）染付椀で、外面に雪輪文を描く。腰の張った椀形で、高台は撥

状に開く。18世紀後半以降の製品とみられる。15は京焼系の陶器椀で、内面には鉄釉で草花文を

第８図　出土遺物実測図（２）
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描き、葉文を上絵付する。16は京都信楽系の陶器片口把手付鍋で、いわゆる「行平」である。18

世紀後半以降の製品とみられる。17は肥前磁器染付皿で、口縁部は輪花形で、端部に鉄釉（口紅）

を施す。折縁皿的な形状で、見込みには龍を描いているものとみられる。焼継の痕跡が残る。17

世紀末から18世紀前半頃にかけての製品とみられる。18は土師器焙烙で、18世紀頃のものとみら

れる。19は美濃瀬戸系の陶器鉢で、大形のものである。18世紀後半頃の製品とみられる。20は京

都信楽系の陶器燈明皿である。内面口縁部に陶土を菊花形に型整形した灯芯受けを貼り付ける。

21は肥前磁器染付椀蓋で、広東椀に伴うものとみられる。外面には捻文、内面中央には栄螺文を

描く。18世紀末～19世紀の製品とみられる。22は漆塗土師器椀である。外面には花文を彫り、内

外面ともに朱漆を施す。外面の彫文の地の部分や葉脈などの彫り込んだ部分には黒漆を塗布する。

23は中国清代の青花磁器椀で、小形のものである。外面に花唐草文を描き、高台内に角銘をもつ。

宇治市万福寺松陰堂庫裡解体修理に伴う発掘調査の出土遺物に類例がある。18世紀後半頃のもの

とみられる。24は肥前磁器染付皿で、内側面から見込みにかけて花唐草文を描く。見込みには手

描きの五弁花文を描く。高台は蛇ノ目凹形で、高台内中央に渦「福」銘がある。18世紀中～後半

頃の製品とみられる。25は肥前磁器染付徳利で、体部に若松文を描く。小形のもので、いわゆる「御

神酒徳利」である。18世紀末～19世紀の製品とみられる。26は肥前磁器染付皿で、口縁部は輪花

形である。内側面の文様は、中国製青花磁器の芙蓉手皿に倣っており、見込みには三日月文など

を描く。17世紀後半頃の製品とみられる。27は土師質の馬形で、伏見人形とみられる。28は土師

器皿である。29は京都信楽系と考えられる陶器蓋で、急須などの小形品に伴うものとみられる。

30は肥前磁器染付青磁鉢で、外面に青磁釉を施し、内面は染付で施文する。高台は蛇ノ目凹形で、

18世紀後半頃の製品とみられる。31は肥前磁器色絵皿で、輪花形の口縁部をもつ大皿である。見

込み中央に唐花文を染付し、その周囲に紫色顔料などで唐草状の樹文を上絵付する。内側面には

赤色顔料で細かい格子文を上絵付する。高台内中央に「大明成化年製」銘をもつ。銘の周辺に１＋

４個のハリ痕が残る。18世紀中～後半頃の製品とみられる。32は土師器の小形容器「つぼつぼ」

である。33～36は土師器皿である。36は内面に沈線が巡っており、17世紀以降のものとみられる。

木簡　38は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から出土した。木簡は幅3.1cm、長さ9.2cm、厚さ

0.6cmを測る。表面上段に「伏見　寺崎源右衛門様」、下段に「藤本久兵衛・天野屋長左衛門・榎

並助之丞」の名前が記載されていた。裏面には墨書はなかった。39は２トレンチ溝２の黒褐色粘

質土から出土した。木簡は、幅3.8cm、残存長12.8cm、厚さ0.3cmを測る。表面には「寺崎源」

と記載されていることから、38と同じ名前が記されたと考えられる。裏面に墨書は認められなか

った。40は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から出土した。木簡は幅4.0cm、長さ17.5cm、厚さ

0.05cmを測る。墨痕が認められるが判読できなかった。41は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から

出土した。木簡は、幅3.6cm、長さ14.8cm、厚さ0.7cm測る。墨痕の残りが悪いが、向かって左

側の面には「大坂中□□□〔伊豫ヵ〕守様□□屋家内」改行「□□□〔九ヵ〕左衛門様　□〔中

ヵ〕□□左衛門」、向かって右面には「寺崎□□□□□」とあり差出人の名は判別できなかった。

42は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から出土した。木簡は、幅4.2cm、長さ25.5cm、厚さ0.5cm
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第９図　出土木製品赤外線写真と釈文（１）
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を測る。表面に墨書「寺崎□□〔多兵ヵ〕衞様　八田庄兵衛」と認められた。43は２トレンチ溝

２の黒褐色中粒砂から出土した。木簡は、幅2.4cm、長さ9.7cm、厚さ0.3cmを測る。表面に墨書

が認められたが、判読できなかった。44は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から出土した。木簡は

幅2.5cm、長さ11.3cm、厚さ0.3cmを測る。表面に墨書が認められたが、判読できなかった。45

は溝２から出土した木簡で、幅3.4cm、長さ16.2cm、厚さ0.2cmを測る。表裏面に「百四十壱　

兩別　羽原文内」と書かれていた。46は１トレンチの17層から出土した枡の側板で、「伏見」と

左から右に書かれていた。側板は幅7.5cm、長さ18.0cm、厚さ0.9cmを測り厚さ0.9ｃｍで、升を

復原すると、1.215ℓで１升の約２／３にあたる。

第10図　出土木製品赤外線写真と釈文（２）
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第11図　出土木製品赤外線写真と釈文（３）
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漆器　漆器椀５点が出土した。37はトレンチ溝２の黒褐色腐植土から出土した。体部外面は黒

漆の塗られた後、沢瀉紋が３か所に描かれる。口径12.0cm、器高8.0cm、高台径6.4cm、高台高

1.6cmを測る。内面は黒漆塗った後に朱漆黒漆を施している。発掘調査地に隣接して新宮藩水野

家の屋敷があったことが絵図に描かれており、沢潟紋は水野家の家紋でもあり、新宮藩水野家関

連する遺物と考えられる。47は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から出土した器高の低い椀である。

口径11.6ｍ、器高3.2cm、高台径4.8cm、高台高0.4cmを測る。内外面に、黒漆を施す。48は１ト

レンチ17層から出土した。口縁部が欠損しており、高台径6.0cm、高台高1.5cmを測る。内外面

黒漆を施す。49は２トレンチ溝２の黒褐色粘質土から出土した高台の低い椀である。底部のみの

で、外面は黒漆を、内面は朱漆を施す。50は２トレンチ溝２から出土した丸みを帯びた椀である。

底部外面をわずかに削り出す。外面に黒漆が塗られ、内面は黒漆の後朱漆を塗り重ねる。

木製品　51は土坑４出土の櫛である。長さ13.6cm、厚さ0.8cm、中央部での幅4.8cmを測る。

歯の数は、一部欠損しているものの37本である。52は土坑４出土の不明木製品である。脚部と思

われるがどのように使用されたかは不明である。加工した部材を で直交するように差し込み、

第12図　出土木製品実測図
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木製の目釘で止めている。加工した部材は、幅2.4cm、長さ8.8cm、厚さ0.8cmを測る。53～55は、

下駄である。53は溝２出土の下駄で、台部は長さ24.0cm、幅8.0cm、厚さ1.0cmを測る。歯は２

枚で、台形を呈する。接地面の長さ推定12.4cm、厚さ2.2cm、高さ5.6cmを測る。54は溝２出土

の下駄で、台部は長さ21.6cm、幅6.8cm、厚さ1.0cmを測る。歯は、２枚で台形を呈する。接地

面の長さ推定10.8cm、厚さ3.0cm、高さ5.2cmを測る。後歯は、台部に木製の目釘２本で止めて

いる。修理した痕跡と考える。55は逆「Ｕ」字形の歯を持つ下駄である。台部は残存長16.0cm、

幅6.4cm、厚さ1.0cmを測る。歯は、長さ5.6cm、幅8.0cm、高さ2.4cmを測る。「Ｕ」字形に接地

するように削り出す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡﨑研一・中川和哉）

報告
番号 器種 器形 トレンチ

法量（cm）
残存率 胎土 露胎部色調 生産地

口径 器高 底径
1 土師器 つぼつぼ ２トレンチ 3.0 2.1 2.4 5/12 密 灰白色 10YR8/2 ―
2 土師器 皿 １トレンチ 5.5 1.2 ― 完形 密 灰白色 2.5Y8/2 ―
3 土師器 皿 １トレンチ 8.6 1.6 ― 11/12 密 浅黄橙色 10YR8/3 ―
4 土師器 皿 １トレンチ 10.1 1.3 ― 9/12 やや密 灰白色 2.5Y8/2 ―
5 土師器 皿 １トレンチ 10.6 2.1 ― 4/12 密 にぶい橙色 7.5YR7/4 ―
6 土師器 皿 ２トレンチ 10.2 1.9 ― 11/12 やや密 にぶい黄橙色 10YR7/2 ―
7 陶器 皿 ２トレンチ 6.9 1.5 ― 完形 密 にぶい褐色 7.5YR5/4 京都信楽系
8 土師器 蓋 ２トレンチ 7.1 1.6 ― 完形 密 にぶい橙色 7.5YR7/4 ―
9 土師器 塩壺 ２トレンチ 5.5 7.5 5.2 完形 密 明赤褐色 5YR5/6 ―
10 陶器 向付 １トレンチ 9.8 7.1 3.8 3/12 密 灰白色 7.5Y7/1 京都信楽系
11 青銅製品 煙管 ２トレンチ 長 4.0 径 1.1 ― ― ― 真鍮製 ―
12 陶器 椀 ２トレンチ 11.2 5.8 4.2 6/12 密 黄灰色 2.5Y6/1 萩焼系
13 陶器 椀 １トレンチ 11.4 6.7 4.9 7/12 密 灰黄褐色 10YR6/2 美濃瀬戸系
14 磁器 椀 １トレンチ 11.0 6.2 4.4 6/12 精良 灰白色 N8/0 肥前系
15 陶器 椀 １トレンチ 13.2 4.6 4.8 6/12 密 灰白色 10YR7/1 京焼系
16 陶器 鍋 ２トレンチ 15.6 ― ― 9/12 密 黒色 N1.5/0 京都信楽系
17 磁器 皿 ２トレンチ 29.0 4.9 17.3 2/12 精良 灰白色 10Y8/0 肥前系
18 土師器 焙烙 １トレンチ 32.5 8.6 ― 9/12 密 赤褐色 5YR4/6 ―
19 陶器 鉢 ２トレンチ ― ― 16.5 3/12 密 灰白色 2.5Y8/2 美濃瀬戸系
20 陶器 皿 ２トレンチ 10.4 1.9 ― 完形 密 灰黄色 2.5Y7/2 京都信楽系
21 磁器 椀蓋 ２トレンチ 9.6 3.2 ― 7/12 精良 明緑灰色 7.5GY8/1 肥前系
22 漆塗土師器 椀 ２トレンチ ― ― 3.0 6/12 密 にぶい黄橙色 10YR7/3 ―
23 磁器 椀 ２トレンチ 6.6 3.5 2.8 8/12 精良 明緑灰色 7.5GY8/1 輸入陶磁器
24 磁器 皿 ２トレンチ 13.4 3.8 7.5 完形 精良 白色 N9/0 肥前系
25 磁器 徳利 ２トレンチ ― ― 3.8 10/12 精良 灰白色 N ７/0 肥前系
26 磁器 皿 ２トレンチ 10.4 2.5 5.6 6/12 精良 灰白色 10Y8/1 肥前系
27 土師器 土馬 ２トレンチ ― ― ― 10/12 密 明褐灰色 7.5YR7/2 伏見焼系
28 土師器 皿 ２トレンチ 8.2 1.4 ― 7/12 密 にぶい褐色 7.5YR5/3 ―
29 陶器 蓋 ２トレンチ 5.6 1.1 ― 11/12 密 灰褐色 5YR5/2 京都信楽系
30 磁器 鉢 ２トレンチ 14.8 6.8 8.6 4/12 精良 白色 N9/0 肥前系
31 磁器 皿 ２トレンチ 20.8 3.0 15.1 5/12 精良 灰白色 N8/0 肥前系
32 土師器 つぼつぼ １トレンチ 2.7 2.5 1.5 11/12 密 浅黄橙色 10YR8/3 ―
33 土師器 皿 ２トレンチ 8.5 1.8 ― 11/12 粗 浅黄橙色 7.5YR8/3 ―
34 土師器 皿 ２トレンチ 9.6 1.7 ― 8/12 やや密 灰白色 10YR8/2 ―
35 土師器 皿 １トレンチ 8.7 1.9 ― 11/12 やや粗 にぶい黄橙色 10YR7/3 ―
36 土師器 皿 １トレンチ 11.6 2.4 ― 11/12 やや粗 浅黄色 2.5Y7/3 ―

付表１　出土遺物観察表
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５ ．考 　 察

１）出土木簡について

溝２から出土した木簡は８点（38～45）である。木簡のほとんどが荷札と考えられ、６点（39～

44）が木簡頭部付近の両側に縄かけ用の切り込みが確認できる。残り２点は長方形の平面形を持

つ木簡である。また両側の切り込みの間や頭部中央にひも穴または釘穴と考えられる穿孔のある

ものが６点（38～43）ある。44は切り込みや穿孔がないため荷物などに固定することができないた

め荷札木簡以外の用途があるものと考えられる。

38は木簡の右上に場所、上部中央に大きく宛先が描かれており、その下に送り主が連名で記載

されている。宛先は伏見の寺崎源右衛門である。寺崎源右衛門は岡山藩士で、伏見在番として宝

暦９（1759）年から寛政５（1793）年まで伏見に滞在し、その後70石の禄高の加増を得て京都留守居

として転出する。送り主は藤本久兵衛、天野屋長左衛門、榎並助之丞である。『文化増補　京羽

二重』によれば藤本久兵衛、天野屋長左衛門はいずれも京都の衣棚丸太町上ルに在住した出入り

商人である。天野屋長左衛門は岡山大学が所蔵する池田家文庫資料番号C8-117の『摂政様御二方

様御姫様宛贈物目録』の注記に「贈物調達者天野屋長左衛門より三谷小左衛門宛」と書かれてお

り贈答品の調達を担った商人であることがわかる。榎並助之丞は池田家文庫資料番号D3-3062-

（１）･（２）・（３）の『由緒覚』や『家名相続のため御銀拝借ニ付口上書』を書き記しているとと

もに、『文化増補　京羽二重』に京都の中立売室町西へ入に居住する鳥取藩の出入り商人として

記載されている。

39は向かって左側の面には寺崎源とあり上記の岡山藩伏見在番の寺崎源右衛門と考えられる。

40は墨痕が薄いため字の詳細がわからないが字形から寺崎の可能性がある。

また、41の向かって右側の面も寺崎□□□□□とある。左側の面には場所として大坂の地名が

あるその下は大名の名前があると考えられ伊

豫守の可能性があるが、寺崎姓のものが伏見

在番になった時期に岡山藩主で伊豫守になっ

た藩主には池田宗政がいる。また、この木簡

が伏見出土であることから、他所から持って

こられたことを考えると、大阪に送られた木

簡が再利用されて伏見に戻ってきたと考えら

れる。

42は場所の部分は判別できないが宛先は寺

崎□□衛様とあり送り主は八田庄兵衞であ

る。八田庄兵衛は1692～1755年の生涯を過ご

した岡山藩士である。伏見在番になった寺崎

姓の人物は２名おり、八田庄兵衛と生きてい

た時期が重なるのは寺崎多兵衛であることか

第13図　役職在籍年及び氏名
藩主については、藩主在職期間を示す
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ら、寺崎の伏見在番の間元文4（1739）年～宝暦元（1751）年に使用された木簡と考えられる。ちな

みにこの期間の八田庄兵衛は大目付、先手物頭を歴任しており、寺崎多兵衛より禄高が高い。45

は表裏に同じ文字が書かれており、上段に百四十壱と兩別が２行書きされている。その下には羽

原文内と書かれている。羽原文内は享保3（1718）～享保16（1731）年に伏見在番についている。こ

の木簡だけが形状が異なっているため性格が不明であるが、人名が送り主であるならば伏見に木

簡が残されていることは矛盾するが、羽原は宝永７（1710）～享保３（1718）年に大坂定目付につい

ている。大坂定目付、伏見在番、京都留守居は常に情報を交換しながら助け合い職務を行ってい

たことから、大坂定目付からの木簡である可能性も指摘できる。

これらの木簡は、文献に見られる岡山藩の伏見における活動を具体的に示す貴重な資料と考え

られる。

２）発掘調査地点の土地利用変遷

発掘調査地点は、京都市伏見区村上町に所在するが、村上町は調査地西側の南北道路で東側と

第14図　調査地周辺地図及び絵図
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西側に区分される。元禄２（1689）年に出された『京羽二重織留』巻六において「松平　伊豫守殿

　屋敷　村上町がわ　留守居　梶田喜八郎」と記述されている。松平伊豫守は松平姓をもらった

岡山藩池田家であり、調査対象地内にその屋敷があったことがわかる。村上町西側角には松平安

藝守（広島藩浅野家）の屋敷、阿波橋村上町西側には松平相模守（鳥取藩池田家）の屋敷があり、調

査対象地の北側には水野土佐守（新宮藩水野家）の屋敷があったこともわかる。池田家伏見屋敷跡

と推定できる調査地点の変遷について古絵図や文献を頼りに考えてみたい。　

調査地のある伏見に関する江戸時代の絵図は多数あるが
（注２）

、秀吉時代の伏見城やその中の大名屋

敷について書かれたものと、江戸時代の様子を描いた絵図に大別できる。

前者については、同時代に描かれたものはなく、図幅ごとに大名の名前が異なっていたり、江

戸時代の大名や秀吉が伏見城を築いた時期に亡くなっている人物が描かれているなど問題点が多

く存在している。

本稿では図幅の検討をするのが本題ではないため、調査地周辺に限って図幅の検討を行いたい。

調査地周辺を描いた地図には第14図に示したように南北に長いヨドミが表現されるもの（Ａタイ

プ：２）、東西方向に長い池状の表現があるもの（Ｂタイプ：３）、ヨドミや池状の表現がないも

第15図　岡山藩伏見屋敷推定復原図（1/1,000）
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の（Ｃタイプ：４）の３系統の図が存在する。

Ａタイプには伏見古城并古町図（神戸市立博物館蔵南コレクション：寛文元（1661）年写）、伏見

古城御城絵図（中井忠重蔵：宝永7（1735）～享保20（1735）年）、伏見御城槨并屋敷取之絵図（旧伏見

桃山城蔵：1788年写）、伏見古御城（鍋島報效会蔵：文政６（1823）年）、伏見桃山之古図（高山市東

等寺冬任文庫蔵：安政５（1858）年写）、伏見桃山御殿御城之画図（神戸市立博物館蔵南コレクショ

ン：年代不明）がある。いずれも湿地を方形に描いたもので、大手筋を挟み北側には江戸時代の

紀州藩伏見屋敷敷地全体に広がる大きな湿地が描かれている。

Ｂタイプには往古御在城之屋敷并旧地之分（御香宮蔵：文化５（1808）年写）、伏見の図（京都大学

付属図書館蔵：年代不明）、往古御在城（御香宮蔵：年代不明）がある。これらの図は南北方向に長

い池状のものが書かれたもので、図示した伏見の図が最も詳細に池が描かれている。また、江戸時

代以前と以後を記号で分けるという特徴があり、Ａタイプでみられる混同が調査地周辺ではない。

Ｃタイプには山城国紀伊郡伏見国切絵図（岡山大学付属図書館蔵：年代不明）がある。この絵図

は岡山藩が持っていたもので、村上町の西側、東側の区画に紙が貼られ、新たに書き入れられて

いる。屋敷地の形状は図で示した伏見御城槨并屋敷取之絵図と同じであるが淖が描かれている部

分に畑と書かれており淖がなくなっていることがわかる。

Ａタイプは主に伏見城があった時代の大名屋敷を示したものであり、江戸時代に地図として利

用したものではない。Ｂタイプは江戸時代の制作時においては土地案内としての機能も有してい

る。Ｃタイプは江戸時代の地図として製作されたものである。

絵図に描かれている湿地状の表現が虚構でないのであれば、ＡとＢには年代差があると考えら

れる。現存する絵図ではＡタイプのほうが制作年代が古いが、通りに面した町屋が敷地を取り囲

んでいる景観や、岡山藩伏見屋敷と同じ土地区画が描かれていることなどから、伏見城廃城前の

地形を反映しているか不明である。Ｂタイプは池が船入りか屋敷地を分ける堀状に描かれている。

村上町は伏見城外堀に面しており、宇治川、淀川に通じ瀬戸内海に至ることができる浜地と呼ば

れる水運の便が良い場所である。

岡山藩伏見屋敷の在番が初めて任命されたのが宝暦元（1673）年で、梶田喜八郎が任命されてい

る。この記録は『京羽二重織留』とも一致し、これ以後に伏見屋敷が作られたと考えられる。岡

山藩主池田家は豊臣期及び徳川期の伏見城下に屋敷があったが、当時の池田家の当主は池田輝政・

利隆で52万石の大大名であったことから、伏見屋敷より大きな敷地を持っていたと考えられ、絵

図でみられるような町家に取り囲まれることもなかったものと想定でき、池のようなものが存在

する余白地は存在しない。こうしたことからこの場所には、伏見における岡山藩の施設が藩主が

在中する屋敷の役割を変えて、新たな場所に規模を縮小して作られたものと考えられる。

発掘調査の所見では、Ｂタイプにみられる堀状の池は検出することはできなかった。岡山藩に

残された元禄13（1700）年の袋に入った「伏見屋鋪絵図」には伏見屋敷敷地及び建物の寸法が書か

れている。第14図はその敷地を寸法に合わせて復原したものを調査地周辺地図に重ね合わせたも

のであるが、池のようなものが介在する余白地は存在しない。
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Ａタイプにみられる方形の湿地状地形は、調査区外に当たる可能性もあるが確認できなかった。

また、今回検出できた最下層の遺物が17世紀前半の遺物を含んでいることから、江戸時代以後に

は、Ｂタイプにみられる状況は確認できない。地図に虚構がないのであれば、Ａタイプは江戸時

代の地形を記載した地図に伏見城のあった時期の大名屋敷などを記載したもの、Ｂタイプは17世

紀前半以前の地形を反映した絵図として解釈することもできる。

伏見屋敷は文久３（1863）年まで在番が置かれており幕末まで存続した。幕末から明治にかけて

の状況は明らかではないが、明治22年の地図では水田に代わっている。地図を詳細にみると、水

田に北側から小道が入っておりその両側にケバ線が描かれていることから、路面より1段低くな

っていたことが読み取れる。また、伏見屋敷の地割もなく水田と化している。

伏見屋敷は図面によると石垣で囲まれており、その石垣の上端部とすそ部の張り出しが約１ｍ

前後であった。石垣が約60度の角度を持っているならば1.7ｍ、70°で2.7ｍの高さを持つことにな

る。屋敷は通りに向かって入口を持っていたので、前記の比高差が絵図に書かれている畑と路面

にあったものと考えられる。

発掘調査では石垣やその石材などは検出できなかったことから、幕末から明治期に完全に取り

壊し、路面より低い地盤まで土地を改変したものと考えられる。発掘調査の知見から１トレンチ

西側でみられる、高まり部分を幕末以前の地層、その東側にある整地状の地層は幕末以後に伏見

屋敷を壊して造成した農耕地に関連する地層と位置付けられる。また、溝は石垣の石が抜かれた

屋敷地周辺の溝が取り残されたものと想定できる。　　　　　　　　　　　　　　　（中川和哉）

６ ．ま と め

今回の発掘調査の目的の１つである豊臣秀吉や徳川家康の伏見城に関する遺構は検出すること

ができなかった。また、1977年の発掘調査で確認した沼状地形の広がりも確認することができな

かった。

発掘調査地内の明確な遺構は、第１トレンチ溝１と第２トレンチ溝２などわずかであるが、溝

２からは岡山藩に関連する氏名が書かれた木簡が出土している。考察でも述べたように、発掘調

査地には岡山藩の伏見屋敷があったことが文献でわかっている。岡山藩の池田家文書の中には、

元禄13（1700）年の年号が入った袋に入った屋敷の見取り図があり、伏見屋敷の規模を正確に知る

ことができる。江戸時代の絵図の情報や現在の地図の情報をもとに屋敷地の外形を重ねると、調

査トレンチは岡山藩伏見屋敷の位置にあり、溝１・２は屋敷周囲の溝である可能性が指摘できる。

今回の発掘調査の所見は、これまで多く存在している伏見城関連の絵図に用いられた２系統の地

図の前後関係を考える上の貴重な資料を提供した。

発掘調査で得た知見から、岡山藩伏見屋敷の遺構は、1863年以降、明治22年までの間に削平さ

れ後に整地され、農地に変わる。この変革の時期は明らかではないが、1986年の鳥羽伏見の戦い

の際、屋敷近くまで火災が広がっていたことが「城州伏見其外所々出火之図」（東京大学大学院

　情報学環・学際情報学府図書室蔵）でうかがうことができ、その際の類焼が契機になった可能
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性が指摘できるが、出土遺物の中には火災を証明する焼けた土器・瓦、炭、焼土などは確認でき

なかった。

西国大名は参勤交代の際、朝廷のある京都を経由することを許されていなかったことから、江

戸時代に伏見に設けられた屋敷は、参勤交代の経由地として西国諸藩にとって需要な拠点として

の役割があった。一方、京都藩邸は贈答用の高級品の購入や、所司代や公家・朝廷との折衝、豪

商からの借入などが仕事であった
（注３）

。

今回の調査で出土した木簡では京都藩邸ではなく、京都の商人が直接伏見藩邸に品物を収めて

いる実態が明らかになった。当時の伏見が港町で荷物運搬の起点としてふさわしい場所であった

ことがわかる。

調査においては、遺構の残りが非常に悪かったが、江戸時代の西国大名の活動形態を示す貴重

な資料と関連絵図を検証することのできる土地利用の変遷を明らかにすることができた。

（中川和哉・岡﨑研一）

注１　日本史研究会『豊臣秀吉と京都―聚楽第・御土居と伏見城―』　図書出版文理閣　2001

注２　堀内明博ほか『伏見の古絵図』伏見城研究会　2011、平方幸雄「伏見城跡」（『昭和61年度　京都市

埋蔵文化財調査概要』　財団法人京都市埋蔵文化財研究所）　1989

注３　浅井良亮「京都留守居研究覚書―藩邸・御用・縁家―」（『佛教大学大学院紀要　文学研究科篇』第44号）

2016

＜参考文献＞

倉地克直「『奉公書』の世界―八田庄兵衛の場合―」（『岡山大学付属図書館報楷』№８）　1989

新修京都叢書刊行会編「京羽二重」（『新修京都叢書』第２　株式会社臨川書店）　1969

伏見町役場（復刻）「京都府伏見町誌」（『京都府郷土誌叢刊第二冊』　株式会社臨川書店）　1984

岡山大学附属図書館 『平成27年度企画展 池田家文庫絵図展 京都と岡山藩』　2015
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　４．平成28・29年度北大塚古墳・大塚遺跡
　　　発掘調査報告

１ ．は じ め に

北大塚古墳・大塚遺跡は、井手町の東側丘陵頂部に位置している。両遺跡の範囲に、京都府教

育委員会が新設特別支援学校（井手地区）建設計画地造成工事を計画したことから、平成28・29年

度の２か年にかけて調査を実施した。

北大塚古墳はこれまでに発掘調査が実施されたことがなく、今回の発掘調査が初めての調査と

なる。調査の結果、横穴式石室墳４基を確認した。また大塚遺跡は遺物散布地として遺跡地図に

登録されており、井手町教育委員会が平成27年度に実施した調査では、遺物の出土は見たものの、

遺構は検出されていない。出土遺物は近代以降のものが大半で、古墳等に関連するものは出土し

ていない。今回の調査においても、大塚遺跡範囲内に10か所のトレンチを設けて調査を実施した

が、一部包含層を確認しただけで、遺構は確認できず、出土遺物についても近世以降のものが中

心であった。

平成28年度の調査は、古墳や遺構・遺物の有無を確認することを目的とし、開発対象地の範囲

で17か所の小規模調査を実施した。大塚遺跡では顕著な遺構・遺物は確認できなかったが、北大

塚古墳で３基の古墳を確認した。

平成29年度には、平成28年度に確認した北大塚古墳で３基の調査を実施するとともに、周辺地

にトレンチを設けて古墳の有無を確認したところ、新たに１基の横穴式石室を検出し、４基以上

の古墳で構成する群集墳であることが判明した。

現地調査にあたっては京都府教育委員会、井手町教育員会をはじめ、各関係機関のご指導・ご

協力をいただいた。また、地元自治会や近隣住民の方々には発掘調査へのご理解とご協力をいた

だいた。記して感謝いたします。なお、調査にかかる経費は、全額、京都府教育委員会が負担した。

平成28年度現地調査体制

現地調査責任者 調査課長 森　正

現地調査担当者 調査課 課長補佐兼調査第３係長　岩松　保

 同  調査員  竹村　亮仁

調　査　場　所 京都府綴喜郡井手町井手大塚他

調　査　期　間 平成28年７月21日～10月28日

　　　　　　　　　　平成29年１月５日 ～１月31日

調　査　面　積 1,357㎡
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平成29年度現地調査体制

現地調査責任者 調査課長 小池　寛

現地調査担当者 調査課　参事調査第３係長事務取扱　岩松　保

 同  副主査  増田　孝彦

   調査員  竹村　亮仁

   調査員  武本　典子

調　査　場　所 京都府綴喜郡井手町井手大塚他

調　査　期　間 平成29年４月５日～５月30日

調　査　面　積 1,848㎡

２ ．地 理 と 環 境

１）地理的環境

井手町は京都府の南部に位置しており、周囲は城陽市、京田辺市、木津川市、宇治田原町、和

束町、精華町と接している。井手町の町域の標高は海抜21～474mを測り、河岸段丘、扇状地、

沖積地などから構成されている。井手町の西側には木津川が北流しており、木津川によって形成

された沖積地となっている。木津川東側は南北に連なる山塊があり、基盤岩盤は山城花崗岩であ

る。山並みからは木津川の支流である玉川、南谷川、青谷川、渋谷川が東から西に向かって流れ

込んでおり、扇状地が広範囲に形成されている。

今回の調査地は標高81～87m付近に位置している。調査地は木津川の東側の河岸段丘の段丘面

上に位置し、北大塚古墳は段丘面上の微高地の上に位置している。周辺には、高位段丘堆積物で

ある礫層（砂及びシルト挟む）が分布している。この堆積は更新世時の木津川本流によって形成さ

れた段丘面と考えられる。丘陵の南側には中位段丘堆積物が分布しており、これらも木津川本流

によって形成された段丘面と考えられる。地質図を見ると、玉川によって運ばれた堆積物も分布

しており、これによって木津川の流れが現在の位置に移動したものと考えられる。また、玉川や

才田川などによって堆積物が流出したか所では基盤面の露出や接触変成岩が分布している
（注１）

。

２）歴史的環境

井手町の発掘調査例は少なく、縄文時代、弥生時代については不明な点が多い。

縄文時代の遺跡としては、梅原末治により、北大塚古墳が位置する丘陵の北東斜面で石槍・石

匙が採取されたことが紹介されている
（注2）

。また奈良大学考古学研究会の踏査時でも石器片が採取さ

れている
（注３）

。また散布地として登録される鳥休遺跡周辺から縄文土器（船元Ⅱ式）や石鏃が採集され

ている。船元Ⅱ式は縄文時代中期でも早い段階と比定されている。

弥生時代の遺物として鳥休遺跡から畿内第Ⅲ様式、第Ⅴ様式の甕形土器や壺形土器などが、南

開遺跡からは畿内第Ⅴ様式の壺形土器の底部が採取されている
（注４）

。

古墳時代前・中期では、井手町周辺には椿井大塚山古墳や飯岡古墳群、久津川車塚古墳群など
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第１図　周辺遺跡分布図（1/25,000）

１. 北大塚古墳

２. 大塚遺跡

３. 甚五郎谷遺跡

４. 多賀遺跡

５. 清水奥古墳群

　（西鳥山古墳群）

６. 天王山古墳

７. 山神古墳

８. 上堂東古墳

９. 高神社古墳群

10. 天王山古墳群

11. 判ノ地遺跡

12. 綾ノ木遺跡

13. 上堂古墳群

14. 奥才田古墳

15. 平山古墳

16. 尾ノ山古墳

17. 尾ノ山遺跡

18. 上井手遺跡

19. 玉津岡神社裏古墳群

20. 山縁古墳群

21. 水無遺跡

22. 西高月遺跡

23. 井手寺跡

24. 高月古墳群

25. 栢ノ木遺跡

26. 石橋瓦窯跡群

27. 井手城跡

28. 弥勒古墳群

29. 北開遺跡

30. 南開北遺跡

31. 野神遺跡

32. 宮ノ本遺跡

33. 塚本遺跡

34. 岡田遺跡

35. 南開遺跡

36. 岡田池瓦窯跡

37. 植田遺跡

38. 上赤田遺跡

39. 南大塚古墳

40. 鳥休遺跡

41. 柏谷遺跡

42. 東神屋遺跡

43. 大切遺跡

44. 橋折遺跡

45. 大将軍遺跡

46. 南垣内遺跡

47. 草路城跡（草内城跡）

48. 宮ノ後遺跡

49. 飯岡遺跡

50. 飯岡車塚古墳

51. 弥陀山古墳（石塚）

52. ゴロゴロ山古墳

（茶臼塚・釈迦山）

53. 薬師山古墳（高塚）

54. 飯岡東原古墳

55. 十塚古墳（トヅカ）

56. 金泥山古墳

57. 飯岡 1 号横穴（塚穴）

58. 飯岡 2 号横穴（塚穴）

59. 古屋敷遺跡

60. 田中東遺跡

61. 東角田遺跡

62. 二又遺跡

63. 三山木遺跡

64. 直田遺跡

65. 遠藤遺跡

66. 宮ノ下遺跡

67. 山崎遺跡

68. 山崎 2 号墳（八王子塚）

69. 山崎 1 号墳

70. 山崎 3 号墳（権現塚）

71. 芝山遺跡

72. 三山木廃寺

73. 佐牙垣内遺跡
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が築造されている。しかし、井手町内には前期から中期の古墳は確認されていない。『井手町史』

によれば、調査地と同じ丘陵に位置する大塚古墳（北大塚古墳と表記されることもある）で人物埴

輪、靱形埴輪などの埴輪片が拾われており、古墳時代中期から後期の古墳であるとされている。

なお採取された埴輪片は梅原末治によって報告され
（注５）

、現在、東京国立博物館に人物埴輪を除き所

蔵されている。古墳時代後期の古墳として平山古墳がある。平山古墳は北大塚古墳が位置する丘

陵の先端に位置し、木津川を望む立地である。すでに消失してしまっているが、奥壁付近で４段

の積み石が残存しており、玄室内からは土師質の亀甲形陶棺が出土している。陶棺は歌姫タイプ

と呼ばれる、府内でも最古相に位置付けされる陶棺である。また副葬品として納められた須恵器

はTK10並行期に属するものが主体である
（注６）

。このほか、高月古墳群、山縁古墳群などが同じ丘陵

に分布しており、小規模な群集墳が点在している。

奈良時代には、橘氏の氏寺と考えられている井手寺が建立される。これまでの調査から石敷き

や礎石、溝などを検出し、寺域が約240ｍ四方であることが推定されている。大正年間に梅原に

よって調査が行われ、平城京、恭仁京と同一型式の瓦が出土している
（注７）

。石橋瓦窯跡は、大安寺に

瓦を供給していた瓦窯であり、これまでの調査で３基以上の窯の存在が確認されている
（注８）

。『大安

寺伽藍縁起并流記資材帳』に記載のある棚倉瓦屋に位置づけられている。

中世には、栢ノ木遺跡で掘立柱建物跡を検出している。12～14世紀ごろの遺物が多く出土して

いる。下層の遺物として石橋瓦窯跡から出土する瓦と類似した平瓦が出土している。

３ ．調 査 の 経 緯

平成28年度の調査では、新設特別支援学校建設計画地内に含まれる北大塚古墳、大塚遺跡の２

遺跡の調査を実施した。北大塚古墳では、明治・大正年間に報告が行われている。調査対象範囲

は約10,000㎡であるが、京都府教育委員会と協議の上、900㎡の小規模調査を行い、その後、必

要か所を拡張し、面的調査を実施することとなった。北大塚古墳は、遺跡地図では単独墳として

示されており、面的に把握されていないが、概ね対象地のほぼ中央の東西方向に農道が通ってお

り、この農道より南側が大塚遺跡の範囲となるので、農道の北側を便宜上、北大塚古墳に関する

調査区とした。

１）過去の記録

明治・大正年間に濱田耕作、梅原末治によって北大塚古墳について報告されている。1901年の『東

京人類学雑誌』に濱田が、北大塚古墳から採集された埴輪片について報告するとともに、その位

置について掲載している
（注９）

。報告には「北大塚古墳は井手村の東方丘陵の上にありて、現今高さ凡

そ三間周圍二三十間ばかりを残存するのみにして、墳上には埴輪圓筒の破片散在せり、（中略）此

の古墳は現存部より東方に延長せる車塚形式の墳墓の後圓部にあらざる乎を疑ひぬ」としている。

このように、北大塚古墳は高さ約5.5ｍ、周囲36～54ｍを測る墳丘が残存し、墳丘には埴輪片が散

在しており、地形の観察より東に前方部がつく、前方後円墳であった可能性が指摘されている。

次いで大正年間には梅原末治は、『京都府史跡名勝調査會報告』において、北大塚古墳につい
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て詳細な報告している
（注10）

。「遺跡ハ臺地ノ西北端ニ近キ隆起セル丘ノ上ニアリ、西方、木津川ヲ距テゝ

飯ノ岡ト相對シマコトニ好位置ヲ占ム丘ハ東西ニ長キ瓢形ヲナセルヲ以テ遠望セバ車塚ノ如キ外

形ヲ呈スルモ、實地ニ就イテ驗スルニ、丘上ニハ數個ノ隆起アリ、中央部ハ東西ニ十數間ヲ距テ、

相對セル二個ノ圓丘ヲ主トシ」と報告し、濱田の報告のように一見すると東西に長い前方後円墳

と認められるが、細かく見ると複数か所の隆起が分布しているのが認められ、前方後円墳と考え

られる古墳は20～30ｍを隔てて２つの円墳が相対しているとしている。これらの円墳については、

「中央ニアル兩丘ノ西側ノモノハ、數年前其ノ表面ニ露出セシ石材ヲ採掘セムトシテ偶然石室ヲ

發見シ、其ノ横穴式ナルヲ確メタリト云ヒ、（中略）其ノ東方ノ封土ハ削平セラレタル頂部ト思ハ

ルゝ邊ニ大石ノ露出アリテ、同種ノ石室ノ存在ヲ示ス」と、破壊された横穴式石室墳であると推

定している。さらに、「兩者ノ中間ノ北ニ偏在セル大石ノ露出部マタヤゝ高ク、コゝニ稲荷ヲ祀

レル址アリ」　と報告しており、両者の中間の北には石材が露出する隆起があり、ここには稲荷

が祀られているが、これも古墳と考えられるとしている。これ以外にも、「東丘ノ東南ニ續ケル

第２図　北大塚古墳・大塚遺跡調査トレンチ配置図（1/800）
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丘ノ一部ニハ埴輪圓筒ノ散在セル墳丘存セリ」、「此ノ丘ノ南麓ニ接セル傾斜地ニテ同ジ南面ノ横

穴式石室ヲ發見セシガ破壞シ終レリト云フ」と、丘陵の頂部以外にも、少なくとも２基程度の横

穴式石室墳が認められると報告されている。

２）今回の調査

調査地は竹藪に覆われており、竹伐採を７月21日から開始し、随時トレンチを設定し、調査を

行った。梅原の大正12年の報告によると、北大塚古墳が所在する丘陵上に古墳とおぼしき複数の

隆起が認められ、周辺には破壊された石室墳が複数基分布していたようである。その後、筍栽培

のため土入れが盛んに行われており、梅原が報告した地形が遺存しているのかどうかも窺い知れ

なかった。また、京都府遺跡地図に記載されている北大塚古墳の地点は、小さな祠が祀られて平

坦面となっていた。地元教育委員会の担当者によるとこの地点に古墳が所在しているかどうかは

不確かであるとのことであり、しかも丘陵上には複数の高まりが認められたことから、まず、現

状で認められる東西の高まりに１・２トレンチを設定し、西側の丘陵頂部から南に下る斜面に３・

４トレンチを設けて、古墳の検出に努めた。２トレンチでは、古墳の墓壙の掘形を検出したため、

８月24日より２トレンチを拡張し、墓壙検出作業及び墳丘の確認作業を開始した。併せて、遺跡

地図に記載されている地点に設けられていた祠の移設をまって、この地点に15トレンチを設定し、

９月26日から調査を開始した。

一方、大塚遺跡の範囲全域には、５～14トレンチを設定し遺構の検出に努めたが、顕著な遺構・

遺物が認められなかった。10月28日に大塚古墳の調査を終了するとともに、北大塚古墳の調査を

一時中断し、関係機関とその後の調査について協議を行った。

平成29年１月５日から北大塚古墳の調査を再開した。梅原の報告によると、北大塚古墳の南側

と南東側に古墳が分布している可能性が指摘されていることから、新たに、２トレンチの南側に

16トレンチを、南東部分の高まりに17トレンチを設けて、古墳の有無を確認することとした。16

トレンチでは、石室の石材が散乱している状況を確認し、新たに古墳１基の存在を認めた。17ト

レンチの重機掘削を実施したところ、約1.7ｍの高まりは、すべて現代の筍栽培に伴う盛り土で

あることが判明した。最終的には旧表土下より石室の残欠を検出した。

平成29年度の調査では４月５日から開始した。２・16・17トレンチで確認した３基の古墳の調

査範囲を拡張し、新たに17トレンチで小石室の残欠を確認した。併せて周囲の未調査部分に古墳

が埋没していないかを確認するために、18～22トレンチを設定し調査を実施した。５月20日に現

地説明会を行い、111名の方に参加いただいた。現地説明会後、図面作成や石室石材の除去を行い、

付表１　北大塚古墳群　番号対照表

トレンチ番号 遺構名 古墳番号 備     考

２トレンチ SX01 １号墳  平成28年度調査で確認

16トレンチ SX01 ２号墳  平成28年度調査で確認

17トレンチ SX01 ３号墳  平成28年度調査で確認

17トレンチ SX02 ４号墳  平成29年度調査で確認

５月30日に調査を終了した。古墳番号に

ついては井手町教育委員会と協議の上、

検出した順番に古墳番号を付与すること

とした（付表１）。
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４ ．平 成 2 8 年 度 の 調 査

１）調査の概要

平成28年度の調査では、北大塚古墳、大塚遺跡の調査を実施した。北大塚古墳は、遺跡地図に

は単独墳として記載されており、今回調査の15トレンチの地点に示されているが、その位置が不

確かであることや複数の古墳の存在が指摘されていること、丘陵尾根部や斜面地に小規模な調査

区を設けて、古墳の有無を確認することとした。北大塚古墳の調査区の現状は筍栽培のための竹

藪で、各所に地形の起伏が認められた。これらが古墳であるのか、竹藪の土入れに伴う盛り土で

あるのか、現地形の観察では不明であった。そのため、古墳状の盛り上がりが認められる地点を

中心に調査トレンチを設定した。

当初１～４トレンチを設定し調査を行ったところ、２トレンチで古墳の残欠を認めたため、２

トレンチの周囲を拡張するとともに、新たに15～17トレンチを設定し、新たな古墳の有無を調査

した。北大塚古墳の範囲では合計７か所のトレンチを設けた。

大塚遺跡では、５～14トレンチの10か所の小規模な調査区を工事対象地全域に配置し、遺構・

遺物の有無を確認した。

２）北大塚古墳の調査

１トレンチ　対象地内の北東部に設けた調査区で「ト」の字形を呈する。調査着手時に、15ｍ×

６ｍの範囲にわたって高さ約１ｍのマウンド状の盛り上りが認められたため、墳丘の有無を確認

する目的で南北方向に調査区を設定した。調査の結果、現地表面から2.1ｍ下で地山の砂層（８層）

を確認した。現地表から旧表土付近までの約1.6ｍは、筍の栽培のための土入れのための盛り土

であり、現地形で認められたマウンドは墳丘ではないことが判明した。しかし、地山上には第４

層の中粒砂質土の堆積が認められ、墳丘盛り土の残決の可能性が認められたため、中央部を東側

に拡張した。拡張区の第４層中に土師器片が集中して出土したため、南側に拡張し、平面的に遺

構の有無を調査した。これらの土師器片は破片となって散乱していたが、完形に近い土器が土圧

によって破砕した状況ではなかった。平面的に遺構の検出に努めたが、明確な掘形や土質の変化

は認められず、遺構は確認できなかった。遺物が出土した範囲には落ち込みが認められたが、明

確な掘り込みは認められなかった。このことと１トレンチの中のこの地点のみで遺物が出土した

ことから、竹藪の盛り土に伴い、他所から運び込まれたものと推測される。土器の器形は、長胴

甕（第13図－１）と円筒形土製品（第13図－２）である。

２トレンチ　１トレンチの東に設けた調査区である。現地形は、１トレンチ同様に最大で２ｍ

の隆起が認められ、西半が大きく削られ、比高１ｍ程度の南北の崖面となっていた。当初、崖面

を断ち割る形で東西の調査区を設定して調査を行ったところ、崖面下の地山上で方形に巡るこぶ

し大の円礫を含む土色の変化を2.8ｍ×6.8ｍの範囲で確認し、土坑ＳＸ01とした。当初、旧表土

直下から掘り込まれていたため、現代の攪乱とも認識していたが、深さ0.6ｍを掘削したところ

で0.4ｍ×0.2ｍの石を検出し、破壊された横穴式石室の可能性が想定された。そのため、現地形

の崖面下に沿って南北方向の調査区を拡張したところ、南北に長い6.4ｍ×3.2ｍの土坑を検出し
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第３図　１トレンチ実測図（1/200、1/100）

た。土坑内には人頭大の石材、須恵器片を含んでおり、底面近くで石材の抜き取り痕跡や耳環が

出土したことから、石室の残欠であることが判明した。古墳の存在が確認されたことから、東西

方向の調査トレンチを延長するとともに、周囲に南北方向の調査区設定し、埋没している古墳の

有無を確認した。
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第４図　２トレンチ実測図（1/300、1/100）
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第５図　２トレンチ土層図（1/100）

これらの調査区では遺構の検出は認められず、基本的に地山面まで竹の耕作土が何層にもわた

って堆積していることから、竹藪の土入れに伴い、墳丘や旧表土は大きく削平を受けているもの

と推察される。唯一、東西方向に設定した調査区（北壁２b－b'）当初に観察できたマウンド状の

崖面の土層の観察では、地表下1.5ｍで黄褐色系の堆積層（第21～28層）が分布しており、墳丘の

盛り土と判断した。詳細については、５節の平成29年度調査で報告を行う。

３トレンチ　２トレンチの南の丘陵斜面に設けた18.2ｍ×1.4ｍの調査区である。２トレンチの

西側同様、２層の筍の栽培による耕作土下には、にぶい褐色粗粒砂（３層）、黄褐色粗粒砂（４層）、

褐色中粒砂（５層）、黄褐色粘質土（６層）、７層の地山が堆積している。４・５層の堆積は部分的
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第６図　３・４・15トレンチ土層図（1/100）

にしか堆積しておらず、東壁中央部で２・４層の直下で地山が分布している部分が本来の堆積層

序を示すものと判断される。子細に見ると、５層や４層の下面で平坦な面が認められることから、

緩傾斜面を平坦に造成したものと判断される。２トレンチなどでは耕作に伴う溝群を検出してお

り、この想定を裏付けるものである。遺物の出土は無く、顕著な遺構の検出も認められなかった。

４トレンチ　大塚遺跡との境付近に設けた4.8ｍ×3.0ｍの調査区である。調査の結果、耕作土

の下に２層の褐色粘質土、３層の黄褐色粘質土などの堆積が認められるだけで、遺構・遺物は確

認できなかった。当初は、顕著な遺構・遺物の出土が無く、周辺には遺構・遺物が無いものと想

定したが、平成29年度の２号墳の調査により、最終的に16トレンチの範囲に含まれた。４トレン

チは２号墳の東側裾部にあたり、結果的に３・４層は墳丘の盛り土であったことが判明した。

15トレンチ　調査着手時点では祠が祀られており、遺跡地図に古墳の位置として示されてい

る地点である。２トレンチで古墳の存在が確認されたため、祠の移設を待って設けた調査区であ

る。過去の報告では、稲荷の下に古墳があると指摘されているが、この祠がその稲荷であるとは

確認できていない。現状の地形は、周囲と同じくフラットな状況であり、北側・西側は約１ｍの

崖面となっている。祠跡を中心に、西側の崖面下までの掘削を行った。調査区は9.6ｍ×9.2ｍで
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ある。調査の結果、現地表面直下で地山を検出し、一部地山を深く掘り込んだ不整形の土坑を確

認した。この土坑は堆積状況から現代以降に掘り込まれた攪乱であると考えられる。遺物は出土

していない。

16トレンチ  ２トレンチの南に設けた調査区である。当初は東に位置する４トレンチと別の調

査区であったが、16トレンチで石室の残欠を確認したことから、周囲を拡げて調査を行った。調

査の結果、４・16トレンチは重複する調査区となった。

梅原の報告では、北大塚古墳の南側斜面に古墳が存在したとあることから、２トレンチで確認

した古墳が北大塚古墳であるとの確証は得られなかったが、南側に古墳が存在することが疑われ

たために設定した調査区である。現地形としては、若干の地表面の盛り上がりが認められた。重

機により、表土掘削を行うと、現地表面から約0.1ｍの深さで、長辺１ｍの石材１石が露出した。

周辺の精査を行うと、石材が複数認められたことから石室石材であることが判明した。古墳の規

模を確認するために、４トレンチと重複する形ではあるが、調査区の再設定を行い、古墳の全貌

の確認に努めた。その結果、露出した石材の北側4.7ｍで周溝と考えられるＳＤ05を確認した。

また、石室上面では多量の割石や土師器が出土したことから、12世紀頃の遺構が重複しているこ

とが判明した（ＳＸ01）。精査を繰り返したところ、ＳＸ01に切り勝つ形で土坑や溝を検出した（Ｓ

第７図　16トレンチ実測図（1/200）
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Ｘ02・03・07～09、ＳＤ06）。これらの土坑は石室の石材を抜き取った坑と判断され、現代のも

のと判断された。詳細については５節の平成29年度調査で報告する。

17トレンチ　梅原の報告では、北大塚古墳の南東尾根筋上にも古墳があると記されているこ

とから、２トレンチの南東側に設定したトレンチである。現地形では南北22.2ｍ、東西18.2ｍ、

高さ1.7mの方墳状のマウンドが認められた。南側では標高83ｍ、北側では標高81ｍを測る。調

査着手時には竹林の造成土と判断したが、２トレンチで横穴式石室墳を確認したことから、古墳

の盛り土の可能性があると判断された。

第８図　17トレンチ実測図（1/250、1/100）
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第10図　５・６トレンチ土層図（1/100；土層位置は第９図参照）

調査の結果、基本的に上位1.7ｍは盛り土であり、細かな水平の堆積層が認められたことから、

筍栽培に伴う盛り土と判断された。盛り土下には旧表土（第３層）があり、東・西側の田畑とほぼ

同じ標高である。以上のことから、現地形の隆起は古墳に伴うものでないと結論した。旧表土下

には第６・７層が堆積しており、７層上面で、須恵器片と人頭大の石材が出土した。石材は動か

されていたが、周辺を拡げたところ原位置を保つと思われる石材２石が認められた。石室内に相

当する部分の掘削を行ったところ、耳環が出土したことから横穴式石室の残欠であることが確定

的となった。詳細については、５節の平成29年度調査で報告する。

３）大塚遺跡の調査

５トレンチ　北から南に向けて下るように、段々に畑が造成されており、これらの畑を横断し

てＬ字状に設定した調査区である。南北方向には、北端で元地表面から0.65ｍ下で、南端では現

地表面から1.7ｍの深さで地山を確認した。地山は北から南に向けて下る傾斜面となっており、

地山上に厚く盛り土を行い、畑を造成していることが判明した。一方、東側の７・８トレンチは、

５トレンチの南辺部より1.5ｍ程度高い位置で地山を確認していることから、７・８トレンチは

丘陵の張り出し上に位置し、５トレンチは谷地形を埋めているものと推定された。土層観察から

土の入れ替えによる土坑状の掘り込み（５層）が地山まで及んでいることが判明した。遺構・遺物

は確認できなかった。

６トレンチ　５トレンチの西側に設けた3.0ｍ×3.1ｍの調査区である。現地表面から1.3ｍまで

掘削したところ地山を確認した。１～４層はすべて畑を造成するための土と判断され、土の入れ

替えにより包含層や遺構は削平されているこを推定した。遺構・遺物は確認できなかった。
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７トレンチ　５トレンチの東側に設けた15.0ｍ×3.0ｍの調査区である。現地表面から0.2ｍ下

で地山を確認した。遺構・遺物は確認できなかった。地山直上の１・３・５層は新旧の耕作土と

判断され、地山直上まで畑の土の入れ替えで削平されているものと判断される。

８トレンチ　７トレンチの南に設けた調査区で、15.0ｍ×3.0ｍの調査区である。堆積状況は７

トレンチと同様である。地山面は東から西に向かって傾斜している。調査区の西側では現代の野

壺を検出している。遺構・遺物は確認できなかった。

９トレンチ　７トレンチの北東に設けた調査区である。大塚遺跡の範囲ではもっとも高所に位

置している。当初、15.0ｍ×3.0ｍのトレンチを設定して調査を行った。土層の堆積状況は、竹藪・

畑耕作土の表土（１層）下に床土（２層）があり、７層の褐色中粒砂質土が0.2～0.35cm厚で堆積し

ている。この下の10層以下は、固く締まった土質の状況と遺物を含まないことから地山と判断し

た。７層はやや締まりがないが、遺物の出土がないことから地山である可能性がある。トレンチ

の南東隅では、須恵器高杯（第13図－３）が６層中から出土した。土層観察の結果、７層を切り込

んで３・６層、４層などの落ち込みを確認した。土質は均質な砂礫で７層との違いはわずかであ

る。特に６層は遺物を含むことから遺構である可能性が認められたため、調査区の南東を4.4ｍ×

3.0ｍ拡張して平面的な精査を行ったが、明確な掘形は認められなかった。埋土の状態や形状が

不整形であることから風倒木の痕跡と判断した。

10トレンチ　９トレンチの南に設けた調査区である。15.0ｍ×3.0ｍのトレンチである。土層

の堆積状況は、竹藪・畑耕作土の表土（１層）下に床土（２層）があり、３層の黄褐色粗粒砂質土、

４層の褐色中粒砂質土が堆積している。４層からは磨耗した土師質の土器が出土した。時期は不

明である。４層を除去した地山（５層；明褐色粘質土）上では、東西方向の溝状の土色の違いを東

西方向に確認した。深さは最大で0.2mであり、底面が凸凹で、掘形のラインも不明瞭であるこ

とから、人為的なものではなく、窪地状の自然地形に堆積した土に遺物が混じり込んだものと考

えられる。

11トレンチ　10トレンチの南に設けた15.0ｍ×3.0ｍの調査区である。耕作土（１層）の下に床

土と判断する２層が薄く堆積しており、その下で地山である３層の黄褐色細粒砂質土を検出した。

地山を断ち割ると粘質土の４・５層が堆積しており、５層中には人頭大の円礫を含んでいた。北

側の10トレンチで確認した遺物包含層は確認できなかったが、床土直下で地山を検出したことか

ら、現代の田畑を造る際に削平されたものと判断される。

12トレンチ　９トレンチの東側に設けた15.0ｍ×3.0ｍの調査区である。耕作土（１層）、床土（２

層）の下に地山を検出した。遺構・遺物は確認できなかった。地山（黄褐色粘質土）が床土直下に

広がっていることから、田畑を成形する際に土壌は大きく削られたものと判断される。

13トレンチ　12トレンチの南側に設けた15.0ｍ×3.0ｍの調査区である。耕作土（１層）は竹の

腐植を含むもので、その堆積の下に、床土と判断される５～15cmの厚さの２・３層が堆積して

いた。４層は部分的な堆積であるが、床土の一種と判断される。５層の褐色中粒粘質土は地山で

ある６層の上で検出したもので、東端と西半部で堆積しているのを確認した。５層が確認できな
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い部分は田畑の造成のために削り取られたものと判断され、若干の高まり（尾根筋）が南北に分布

していたものと復原される。また11トレンチ同様に地山面下には人頭大の円礫を含む粘質土が堆

積していた。遺物は４層の耕作土から石鏃（第13図－４）が出土している。

14トレンチ　対象地の南西側に設けた4.0ｍ×3.1ｍのトレンチで、もっとも低い地点に位置す

る。耕作土（１層）の下に客土（２・３層）が認められ、４層も客土の一種と判断される。その下で

地山である６層の橙色極細粒砂質土を検出した。幅１ｍ、深さ60cm程度、長さ2.7ｍ以上の土坑

状の土色の違いを確認した（５層）。これらは重複して形成されているようである。確証はないが、

畑作の栽培品種に応じた土壌の入れ替えのための坑と判断される。５トレンチでも同様の土坑を

確認している。

出土遺物　

２・16・17トレンチから出土した遺物はすべて平成29年度報告に詳細を記す。これら以外に、

平成28年度調査において出土した遺物で、図化可能なものは４点である。

１は土師質の長胴甕である。頸部から胴部にかけてが残存している。頸部の推定直径は

19.2cm、胴部の推定直径は22cmを測る。内外面にはハケ目調整が認められる。２は煙突形土製

品と考えられる。３は須恵器高杯である。口縁部は外上方へ開く。杯胴部から底部には２条の沈

線がめぐる。脚部にはハケによる調整が全体に認められる。２方２段透かしが認められる。上段

は長方形透かし、下方は台形に近い長方形透かしである。脚部内面には回転痕、絞りの痕跡が認

められる。ＴＫ43型式並行期である。４は無茎の石鏃である。基部にしっかりとした抉りが認め

られる。

第12図　13・14トレンチ土層図（1/100；土層位置は第９図参照）
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５ ．平 成 2 9 年 度 調 査

１）２トレンチ

（１）調査区の概要

２トレンチは調査範囲の北部に位置する調査区である。調査着手時は竹林に覆われており、本

来の地形は明らかではなかった。２トレンチのほぼ中央部の東西で標高差が約1.5ｍ認められ、

崖状に土取りが行われている状況であった。平成28年度の調査では、古墳の有無を確認するため

に、断面を断ち割る形で東西の設定し、調査を実施した。調査の結果、トレンチ西側は、現代の

耕作に伴う土取りや土入れにより黄褐色粗粒砂の地山面まで削平を受けているのに対して、トレ

ンチ中央から東寄り、現地形で認められた崖面下のあたりで、地山面を掘り込んだ石室の掘形を

確認した。その後、石室の残存状況を確認するために、トレンチを東西・南北に拡張し、平面の

土色の変化を確認した。また掘形東側の一段高くなっているか所に断ち割りを行い、2.8ｍの墳

丘が残存していることを確認した。平成29年度の調査では、確認した掘形、墳丘から規模を想定

し、面的に拡張する形で、古墳の調査を行った。

（２）１号墳

位置　２トレンチ東から中央付近で検出した横穴式石室を内部主体とする古墳である。石室内

の石材の多くは抜き取られており、玄室内は床面まで失われている状況であった。石室内の標高

は86.6ｍを測る。

墳丘　筍栽培に伴う土の入れ替えにより、西側は削平を受けており残存していない。墳丘の北

東側で弧状を呈する周溝を検出した。北側では地山を掘削することで周溝をめぐらせ、墳丘を区

画したようである。南東側では、攪乱が多く及んでおり、溝の有無を確認することができなかっ

たが、墳丘の裾部は地山を削り出すことで基底部をなしている。西側の墳丘は失われているため、

墳丘規模は復原で、南北16.4ｍ、東西12ｍ以上の南北に長い楕円形を呈する円墳と考えられる。

墳丘の残存高は最大で2.8ｍであるが、基底部の標高は、北側で87.8ｍ、南側で86.1ｍで、比高1.7

ｍの斜面地に立地している。墳丘の土層観察から、８～13層の上面の高さが揃っており、このよ

第13図　平成28年度調査　出土遺物実測図（1/4、1/2）
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り下が第１次墳丘と考えられる（第17図A-A'）。ただ石室石材を抜き取る際の土坑が石材の裏込

を破壊しており、裏込土と墳丘盛り土の関係は不明である。

周溝　石室北東側で検出した。幅2.8ｍ、深さ0.7ｍで掘られている。外側の掘形が墳丘の1/2程

度しか確認できなかった。墳丘背面から東側に向かって掘削深度が上がっていることから、斜面

地に合わせて周溝をめぐらせていたと考えられ、古墳前面まで溝がめぐっていなかった可能性も

考えられる。西側では攪乱により、まったく確認することができなかったが、本来は溝がめぐっ

ていたものと考えられる。

石室　１号墳の内部主体は、南に開口する横穴式石室である。石室は石材が抜き取られ、天井

石、奥壁など多くが失われていた。残存していた石材は、玄室左側壁の基底石２石、羨道右側壁

の５石のみであった。墓壙の規模は長さ6.1ｍ、墓道部幅1.1ｍ、羨道部幅1.2ｍ、石室部幅1.85ｍ

を測る。奥壁石材は失われており、詳細な構造は不明であるが、石材の抜き取りの痕跡を確認し

た。抜取痕跡から石室の床面は長さ3.4ｍ、幅1.4ｍと考えられる。左側壁の基底石の残存状況や

抜取痕から、墓壙の掘形から0.7ｍの位置に奥壁石材が設置されていたと推定できる。側壁の状

第15図　北大塚１号墳　平面実測図（1/200）
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第16図　北大塚１号墳　墳丘・石室実測図（1/100）

況は悪く、右側壁は１石も残存しておらず、左側壁の基底石が２石残存する程度であった。石材

の抜取行為は床面まで及んでおり、明確な埋葬面や埋葬面を形成する整地土は確認できなかった。

抜取痕跡と残存状況から約0.3ｍの袖があったものと考えられ、両袖式石室と推定される。石室

内の攪乱内からは須恵器片、耳環が出土している。玄門付近には閉塞石と考えられる石材が残存

していた。人頭大の石材を用いており、南北1.0ｍ、東西0.8ｍの範囲で検出した。本来は残存し
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ている高さ以上に設置されていたものが石材抜取行為の際に上部の石材が持ち出されたものと考

えられる。石材下から炭化した木片が出土している。

羨道は奥壁から4.4ｍの位置から構築され、長さ3.14ｍ、幅0.92ｍを測る。石材の残存状況は右

側壁の基底石が５石残る程度、左側壁の石材は１石のみ残存している。右側壁に使用された石材

で最も大きい石材は長軸0.48ｍ、短軸0.32ｍ、厚さ0.21ｍを測る。羨門付近から須恵器杯、耳環が

出土しているが、石材を抜き取った攪乱土中の出土である。土層断面の観察では、墓壙内の埋土

のほとんどは攪乱による堆積であると判断されるが、部分的に整地面及び閉塞に伴うと考えられ

る層を確認した。床面整地土は、墓道から閉塞石の下に確認できる黄褐色中粒砂混じりの粘質土

（39層）で厚さ0.15ｍ程度で敷かれており、羨道と墓道の高さ、玄門付近の高さと合わせるような

堆積である。閉塞石に伴う堆積は黄褐色中粒砂である（26層）。攪乱により一部しか確認できない

が、厚さ0.2ｍ程度である。整地土の直上に堆積していることから初葬に伴うものと考えられる。

墓道は、長さ8.4ｍ、幅1.14ｍを測る。堆積状況は、羨道部同様に攪乱土が多く堆積しており、

古墳に伴うものは整地土と考えられる中粒砂質土（39層）のみである。玄門付近は攪乱によりかな

り削平を受けているが、墓壙掘形から延びる墓道を検出しており、その形状から墓道は羨門から

東に曲がる形状を有していたものと考えられる。

石室全体に関連するものとして排水溝が奥壁から羨門付近にかけて１条配されている。排水溝

は長さ5.7ｍ、幅0.37ｍを測る。溝内は中粒砂層が堆積している。堆積土中には礫は含まれない。

また、玄室内の溝直上で石材が１石認められるが、平坦面が上を向いていないため、原位置は保

っていないものと考えられる。墓道には排水溝はつながらず、排水溝の埋土とは異なる細粒砂が

堆積していた。

第17図　北大塚１号墳　墳丘・周溝土層実測図（1/60・土層位置は第16図参照）
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第18図　北大塚１号墳　石室実測図（1/80）
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遺物は石室南東側の墳丘斜面を中心に出土している（第15図）。石室石材の抜き取り時に投棄さ

れた堆積土中から出土しており、石室内に埋葬時の原位置を保ったままのものは出土しなかった。

（３）出土遺物

２号墳に関係する遺物の多くは、石室外で投棄されたような形で出土し、羨道東側の墳丘斜面

地を中心に出土している。出土遺物は須恵器蓋杯、高杯、壺、脚付長頸壺、金属製品などがある。

５～13は須恵器杯蓋である。５は明確な稜は失われている。調整は回転ナデ、回転ケズリで仕

第19図　北大塚１号墳　石室閉塞石・左側壁実測図（1/40）
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第20図　北大塚１号墳　出土遺物実測図１（1/4）

上げる。６は胎土に黒色粒が認められる。天井部と口縁部の境付近に浅いくぼみが認められる。

このくぼみを境に調整に違いが認められ、天井部は回転ケズリ、口縁部は回転ナデで仕上げる。

７は胎土に黒色粒が認められる。口縁部はナデ、天井部はヘラケズリにより仕上げる。内面天井

部には不定方向のナデが認められる。８は胎土に黒色粒が認められる。焼成が甘く、摩耗が著し
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い。天井部と口縁部の境付近に浅いくぼみが認められる。このくぼみを境に調整に違いが認めら

れ、天井部は回転ケズリ、口縁部は回転ナデで仕上げる。９は天井部を粗いヘラケズリで仕上げ

る。口縁部外面から内面にかけてはナデによる調整が認められる。出土した蓋杯の中で最も小さ

い。明確な稜は失われている。10は天井部をヘラケズリで仕上げる。口縁部外面から内面にかけ

てはナデによる調整が認められる。11は焼成が甘く、灰白色を呈している。胎土は粗い。天井部

はケズリにより調整している。口縁部は丸くおさめる。破片は石室内外から出土している。12は

天井部をヘラケズリにより仕上げる。一部灰かぶりが認められる。口縁端部は若干開く。13は天

井部をヘラケズリにより調整している。口縁内外面はナデで仕上げる。ケズリ、ナデの境は浅い

くぼみが認められる。14～23は須恵器杯である。14は底部外面をヘラケズリにより仕上げる。15

は全体に薄く自然釉がかぶる。底部内面にはナデ調整痕がよく残る。16は焼成が甘く、灰白色を

第21図　北大塚１号墳　出土遺物実測図２（1/4）
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呈している。胎土は粗い。ヘラケズリ・ナデにより仕上げる。17は焼成が甘く、灰白色を呈して

いる。胎土は粗い。ヘラケズリ、ナデにより仕上げる。18は全体に黒色粒が認められ、19は須恵

器杯である。口径12.3cm、高さ3.8cmを測る。底部はヘラケズリにより仕上げ、ナデ調整との境

に浅いくぼみが認められる。20は黒色粒が認められる。受け部が分厚い。底部全体をヘラケズリ

により仕上げる。21は胎土に0.2～0.5cmの粗い砂が混じる。底部外面には一条のヘラガキが施さ

れている。22は焼成が甘く、灰白色を呈している。胎土は粗い。23はほかの杯に比べ小ぶりで、

体部が深い。底部外面にV字状のヘラガキが施される。24は短頸壺である。頸部径7.7cm、胴部

径14.6cmを測る。肩部に沈線が認められる。また底部はヘラケズリにより調整する。底部は丸底

である。口縁部は若干外湾する。口縁内面には焼成時に別の壺を重ね合わせたのか、色調の変化

が認められる。25は甕の口縁である。口径13.2cmを測る。口縁部は肥厚している。壺部内面には

円心状タタキが認められる。26は脚付長頸壺の口縁から頸部である。口径9.2cm、残存長8.6cm

を測る。29と同一個体である。29は脚部で台部径15.3cm、底部径9.6cmを測る。１cmあたり８～

９条のカキメがめぐる。二段三方に長方形透かしが施される。透かし間には２条の浅い沈線がめ

ぐる。脚部を裾部の境に稜を設け、両者を隔てる。27は脚付長頸壺である。頸部径6.0cm、高さ

29.4cm、底部径12.4cmを測る。回転ナデのちカキメ（６条/９mm）を施している。また胴部には

刻み目文（６条/９mm）が施され、浅い沈線により区画される。脚部はナデ調整で仕上げ、一段

三方に長方形透かしを施す。脚部と裾部の境に稜を設け、両者を隔て、裾部は29に比べて内向き

である。28は脚付長頸壺である。頸部径8.4cm、 高さ21.1cm、脚部径 14.4cmを測る。27に比べて、

寸胴な印象を持つ。調整技法は27に類似しているが、体部にカキメによる調整で、刻み目文等は

認められない。また脚部の透かしもない。30は長頸壺脚部である。残存高6.0cm、脚部13.5cmを

第22図　北大塚１号墳　出土遺物実測図３（1/4）
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測る。脚部のみの残存のため、器形が不明であるが、脚付壺と考えられる。二段三方透かしが施

されていたものと推察される。27・28と同様なサイズの脚付壺と考えられる。31は脚部である。

残存高6.5cm、脚部径14.3cmを測る。器種は、長頸壺または高杯と考えられる。32は無蓋高杯杯

部である。口径12.2cmを測る。胴部に櫛描き列点文が施される。脚部は欠損しているが、３方向

の長方形透かしを有していたものと考えられる。33は無蓋高杯杯部である。全体に黒色を呈して

いる。胴部には１条の沈線がめぐる。若干内湾する。34は有蓋高杯である。口径9.4cm、高さ

12.4cmを測る。ナデ、カキメにより調整している。脚部は太く、透かしは穿孔しない。35は口径

9.4cm、高さ9.3cmを測る。杯部はナデにより仕上げる。脚部はカキメ調整を施す。また４方向

に円形透かしを穿孔する。36～38は無蓋高杯である。３点ともに焼け歪みが著しい。調整等は類

似しており、杯部には稜は認められるが、文様はない。脚部には２段２方透かしが穿孔される。

透かしの間、裾部には浅い沈線が施される。37は全体に黒色で、胎土が粗い。38は全体に自然釉

がかぶる。39は である。頸部に縦方向のヘラ描きが施される。ヘラ描きののちに２条の浅い沈

線を施す。体部中位の穿孔は直径1.5cmである。肩部と体部の境には１条の沈線がめぐる。40・

41は広口壺である。40は口縁部に２条の沈線を施す。焼成時の焼き膨れが著しい。壺底部には外

面にはタタキ、内面には同心円のあて具痕が認めら

れる。41は口縁部に１条の沈線をめぐらせ、体部中

央には粗いカキメを施す。タタキは認められない。

内外面全体に自然釉がかぶり、内面では自然釉が下

方にむけて溶け出す様相が見て取れる。42は平瓶で

ある。体部外面の全体に1.6cm幅に11～12条のカキ

メが施される。底部にはカキメ工具の痕跡が認めら

れる。ボタン状装飾の貼り付けはなされていない。

充填は体部上面の直径5.4cmで行っている。43は須

恵器杯蓋である。やや扁平な形状を呈すると考えら

れる。擬宝珠状のつまみを有している。口縁部が欠

損しているが、天井部との境に稜が認められる。古

墳時代に属すると考えられるが、ほかの杯蓋とは時

期が異なるものであろう。44は須恵器杯Bである。

内面に黒色粒が認められる。45は須恵器長頸壺であ

る。飛鳥時代の遺物である。口頸部は短めであり、

口縁端部が外側に開く。46は土師器高杯である。脚

部は粗雑なナデで仕上げる。47は土師器壺である。

体下部を欠損している。摩耗が著しいため、調整は

不明瞭であるが、一部ヨコナデの痕跡が認められる。

48・49は土師器皿である。48は口縁部に焼けた痕跡 第23図　北大塚１号墳　出土遺物実測図４（1/2）
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が認められることから灯明皿として利用されたものである。50～52は土師器羽釜である。鎌倉時

代以降の遺物であろう。53・54は不明土製品である。54は粘土紐の痕跡が認められることや不定

方向のハケメから長胴甕の可能性が考えられる。55は鉄鏃である。鏃身部は腸抉三角形で平造で

ある。頸部断面は長方形を呈し、棘状関を設ける。56は槍鉋か。57～60は鉄釘である。61～63は

耳環である。すべて中実耳環である。61は銅芯の鍍金あるいは箔貼する耳環である。１号墳出土

耳環で最も重いものである。全体に錆が認められるものの、金が一部残存している。62・63は対

になる銀環である。61に比べて細い銅芯に銀あるいは箔貼する耳環である。X線透過により62の

銅芯の左下部にくぼみが認められた。また、63の端面でシワ状の痕跡が認められた。64は石鏃で

ある。無茎の鏃で基部に抉入が認められる。

２）16トレンチ

（１）調査区の概要

16トレンチは、2トレンチの南に設けた調査区である。平成28年度調査の４トレンチと重複し

ている。現地形では、調査区の西側は竹藪の造成土であった。墳丘の上面はほぼフラットな状態

に削平を受けており、石室も削平を受けていた。なお、南側は農道が敷設され削平を受けている。

残存していた範囲でも西では地山と墳丘の判断を誤り、削平してしまった。

第24図　北大塚２号墳　平面実測図（1/200）
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（２）２号墳

位置　16トレンチ中央で確認した横穴式石室を内部主体とする円墳である。墳丘南から西側は

攪乱が地山まで及んでおり、盛り土を確認することはできなかった。石室の背面には馬蹄形の溝

がめぐり、丘陵と古墳を分離している。標高は82ｍ前後を測る。

墳丘　南から西にかけては、一部残存する程度であったが、北から東側では、地山から0.4ｍ

の盛り土を確認した。石室に向かって盛り上がる９、14～17、22～24層（盛り土Ａ）、水平に堆積

する11・12層（盛り土Ｂ）が認められる。旧表土などは確認できない。盛り土Ａは石材を設置し、

基盤面の高さまで裏込土を詰めたのち、版築している状況と考えられる。その後に盛り土Ｂを配

第25図　北大塚２号墳　墳丘・石室実測図（1/100）
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第26図　北大塚２号墳　墳丘土層図（1/100）
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第27図　北大塚２号墳　石室実測図（1/50）
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している。盛り土Ｂが盛り土Ａ全体を覆ってい

たかは上部が失われているため、不明である。

堆積状況から石室を構築しながら墳丘構築を行

っていたものと考えられる。

周溝　古墳の背面・東西で確認した。幅1.8ｍ、

深さ0.6ｍで地山を掘削しており、18.5ｍにわた

って検出した。溝上面に現代の区画溝が東西に

掘削されている。周溝は全周せずに、馬蹄形に

めぐっていたものと考えられる。西端は削平に

より確認できないが、東端を確認している。埋

土は41・42層が認められる。1～５cm大の礫を

多く含み、須恵器片が少量出土している。

石室　２号墳の内部主体は南に開口する横穴

式石室である。石室は北から20度西に振る形で

構築されている。近現代の石材抜取や中世以降の再利用により、石室は玄室部の基底石を残し、

破壊されていた。石室の規模は長さ3.4ｍ、石室幅1.7ｍ、羨道幅0.8ｍを測る。奥壁には長軸2.1ｍ、

短軸0.64ｍの石材と小振りな石材が基底石として据え置かれている。左側壁では基底石が４石残

存している。最も大きな石材は長軸1.4ｍ、短軸0.38ｍを測る。石材の設置については布掘状に掘

削した後に小石材を調整石として入れ込み、奥壁の巨大な石を設置している。石材下からは整地

土及び炭を確認した。

奥壁側２石は墓壙底部から約0.5ｍの高さに合わせる形で設置されている。基底石２石は目地

が通っており、２段目の石材に関しても奥壁基底石に目地を合わせて積まれていたものと考えら

れる。石材は、布掘状の掘削の後に高さの調整を目的とした整地土を敷いた上に設置している。

石材と石材の間に小石材を配して安定させているようにも見えるが、上部石材が失われているた

めか、かませは緩く、容易に外れてしまう状態であった。

石室内は再利用による石室内を整理したため、床面は消失している。唯一、石室左側壁に沿っ

て1.6ｍ×0.5ｍの範囲で床面が遺存しているものと考える（第28図）。ここでは墓壙底から0.12ｍ

の高さで が完形で出土しており、明確な整地面とは確認できなかったが、再利用時に持ち出さ

れた副葬品が残存していたものと考えられ、本来の埋葬面が遺存していると判断する。奥壁から

約3.4ｍ付近が玄門と考えられる。玄門付近から羨道と推定する地点にかけては左右ともに石材

の抜取痕跡が認められる。また、右側壁の石材抜き取りの痕跡が玄室に比べて内側に位置してい

ることから、この地点に仕切石があったものと考えられる。平面プランは右片袖式石室であった

ものと考えられる。なお、調査地南には農道と用水側溝が埋設されていることから、古墳に関連

する遺構はすでに消失しているものと考えられる。

第28図　北大塚２号墳　遺物出土状況図（1/20）
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第29図　北大塚２号墳　石材抜取及び石室再利用（1/80）

（３）古墳時代以降の遺構

石室に重なる形で石材の抜取坑がある。平成28年度調査時には、石室周辺で多数の攪乱状の土

坑を検出したが、掘削作業を実施したところ、以下の土坑に集約した。

明瞭な掘形を有するものとして、石材抜取坑ＳＸ01、ＳＸ50、ＳＸ51、ＳＸ52がある。ＳＸ01

は石室全体に及ぶもので、その下面でＳＸ50～52を検出した。ＳＸ01はほぼ石材の割石だけが混

じるのに対して、ＳＸ50～52には石材のほか後述の石室の再利用遺構ＳＸ53を破壊した際の焼土・

炭化物が多く混じり、飛鳥～中世の土器片もわずかに含まれるものである。このことから、ＳＸ

50～52はＳＸ53に後出することは明らかである。さらに、ＳＸ50～52は地山まで深く掘られてお

り、石材を直接抜き取った坑と判断されるのに対して、ＳＸ01は破砕された石材のみが集積され

ており、明らかに様相が異なる。これら上下の坑が、異なった時期に破壊された痕跡なのか、石

材を抜き取った直後の窪地に破砕した石を破棄するという一連の行為の結果なのか、遺物の出土

が無く、決め手に欠ける。本報告では別個の時期の抜取痕として記述したい。

そのほか、掘形は認められないが、右側壁周辺の破壊石材の分布に５か所のまとまりが認めら
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れ、このまとまりの一つ一つが石材の破壊に伴う単位とすると、石室石材は最低５石から構築さ

れていたものと考えられる。石材の残存状況は右側壁中央付近の石材はほぼ持ち出され、周囲に

は割られた石材が残存している。

石材抜取坑ＳＸ01　ＳＸ50～52に後出する抜取坑で、２号墳玄室上面全体に認められる痕跡

である。この坑の埋土を除去すると、ＳＸ50～52の輪郭や石室石材が認められるものである。部

分的にではあるが、右側壁部分では玄室上面から石材を設置土坑の底面まで及んでいる。ＳＸ50

～52と重複するため平面規模は判然としないが、深さ0.4ｍを測る。内部には0.2～0.6ｍ程度の大

きさの割石が隙間なく入り込んでいた。石材が人力で運べる程度の大きさに割られた際に、廃棄

された石と判断される。石材の遺存状況から、右側壁から破壊行為が行われ、左側壁の中央付近

の石材のみが運び出されたものと考えられる。

石材抜取坑ＳＸ50　羨道右側壁石材の抜取に係わる痕跡である。幅1.3ｍ、深さ0.26ｍを測る。

土坑内からは飛鳥時代の土師器杯Cと丸底壺が出土している。古墳の副葬品が紛れ込んだものか

どうかは不明である。

石材抜取坑ＳＸ51　羨道左側壁の石材を抜き取る際の土坑である。幅1.4ｍ、深さ0.24ｍを測る。

土坑の位置から羨道と玄室の境にあたると考えられる。

石材抜取坑ＳＸ52　ＳＸ50の北側で掘形が重複する形で認められた石材抜取坑である。幅1.46

ｍを測る。土坑位置からは袖部が設置されていたか所と考えられる。ＳＸ51によって抜き取られ

た石材と対になる右側壁の玄室、羨道の境となる石材が置かれていたものと考えられる。

再利用遺構ＳＸ53　玄室内全面に及ぶ再利用の痕跡である。土層観察によると、12世紀末か

ら13世紀初頭にかけての土師器皿、瓦器椀を包含する炭化層が厚さ0.12ｍで堆積しており、その

直下に人頭大の円礫が敷かれている（第29図右）。この円礫は上面で認められる破砕された石材と

は異なり、角は摩耗していることから石室石材を加工したり利用したりしたものではないと考え

られる。円礫の下層には小

石混りの中粒砂（11層）が堆

積しており、この層は石室

内のみに堆積するもので、

再利用に伴うものと考えら

れる。炭化層の上位にはに

ぶい黄褐色中粒砂層が厚さ

0.36ｍで堆積している。こ

の堆積は崩落土と考えら

れ、この土を切る形で石材

抜取痕跡が認められること

から、石室としての空間を

保った状態で再利用された第30図　北大塚２号墳　出土遺物実測図１（1/2、1/4）
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ものと考えられる。炭化層については、石材に被熱の痕跡が認められないことや炭化物が細粒砂

のように微小であり、小片が認められなかったことから、石室外で炭化したものを、土器片とと

もに石室内に敷き置いたものと考えられる。出土する遺物は、生活雑器として用いられるような

土師器皿、瓦器椀や被熱してススが付着する土鍋などがある。石室を再利用した目的については、

葬送儀礼や廃棄土坑などが想定できるが、確証はない。

（４）出土遺物

65は須恵器壺の頸部と考えられる。２号墳の周溝から出土している。浅い沈線により区画され

た中に10条の波状文が施される。66は高杯杯部である。杯底部は２条の稜が認められる。稜間に

は文様は認められない。68は須恵器 である。石室内から出土した遺物である。１号墳の に比

べて頸部は短く、櫛描きも認めなれないが、口縁部の開き方が類似することから、同時期のもの

捉えてよいだろう。透かし孔の直径は1.8cmを測る。底部は扁平に仕上げる。67・69は土師器の壺

である。67は摩耗が著しく、全体の調整が不明瞭であるが、口縁部に床横方向のハケメ調整が認

第31図　北大塚２号墳　出土遺物実測図２（1/4）
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められる。69は内面、外面上面にハケメ調整が認められる。70は土師器杯Cである。内面に放射状

の暗文が認められる。口縁部は外に開く。飛鳥Ⅰ並行期の土師器杯Cと考えられる。71は耳環であ

る。石室内からの出土である。中空の耳環である。鍍金による整形と考えられる。また端面の観

察から薄板技法により、端面を閉じている。72～90は再利用面の出土遺物である。72～79は土師

器皿である。72～75は概ね口径10cmの土師器皿である。手づくねによるものである。指押さえの

痕跡が一部に認められる。76～79は土師器皿である。77は底部がへそ皿のような形状をしている。

いずれも口縁端部を丸くおさめる。外面底部には指押さえが認められる。80～87は瓦器椀である。

いずれも横方向のミガキが内面に認められる。底部まで復元できる82・83、85～87には底部に暗

文が施されている。86の底部外面にはヘラ記号が認められる。いずれも大和型の瓦器椀である。

88は土師器質の鍋である。外面全体にススが付着し、内面底部にもススの付着が認められる。ま

第32図　北大塚３・４号墳　配置図（1/250）
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た内面は細かなハケ調整を施す。89・90

は土師質の羽釜である。いずれも粘土紐

の痕跡が観察できる。内外面にハケ目調

整が施されている。

３）17トレンチ

（１）調査区の概要

２トレンチの南東に位置する調査区で

ある。調査着手前には高まりが全体にみ

とめられ全体が竹林に覆われていた。ト

レンチ内は畑、竹栽培と異なると土地利

用をしていたため、高低差が1.7ｍ程度が

認められた。調査の結果、1.7ｍ近い高ま

りはすべて竹栽培に伴う盛り土であっ

た。盛り土を除去すると地山である褐色

中粒砂質土を検出した。本来の地形は２

トレンチ付近を頂部にした傾斜地と考え

られる。

（２）３号墳

位置　調査区西側で検出した横穴式石

室を内部主体とした古墳である。後世の

削平により、地山まで削平をうけており、周溝など古墳に関連する遺構は失われているため、墳

形を復原することはできない。

墳丘　周囲に観察用あぜを残し精査・観察を繰り返したが、墳丘盛り土の痕跡は認められなか

った。竹栽培の造成土の入れ替えのため墳丘は尽く削平を受けており、全く遺存していないもの

と判断される。

石室　右側壁奥壁側の基底石２石と右側壁の石材据付穴と考えられる土坑が残存していた。石

室東側を中心に石室全体に攪乱が及んでおり、残りが悪い。石室内は攪乱による堆積土である明

褐色粗粒砂が認められ、この土中か

ら土師器、耳環２点出土した。この

攪乱は石材抜取行為に伴うものと考

えられる。堆積の状況から、右側壁

に伴う抜取行為は石室床面を完全に

消失させるまでに至ったようである。

石室の北東にかけて墓壙の一部が遺

存していることから南東方向から抜

第33図　北大塚３号墳　石室実測図（1/50）

第34図　北大塚３号墳　出土遺物実測図（1/2、1/4）
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第35図　北大塚４号墳　平面実測図（1/80）

取を行ったものと考えられる。残存している石材は、長辺0.34ｍ、短辺0.14ｍを測る。残存する

石材の高さが概ねそろっていることから、目地を合わせるような形で設置していると考えられる。

石材の据付坑は地山を掘削する形で掘られ、幅0.32ｍの布掘り状を呈している。

全体像については不明確であるが、石材の大きさや立地から考えると南東方向13.0ｍで検出し

た４号墳と同様の規模の古墳であると考えられる。

（３）３号墳出土遺物

91は土師器杯Ｃである。飛鳥Ⅰ並行期のものと考えられる。70に比べて小ぶりである。ナデ調

整の後、放射状のミガキを施す。口縁端部には浅い沈線が認められる。92は土師器壺である。外
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第36図　北大塚４号墳　石室実測図（1/50）

面には荒いケズリを施す。胎土には赤褐色の細砂が含まれる。67・69と胎土はよく似ている。

93・94は中空の金環である。大きさが類似していることからセット関係だろう。いずれも端面は

平坦である。銅板の厚みは0.05～0.1cmである。内面には緑青が一部すじ状に確認でき、銅板の

接合部と考えられる。端面の観察等から薄板技法と考えられる。なお、94の耳環の断面形状は93

に比べて楕円形を呈している。

（４）４号墳

位置　調査区南側で検出した横穴式石室を内部主体とした円墳である。石室内の標高は81.6ｍ

を測る。隣接する３号墳とは標高差0.93ｍを測り、石室間の距離は約13ｍである。石室は北に対
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して10°東に振る。

墳丘　墳丘は削平により残存していない。周溝から復元する墳丘規

模は直径6.9ｍである。

周溝　石室背面及び東側で検出した。幅08～0.9ｍ、深さ0.17～0.32ｍ

を測る。石室北東側で周溝は一旦途切れる。東側周溝の南端は削平に

より残存していなかった。西側周溝の検出状態から、全周していなか

ったものと考えられる。

石室　４号墳の内部主体は南に開口する無袖の横穴式石室である。残

存状況はあまりよくないが、両側壁の基底石が玄室から羨道にかけて残

存していおり、奥壁石材は完全に失われている。利用された石材は長辺

0.3ｍ、短辺0.15ｍ程度である。長辺を横にした状態で石材を設置している。右側壁奥壁側から６

石目の石材が長辺を縦にしていることから、石室と羨道との境を意識しているものと考えられる。

左側壁が高さ80.9ｍで石材の上面がほぼ水平に揃うことから、目地を通しているものと考えられ

る。石材据付穴は布掘り状に掘削されている。

（５）４号墳出土遺物

95は須恵器杯である。羨道部付近で出土した。製作技法は杯蓋のようであるが、天井がヘラ切

りによる痕跡が残る。内面はにぶい橙色を呈する。96は須恵器壺の口縁部である。残存状況が悪

く、器形の推察は困難ある。

第38図　18～22トレンチ配置図（1/500）

第37図　北大塚４号墳
出土遺物実測図（1/4）
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４）小規模調査

平成29年度の調査において、４基の横穴式石室墳を確認したことから、さらに古墳が遺存して

いないかを確認するために、１・２号墳の周囲に18～22トレンチを設けて、調査を行った。

18トレンチは２号墳と３号墳の間に設定した17.0ｍ×2.0mのトレンチで、現状では西側に比高

0.9ｍの崖面が認められた。２号墳では墳丘の東半が崖面となって削られながらも遺存していた

ため、崖面下に石室が残存している可能性が想定された。調査の結果、竹藪の土入れがトレンチ

全面にわたって表土下0.8ｍに堆積しており、その下で黄褐色粘質土の地山を認めた。遺物の出

土はなかった。黄褐色中粒砂が墳丘土の可能性も認められたため、南西側に19トレンチを設定し、

その可否を検討した。

19トレンチは、18レンチの西側の一段高い平坦地に設定した調査区である。８層が地山と判断

され、その上位に細粒砂・中粒砂を中心とした堆積が認められた。これらは砂礫を主体とする軟

質な堆積層であり、２号墳で認められた墳丘土と土質が異なることや、遺物の出土も認められな

かったため、古墳は分布していないものと判断した。

20～21トレンチは２号墳の西側に設定した調査区で、現状では段状に成形されており、古墳の

墳丘が埋まっている可能性が認められた。それぞれの平坦面に調査区を設定した。20トレンチが

14.2ｍ×1.4mのトレンチで、東側の最も高い部分に墳丘・石室が遺存している可能性があったた

第39図　18～22トレンチ土層実測図（1/100）
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め、６ｍ×4.2mの台形状に広げた。21トレンチは13ｍ×2.2mのトレンチである。22トレンチは

12ｍ×1.8mの東西方向の調査区で、中央部を南側に4.2ｍ×1.7ｍに拡張し、墳丘が遺存していな

いかを確認した。これらのトレンチを掘削・調査しても、地表の耕作土の下に細粒砂・中粒砂が

水平に堆積しており、土質が砂を主体であることや遺物の出土が無いこと、石室構築のための巨

礫の検出も認められず、古墳の兆候は認められなかった。小規模調査の範囲においては古墳が残

存していないと判断された。

６ ．北 大 塚 古 墳 群 の 検 討

北大塚古墳は、今回の調査において、群集墳であることが確認できた。調査では４基の古墳を

確認したが、辺は筍栽培や畑の土の入れ替え、造成のため、かなり削平を受けていることから、

すでに破壊されてしまった古墳があった可能性は否定できない。

今回の調査では、石室構造や墳丘規模、立地の違いなど多くの成果をあげることができた。そ

れらについて以下にまとめを行いたい。

（１）　石室形態から見る築造順位

確認した古墳はこれまで述べたように４基である。その石室形態を見ると、１号墳は両袖式石

室、２号墳は右片袖式石室、３・４号墳は無袖式石室である。すべて破壊行為が及んでおり、基

底石が残存する程度で、持ち送りなどの石室の上部構造は不明である。

各古墳の石室の状況について再度整理すると、１号墳は羨道部の右側壁の基底石が残る。使用

されている石材は、長辺0.53ｍ、短辺0.33ｍの人頭大のものである。基底石の石材上面が概ね86.8

ｍの高さに揃う。石材の抜き取り痕の状況から奥行3.4ｍ、幅1.4ｍの玄室が設けられていたと考

えられる。羨道部は長さ3.0ｍ、幅1.08ｍと考えられる。玄室と羨道を区画する両袖部の幅は0.6

ｍ程度である。このことからそれぞれの袖部は0.3ｍ程度の長さであったと推定される。石室の

推定床面積は4.76㎡である。

２号墳では奥壁、右側壁１石、左側壁４石が残存する。使用されている石材の材質はホルンフ

ェルスと考えられる。奥壁石材は長辺1.9ｍ、短辺0.6ｍ、高さ1.1ｍの巨石が使用されている。石

室内面はある程度加工しているようであるが、背面は切り出した状態であると考えられる。右側

壁石材は長辺0.7ｍ、短辺0.39ｍ、高さ0.67ｍの石材を使用している。左側壁で最大の石材は長辺

1.0ｍ、短辺0.41ｍ、高さ0.7ｍの石材が使用されている。これら基底石の石材は概ね84.9ｍに高さ

付表２　北大塚古墳群石室規模等一覧

古墳番号
古墳名

墳形
（規模・ｍ）

玄室
形態

玄室長
（ｍ）

玄室幅
（ｍ）

羨道長
（ｍ）

羨道幅
（ｍ）

玄室
長・幅比

玄室
羨道比

玄室
面積 (㎡ ) 型式

１号墳 円（16） 両袖 3.4 1.4 3.14 0.92 2.4 1.1 4.76 ＴＫ 209

２号墳 円（16） 右片袖 3.3 1.7 1.2+ 0.8+ 1.9 1.7 5.61 ＴＫ 209-
飛鳥Ⅰ

４号墳 円（7.4） 無袖 1.67 0.96 1.17+ 0.96 1.7 1.4 1.60 飛鳥Ⅰ

平山古墳 円（20） ‐ 3.3 ＋ 1.8 ‐ ‐ 1.8 ‐ 5.94 ＴＫ 10
新段階並行期
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さで揃えられている。側壁を構成する石材の間にはこぶし大程度の石を挟み込んでいるが、簡単

に抜けてしまう。玄室の推定規模は奥行3.3ｍ、幅1.7ｍと考えられる。羨道は長さ2.0ｍ以上、幅

0.8ｍと考えられる。奥壁を中心に墳丘が構築されたと仮定した場合、現在の推定長が限度であ

ろう。石室の推定床面積は5.61㎡である。

４号墳では両側壁の基底石が12石残存していた。石材は長辺0.3ｍ、短辺0.15ｍ、高さ0.4ｍの

石材が用いられている。石材の上面は概ね80.9ｍに揃えている。石室の規模からは上部にはほぼ

同じ大きさの石材が積み上げられていたと考えられる。また右側壁の奥壁から６石目の石材がほ

かの石材に比べて0.15m程度小さく、ここが石室と羨道として意識したか所と考えられる。この

推測を基に復元すると、玄室規模は、長さ1.67ｍ、幅0.96ｍ、羨道幅0.96ｍ、羨道長1.17ｍ以上と

考えられる。この数値から床面積を推定すると、1.6㎡となる。

石室形態についてまとめる。１号墳は両袖式石室を採用し、玄室と羨道の長さがほぼ１：１と

同じ比率を示し、羨道を伸ばす意識が認められる。また玄室長と幅の比率は2.4：１と長方形プ

ランとなる。２号墳では、右片袖式石室を採用しており、羨道は墓道に比べて１ｍ以上短く、ま

た玄室長と幅の比が２：１と示す。この比率は典型的な畿内型石室のものに類似している。４号

第40図　北大塚古墳群石室比較図
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墳では無袖式石室を採用しており、石室内における各所は簡略化している。これらのことを石室

編年に合わせて考えると、２号墳が最も古く築造され、次いで、１号墳、４号墳と造墓活動が行

われたものと考えられる
（注11）

。

２）立地からみる築造順位

北大塚古墳群は、標高81～87ｍ付近の丘陵上に立地している。それぞれの古墳の立地と環境に

ついて子細に見ると、丘陵は１号墳が最高所にあり、そこから南側に下って２号墳が、南東方向

に下って３・４号墳が造られている。１号墳は４基の中でもっとも高所に位置しており、石室床

面の標高は86.6ｍを測る。墳丘上の最高所（残存地点）では標高88.3ｍとなる。２号墳は、石室床

面の標高81.4ｍ、墳丘上（残存地点）では82.0ｍ、古墳の北側背面では82.4ｍを測る。３号墳の石

室床面は標高81.5ｍにあり、４号墳では石室床面の標高80.7ｍ、石室周囲の標高は80.8ｍ前後を

測る。１号墳の石室床面からの高低差は、２号墳では5.2ｍ、３号墳では5.1ｍ、４号墳では5.9ｍ

を測る。田畑や筍栽培の土入れのため本来の地形ははっきりとしないが、現状で判断する限り、

１号墳が丘陵微高地のピークにあたり、２～４号墳の３基が築造された地点は丘陵尾根筋上の微

高地の末端に当たるものと推察される。大塚遺跡の小規模調査では古墳の存在が認められず、２

～４号墳より南側では造墓活動が行われていなかったと考えられる。先述したように石室の編年

の流れからは、２号墳から造墓活動を開始したものと考えられる。２号墳が丘陵末端に位置し、

その背面の丘陵頂部には１号墳が位置している。同じように丘陵のピークに向けて、新しい時期

の古墳を築造する行為は、八尾市の高安千塚古墳群等でもみられる事例である
（注12）

。

３）周辺古墳との関係

北大塚古墳群が位置する丘陵には、平山古墳、尾の山古墳が立地している。尾の山古墳の発掘

調査は一切行われておらず、詳細

は不明である。平山古墳は、井手

町教育委員会によって昭和62年に

発掘調査が実施されている。調査

成果によると、平山古墳は直径20

ｍ規模の円墳で、横穴式石室を主

体とした古墳である。石室は墳丘

の中心付近に配置されていたと報

告されている。石室は西に開口し

ていたようであるが、詳細な石室

形態は不明である。石室の規模は、

全長3.3ｍ、奥壁幅1.8ｍ測る。石材

の残存状況は３から４段の石材が

残っており（第41図）、石材は北大

塚２号墳と同程度のものが使用さ第41図　平山古墳石室実測図（井手町1987引用）
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れていたようである。石室

形態については、平面プラ

ンははっきりしないが、２

号墳と同規模、またはそれ

よりも若干大きな片袖式石

室であったと考えられる。

石室規模比も破壊行為が及

びながらも玄室長と幅の比

率1.8：1を示すことから、

ほぼ２：１の玄室を持ち合

わせた畿内型の横穴式石室

であったと考えられる。北

大塚古墳と平山古墳との立

地を比較すると、平山古墳

は木津川を望む丘陵の先端

に位置するのに対して、北

大塚古墳は同じ丘陵にあり

ながらも南東側の丘陵稜線

上に位置している。両者の

位置は約230ｍ離れている。

２つの古墳の間には、ほか

に古墳は確認できていない

が、造墓活動が継続されて

いれば、この間を埋めるよ

うに古墳が築造されていたものと考えられる。石室の開口方向については、北大塚古墳群では南

向きに開口し、平山古墳では西向きに開口しているが、これは地形的な制約を受けているものと

考えられる。

第42図に両古墳の主要出土土器を抽出した。細かく見てみると高杯は有蓋の２段透かしを持つ

長脚のものである。透かしは長方形で、下段の透かしが短いものと上下段ほぼ同じ大きさのもの

とに大別できる。杯蓋はつまみがあり、全体に丸みをおびる。北大塚古墳ではつまみが消失した

タイプの杯蓋が主体である。杯身は口径13～16cm程度で立ち上がりがしっかりとしている。

は無紋で、北大塚古墳出土のものに比べて頸部が太い印象である。また、口縁部についても上方

外側への開きが強い。出土する須恵器の器種は、蓋杯、高杯、 、広口壺、台付長頸壺と主体的

なものは平山古墳と北大塚１号墳と類似している。須恵器の時期についてであるが、若干ながら

平山古墳が先行するものと考えられる。須恵器の編年から考えると平山古墳はＴＫ10新段階並行

第42図　平山古墳・北大塚古墳出土須恵器
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期にあたると考えられる
（注13）

。北大塚１号墳はＴＫ209型式並行期と考えられ、時期差が認められる。

２～４号墳では副葬品の多くが失われているため、副葬品の違いの細部は不明である。

４）被葬者像について

今回の調査により、当時の社会集団の中でどの階層の人物が埋葬されていたかを推察する資料

はほとんど得られなかった。副葬品においては、鏡、馬具、玉などの出土は認められず、唯一１

号墳で鉄鏃が１点出土しただけである。この鉄鏃の出土を根拠として、被葬者像を推察するなら

ば、群集墳を築ける階層の中でも鉄鏃を所有する階層として、中位程度の集団であったと考えら

れる。また、墳丘規模から推察すると１・２号墳は直径15ｍ級の円墳であり、円墳を築造しうる

階層の中でも中位程度にあたるものと考えられる。

以上のように、出土遺物や墳丘形態、規模から推察すると、古墳の位置する丘陵周辺を治めて

いた小首長と関係する、被葬者集団が考えられるのではないだろうか。また近接する平山古墳で

は、陶棺、馬具、三輪玉が出土していることから、平山古墳の被葬者に次ぐ人物であると考えら

れる。

７ ．ま と め

大塚遺跡は遺物散布地として知られていたが、今回の調査においても、顕著な遺構は確認でき

ず、少量の遺物が出土する程度であった。北大塚古墳はこれまで単独の円墳とされていたが、調

査の結果、横穴式石室を内部主体とする古墳時代後期から飛鳥時代にかけて築造された最低４基

から構成される群集墳であることが判明した。平山古墳と比較することで、井手町における後期、

終末期古墳のあり方やその被葬者について一定の評価を与えることができたと考えている。また

北大塚古墳群の中で石室型式や形態など、群集墳内における横穴式石室の変化を見ることのでき

る事例となった。北大塚古墳群は一つの集団（＝家族）が連綿と造り続けた古墳群であり、丘陵の

南側斜面に展開している点から、南方に存在したであろう集落を意識した集団であったと推定さ

れる。井手町周辺の後期、終末期古墳の状況はよくわかっておらず、今回の調査事例は井手町、

ひいては南山城の古墳時代を考えるうえで重要な成果といえよう。

（竹村亮仁）

発掘調査、報告書執筆に際して、一瀬和夫、梅本康弘、小泉裕司、菱田哲郎他諸氏のご教授・ご協力を

賜りました。ここに感謝申し上げます。

注１　井手町史編集委員会「井手町の自然と遺跡」『井手町史』第１集　1973

注２　梅原末治「井手発見の石器と両大塚古墳」（『京都府史跡名勝調査會報告』第４冊　京都府）　1983

注３　奈良大学考古学研究会「文化財保護問題に関する一考察－京都府井手町における実状－」（『盾列』

５号　奈良大学考古学研究会）　1979

注４　注３に同じ
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注５　注２に同じ

注６　井手町教育委員会「平山古墳発掘調査概報」（『井手町文化財報告』第２集　井手町教育委員会）　

1987

注７　梅原末治「井手寺址」（『京都府史跡名勝調査會報告』第４冊　京都府）　1923

注８　茨木敏仁「井手寺跡発掘調査報告書―２～10次（平成15年～23年度調査）―範囲確認調査に伴う発掘

調査報告書」（『井手町文化財調査報告』第15集　井手町教育委員会）　2014

注９　濱田耕作「山城における原始時代の遺物移籍1」（『東京人類学会雑誌』第182号　東京人類学会）　

1901

注10　注２に同じ

注11　一瀬和夫「大王墓の横穴式石室採用と展開」（同『大王墓と前方後円墳』　吉川弘文館）　2005

注12　花田勝広「高安千塚の基礎的研究」（『高安古墳群の基礎的研究』　八尾市教育委員会）　2008

注13　注６に同じ
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付表３　北大塚古墳・大塚遺跡　土器一覧

番号
トレ
ンチ

種類 器種
古墳・
遺構・

地区・出
土地点

口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 胎土 色　調 調　整 備　　考

1 1tr 土師器
長胴
甕

-
東拡張

区
22.3 18.2 - -

やや
密

橙色
（7.5YR7/6）

ハケ（8～10条/cm）

2 1tr 土製品
煙突
形土
製品

- - - - -
計測不

可
やや
粗

にぶい黄橙色
（10YR7/4）

ナデ、主に粗いハケ
（7条/1.1㎝）、主に細
かいハケ（11条/㎝）

胎土に1㎜以下の白い
粒・半透明の粒（3㎜大
混じる）・雲母・黒い粒

（多い）を含む

3 3tr 須恵器 高杯 SX01 10.5 10.0 
9.0

（脚
径）

11/12 密 灰色（N7/0）
ナデ、カキメ（８～
９条/６㎜）

相対して２か所に透し
孔

5 2tr 須恵器 杯蓋 １号墳 主体部 13.6 （3.5） -
口縁
1/12

やや
粗

灰色（N5/0） ナデ
胎土に1㎜以下の白い粒

（多い）・茶色い粒（少し）
を含む

6 2tr 須恵器 杯蓋 1号墳
南東側
投墳丘
盛り土

13.2 （3.7） -
口縁
3/12

やや
粗

灰白色
（2.5Y7/1）

ナデ、ケズリ
胎土に0.5～2㎜の白い
粒・1㎜以下の黒い粒・
灰色の粒を含む

8 2tr 須恵器 杯蓋 1号墳
南西墳
丘盛り

土
13.1 3.9 - 3/12

やや
粗

灰白色
（2.5Y8/2）

ナデ、ケズリ

胎土に1㎜の白い粒・半
透明の粒・透明の粒・
灰色の粒・黒い粒を含
む、焼きが甘く器表の
摩滅著しい

9 2tr 須恵器 杯蓋 １号墳
SX01　
玄室内

9.4 3.7 - 9/12 密 灰白色（N7/0）
ナデ、ケズリ、ヘラ
切り痕

10 2tr 須恵器 杯蓋 -
墳丘盛
り土

13.2 4.3 -

口縁
6/12　
全体
9/12

粗 灰白色（N8/0）
ナデ、ケズリ、一方
向ナデ

11 2tr 須恵器 杯蓋 1号墳
石室内
撹乱

14.6 3.9 - 3/12 粗
灰白色

（2.5Y8/1）
ナデ、ケズリ、一方
向ナデ

12 2tr 須恵器 杯蓋 １号墳 SX01　 14.0 4.0 -
口縁

1.5/12
やや
粗

灰色（N6/0）
ナデ、ケズリ、ナデ
のち一方向ナデ

13 2tr 須恵器 杯蓋 -
墳丘盛
り土

14.3 3.8 - 6/12
やや
密

灰色（N6/0）
ナデ、ケズリ、ヘラ
切り痕あり、ナデの
ち不定方向ナデ

14 2tr 須恵器 杯身 -
SX01　
墳丘

12.9 - -
ほぼ完

形
密

灰白色
（7.5Y7/1）

ナデ、回転ヘラケズ
リ、未調整

15 2tr 須恵器 杯身 -
墳丘盛
り土

12.5
　受
け

部径
14.6

4.0 - 10/12
やや
密

灰色（N6/0）
ナデ、ケズリ、ヘラ
切り痕、不定方向ナ
デ

外面全体に薄く自然釉
がかかる

16 2tr 須恵器 杯身 1号墳 - 12.7 4.0 - 6/12
やや
粗

灰白色（5Y7/1）
ナデ、ケズリ、ヘラ
切り痕、一方向ナデ

17 2tr 須恵器 杯身 -
墳丘盛
り土

12.6 3.4 - 11/12
やや
粗

灰白色
（2.5Y8/1）

ナデ、ケズリ、ヘラ
切り痕

18 2tr 須恵器 杯身 - SD33

12.3
　受
部径
14.8

4.1 -
口縁
1/12

やや
粗

灰色（N6/0）
ナデ、ケズリ、一方
向ナデ　

他の器との溶着あり、
胎土に1㎜程度の白・茶

（少し）・半透明・黒い
粒を含む

19 2tr 須恵器 杯身 - SK01 12.3 3.8 - 9/12 密

灰色（N5/0）、
立ち上がり部
分から内面に
かけて灰白色

（N7/0）

ナデ、ヘラ切り痕

20 2tr 須恵器 杯身 1号墳
閉塞石
付近

11.8 4.0 -
ほぼ完

存
密 灰色（N6/0）

ナデ、回転ヘラケズ
リ、不定方向ナデ

21 2tr 須恵器 杯身 -
墳丘盛
り土

12.3 3.9 - 11/12 密 灰色（N6/0）
ナデ、回転ヘラケズ
リ

ヘラ記号あり

22 2tr 須恵器 杯身 1号墳 SX01 12.4 （2.7） -
口縁
2/12

密
灰白色

（2.5Y7/1）
ナデ

胎土に1㎜以下の白い
粒・0.5㎜以下の黒っぽ
い粒を含む
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番号
トレ
ンチ

種類 器種
古墳・
遺構・

地区・出
土地点

口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 胎土 色　調 調　整 備　　考

23 2tr 須恵器 杯身 1号墳
羨道東

側
10.4 4.0 - 8/12 密

外面：灰色
（N5/0）　断面：
紫灰色（5P6/1）

ナデ、ケズリ、一方
向ナデ、不調整

ヘラ記号あり

24 2tr 須恵器
短頸
壺

1号墳
南東側
　投棄

土

頸部
径7.7

- 10/12
やや
密

灰色（N6/0） ナデ、ケズリ

25 2tr 須恵器 甕 - - 13.2 （3.6） -
口縁
4/12

やや
密

灰色（N6/0） ナデ、円心状タタキ

26 2tr 須恵器
脚付

長頸壺
口縁

- 主体部 9.2 - -
口縁
5/12

密
外：暗灰色

（N3/0）　内：
灰白色（N7/0）

ナデ、カキメ（8～9
条/㎝）

27 2tr 須恵器
脚付
長頸
壺

- -
頸部
径6.0

29.4 12.4 

口縁部
6/12　
体部
10/12
　台部
3/12

やや
密

灰色（N6/0）

ナデのちカキメ、ナ
デ、カキメ（６条/９
㎜）のちナデによる
ナデ消し、刻み目（６
条９㎜）、ナデのち
雑なカキメ（６条/９
㎜～７条/1.1㎝）、ナ
デ

三方に透し孔

28 2tr 須恵器 脚付
長頸壺 １号墳 - 8.4 21.1 14.4 8/12

やや
粗

灰色（N5/0）
ケズリのちナデ、カ
キメ（９～10条/㎝）

29 2tr 須恵器
脚付

長頸壺
脚部

1号墳 -
台部
径

15.3
9.6 - 9/12 密 青灰色（5B6/1）ナデ ２段３か所透し孔

30 2tr 須恵器 長頸壺
脚部 １号墳 SX01　 - 6.0 

13.5
（脚
径）

9/12 密 灰色（N5/0） ナデ 外面灰かぶり

31 2tr 須恵器 脚部 1号墳 - - （6.5）
14.3

（脚
径）

7/12 密 灰色（N5/0） ナデ

透し（三方向）、胎土に
0.5～3㎜の白い粒・1㎜
の半透明の粒を含む、
外面一部が黒っぽい

32 2tr 須恵器
高杯
杯部

1号墳
南東側
墳丘盛
り土

12.2 （5.1） -
口縁
3/12

やや
粗

灰色（N6/0）
ナデ、櫛描き列点文、
不定方向ナデ、部分
的に強いナデか

透し痕（三方向にあると
思われる）、胎土に0.5
～1㎜の白い粒・黒い粒・
2㎜ほどの白い粒・黒い
粒混じる

33 2tr 須恵器 蓋 1号墳
南東側
墳丘盛
り土

11.7 （3.8） -
口縁
4/12

密 灰色（N6/0）
ナデ、スス付着か、
沈線

内外共にスス付着か、
焼きひずみあり

34 2tr 須恵器 高杯 - - 9.4 12.4 
11.2

（脚
径）

11/12 密

外面：灰色
（N5/0）　断
面：灰赤色
（10R6/2）

ナデ、カキメ痕（7条
/㎝）、絞り痕、不定
方向ナデ

35 2tr 須恵器 高杯 - 主体部 9.4 9.3 
8.0

（脚
径）

7/12 密 灰色（N6/0）
ナデ、ケズリ、カキ
メ（７条/㎝）

４か所透し孔

36 2tr 須恵器 高杯 1号墳
南東側
墳丘盛
り土

11.2 16.4 -
ほぼ完

存
密 灰色（N6/0）

37 2tr 須恵器 高杯 1号墳
南東側
墳丘盛
り土

10.8 15.0 
11.6

（脚
径）

5/12 密 灰色（N4/0）
ナデ、ケズリ、不定
方向ナデ

39 2tr 須恵器 1号墳
墳丘盛
り土

12.4 16.7 -

口縁残
存率
3/12

（全体
6/12）

密・
精良

外面：暗灰色
（N3/0）、底
部付近は灰色
（N4/0）、断
面：灰赤色
（2.5R5/2）

ナデ、ケズリ

頸部は線刻を施したの
ちに二条の沈線を施す、
透し孔、自然釉がかか
る

38 2tr 須恵器 高杯 1号墳
南西東
側墳丘
盛り土

11.5 15.7 - 8/12 密 灰色（N5/0） ケズリ

１対の２段透かし、内
面に絞り痕あり、全体
に自然釉がかかり器表
の荒れが目立つ
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番号
トレ
ンチ

種類 器種
古墳・
遺構・

地区・出
土地点

口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 胎土 色　調 調　整 備　　考

40 2tr 須恵器
広口
壺

1号墳 - 12.3 （20.5） -
口縁残
存率完

存
粗

灰白色
（2.5Y7/1）～黄
灰色（2.5Y4/1）

ナデ、タタキ（８条
２㎝）、同心円のタ
タキ痕

41 2tr 須恵器
広口
壺

-
墳丘盛
り土

10.8 17.8 - 6/12 密 灰白色（N7/0）
ナデ、ケズリ、粗い
カキメ（５条/㎝）程
度

外面全体に灰がかぶる、
内面～肩部と底部以外
に灰がかかる

42 2tr 須恵器 平瓶 1号墳
拡張重
機掘削

7.0 16.8 -
7/12底
部完存

密 灰色（N6/0）
ナデ、カキメ（8条/
㎝）

最大径より上部（体部外
面）・内面底部・口縁部
内面に自然釉かかる

43 2tr 須恵器 杯蓋
西側重
機掘削

つま
み径
2.4

2.4 
計測不

可
やや
粗

灰色（N5/0） ナデ、ケズリ

44 2tr 須恵器 杯Ｂ -
墳丘上
盛り土

13.0 （3.2） -
口縁
2/12

やや
粗

灰白色（N7/0） ナデ、ケズリ
胎土に1㎜以下の黒い
粒・0.5㎜以下の白い粒
を含む

45 2tr 須恵器
長頸
壺

- - 8.0 15.0 8.8 6/12 密 灰色（N6/0）
ナデ、高台貼り付け、
絞りのちナデ

黒っぽい部分あり

46 2tr 土師器 高杯 - -
脚径
10.4

（9.0） - 6/12 密
橙色

（2.5YR6/6）

ヨコナデ、ナデ、絞
り痕、工具によるヨ
コナデ、杯上部との
接合か

胎土に0.5㎜以下の白い
粒（少し）・雲母を含む

47 2tr 土師器 壺 1号墳
羨道東

側
頸部
径6.1

（9.6） -
計測不

可
粗

浅黄橙色
（7.5YR8/4）

ヨコナデ、摩耗著し
く調整不明良

体部外面に黒斑あり

48 2tr 土師器 皿 -
南壁区
画境落
ち込み

6.8 1.1 - 9/12 密
浅黄橙色

（10YR8/3）

ヨコナデ、ユビオサ
エのち軽いヨコナ
デ、一方向にナデ上
げ、底部未調整（軽
くナデている）

胎土に0.5㎜以下の半透
明・黒・白の粒を含む

49 2tr 土師器 皿 1号墳
南東側
精査中

8.3 1.2 - 3/12 密
浅黄橙色

（7.5YR8/4）
一定方向にナデ上
げ、ユビオサエ

口縁端部（内外に）にス
ス付着、胎土に1㎜以下
の茶色い粒・0.5㎜以下
の透明の粒（少量）含む

50 2tr 土師器
羽釜
口縁
部

-
南東側
精査中

16.9 （4.9） - 1/12 密
浅黄橙色

（7.5YR8/3）

回転ナデ、指頭圧痕、
ハケの痕跡（9～10条
/㎝）、粘土継ぎ目痕

外面全体にスス付着、
胎土に0.5㎜以下の黒・
半透明の粒・極細粒の
白い粒含む（3㎜大も混
じる）

51 2tr 土師器 羽釜 -
南東側
精査中

鍔部
径

30.5
（3.6） - 1/12 密

浅黄橙色
（7.5YR8/4）

摩滅著しい、ハケの
痕跡か

スス付着、胎土に0.5㎜
以下の白・黒・半透明
の粒を含む

52 2tr 土師器 羽釜 - -
鍔部
径

21.7
（7.5） - 2/12 密

浅黄橙色
（7.5YR/8/3）

ヨコナデ、ユビオサ
エ、粗いハケのよう
な工具痕　ミガキあ
りか

外面全体にスス付着、
胎土に0.5㎜以下の黒っ
ぽ粒・1㎜以下の透明の
粒を含む

65 16tr 須恵器
壺頸
部

2号墳
SD05（周

溝）
- （4.4） - 2/12 密

暗青灰色
（5B4/1）

ナデ、波状文（9～10
条/㎝）程度

破片最大径：14.4㎝

66 16tr 須恵器
高杯
杯部

2号墳 石室 11.0 （3.5） - 4/12 堅致
黄灰色

（Hue2.5Y5/1）
ナデ、ヘラケズリ、
沈線

67 16tr 土師器 壺 2号墳 - 9.8 7.55 - 3/12 軟
明赤褐色

（2.5YR5/6）
ユビオサエ、ハケ 底部にスス付着

68 16tr 須恵器 2号墳 石室内 10.8 13.9 - 11/12 密

外面：暗灰色
（N3/0）、断
面：灰赤色
（2.5R5/2）

ナデ、ケズリ 自然釉かかる、透し孔

69 16tr 土師器 壺 SX50 石室内 10.8 10.1 - 7/12
やや
密

にぶい橙色
（7.5YR7/4）

細かいハケ（8本
/12cm）、底部ケズ
リ

0.5～1.5㎜の赤茶色の粒
（多い）・1～3㎜の白い
粒・1㎜以下の透明の粒

70 16tr 土師器 杯Ｃ - 羨道 16.6 5.4 -
口縁
3/12

やや
密

橙色
（7.5YR6/8）

ヨコナデ、放射状の
ミガキ

７ 2tr 須恵器 杯蓋 1号墳 - 14.2 4.0 - 10/12
やや
密

灰色（N6/0）
ヨコナデのち不定方
向ナデ、ヘラケズリ
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番号
トレ
ンチ

種類 器種
古墳・
遺構・

地区・出
土地点

口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 胎土 色　調 調　整 備　　考

72 16tr 土師器 皿 SX53 - 10.0 1.8 - 完存 密
浅黄橙色

（7.5YR8/3）

ヨコナデ、一方向ナ
デ、強いヨコナデ、
粘土継ぎ目痕か

1㎜の白い粒を少し含む

73 16tr 土師器 皿 SX53 - 10.2 2.0 - 6/12 密
橙色

（7.5YR7/6）

ヨコナデ、ナデ、ユ
ビオサエ、一方向ナ
デ

74 16tr 土師器 皿 SX53 - 10.0 1.4 - 9/12
やや
密

浅黄橙色
（7.5YR8/3）

ヨコナデ、一方向ナ
デ、ナデ上げ痕あり、
細かい指頭圧痕あり

0.5㎜以下の砂粒を少し
含む

75 16tr 土師器 皿 SX53 - 10.0 2.0 - 8/12 密 橙色（5YR6/6）
ヨコナデ、ナデ、ユ
ビオサエ、一方向ナ
デ

粘土痕あり

76 16tr 土師器 皿 SX53 南東区 14.2 2.75 - 5/12 密
にぶい橙色

（7.5YR7/3）

ヨコナデ、一方向ナ
デ、ユビオサエ、ナ
デ痕

0.5㎜以下の白い粒・赤
茶色の粒（少し）含む

77 16tr 土師器 皿 SX53 第７層 15.0 3.1 - 10/12
やや
密

明赤褐色
（2.5YR5/6）

ヨコナデ、ケズリ痕
跡、ユビオサエ

1～3㎜の白い粒・1㎜の
赤茶色の粒・黒い粒を
含む

78 16tr 土師器 皿 SX53 南西区 14.0 2.5 - 3/12
やや
密

浅黄橙色
（7.5YR8/3）

ヨコナデ、ユビオサ
エ

1～2㎜の半透明の粒・1
㎜以下の白い粒・灰色
っぽい粒を含む

79 16tr 土師器 皿 SX53 南東区 15.3 3.1 - 4/12
やや
粗

橙色（5YR6/6）
ヨコナデ、ユビオサ
エ

0.5～1.5㎜の赤茶色の粒
（多い）・1～3㎜の白い
粒・1㎜以下の透明の粒

80 16tr 瓦器 椀 SX53 第７層 15.0 3.9 -
口縁
9/12

密 灰色（N4/0） ミガキ
胎土に0.5㎜以下の白い
粒・薄茶色の粒（少し）
含む

81 16tr 瓦器 椀 SX53 - 15.2 5.4 - 7/12 密 灰色（N5/0）
ナデ後ミガキ、ミガ
キ、貼り付け高台、
沈線

ハケらしきものが見込
みに見られる

82 16tr 瓦器 椀 SX53 - 16.2 5.1 - 6/12 密 灰色（N4/0）

ヨコナデ後ミガキ　
ナデ　、ミガキ　指
頭圧痕多数あり、貼
り付け高台、沈線

焼き歪みのため口径に
誤差あり

83 16tr 瓦器 椀 SX53 南西区 14.0 3.6 - 1.5/12 密 灰白色（N7/0） やや粗いミガキ 10YR8/2がかっている

84 16tr 瓦器 椀 SX53 第９層 15.4 5.3 - 2/12 密 灰色（N6/0）
ヨコナデ、やや密な
ミガキ、高台貼り付
けに伴うナデ

細い線刻のような工具
痕

85 16tr 瓦器 椀 SX53 第８層 14.4 5.6 - 2/12
やや
密

灰色（N5/0）
粗雑な貼り付け高
台、ミガキ

器表の磨滅のため外面
のミガキは不明瞭、胎
土に0.5㎜以下の白い
粒・灰色っぽい粒を少
し含む

86 16tr 瓦器 椀 SX53 第８層 14.5 4.7 -
口縁
3/12

密 灰白色（N7/0） ヨコナデ後ミガキ
胎土に0.5㎜以下の薄茶
色の粒を少し含む

87 16tr 瓦器 椀 SX53
第８層

（黒色土
炭層）

14.7 5.3 - 5/12 密 灰色（N6/0）
やや強めのヨコナ
デ、ミガキ、高台貼
り付けに伴うナデ

88 16tr 土師器 鍋 SX53 第８層 25.5 10.75 - 3/12
やや
密

灰白色
（10YR8/1）

ナデ、口縁部ヨコナ
デ

全体にスス付着

89 16tr 土師器 羽釜 - - 20.8 6.2 -
口縁
2/12

密
黄橙色

（7.5YR7/8）
ナデ、ナデ後ユビオ
サエ、指頭圧痕多数

90 16tr 土師器 羽釜 - - 22.1 6.5 -
口縁
2/12

密
橙色

（7.5YR7/6）

ナデ、ユビオサエ　
指頭圧痕、ハケの痕
跡か、工具によるナ
デか

スス付着

91 18tr 土師器 杯Ｃ 3号墳 - 10.7 3.1 ‐ 1/8 良好 橙色（5YR6/6）
内面：放射状ミガキ、
ユビオサエ

92 17tr 土師器 壺 3号墳 - 8.0 6 - 1/12 良好 橙色（5YR6/6）ケズリ

95 17tr 須恵器 杯 ４号墳 - 11.7 4.5 完形 良好
青灰色（５

B6/1）
ナデ、天井部ケズリ

96 17tr 須恵器
壺口
縁部

SX53 - 7.8 7.2 
口縁
2/12

やや
粗

灰色（N5/0） ナデ 焼きぶくれが見られる
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報告
番号

種類 地区名 出土地点 長さ（cm）A 幅（cm）B 重さ（g） 備　　考

55
有頭有茎

鏃
2tr １号墳左側壁　奥壁 13.2 

2.05（鏃身部）　6.55（頸部）
　4.6（茎部）

16.6 
鏃身外形は三角形　断面形：
方形

56 槍鉋か 2tr １号墳 8.1 0.9～1.6 20.0 

57 鉄釘 2tr １号墳羨道入口前（墓道） 4.2 0.5～0.85 2.6 

58 鉄釘 2tr １号墳南西部攪乱 4.4 0.2～0.5 - 完存と思われる

59 鉄釘 2tr １号墳 3.4 0.6～1.6 4.8 

60 鉄釘 2tr １号墳 3.0 0.2～1.0 2.0 

付表４　北大塚古墳・大塚遺跡　鉄器一覧

報告
番号

種類
トレン
チ名

出土古墳
中空or中

実
幅（cm）A

長さ
（cm）B

厚さ
（cm）C

重さ（ｇ） 材質 色 備　　考

61 銅地金貼耳環 2tr 1号墳羨道内 中実 3.3 2.9 0.7 21.1 銅・金貼 淡緑青 中実耳環

62 銅地銀貼耳環 2tr １号墳墳丘上 中実 2.8 2.6 0.5 8.4 銅・銀貼
つや消し銀色

（変色）
銀環

63 銅地銀貼耳環 2tr 墳丘盛土撹乱 中実 2.8 2.6 0.5 8.3 銅・銀貼
つや消し銀色

（変色）
銀環

71 銅地金貼耳環 16tr
２号墳石室内
炭化物層直下

中実 2.8 2.8 0.8 3.9 銅・金貼 金色 中実耳環

93 銅地金貼耳環 17tr ３号墳墓壙内 中空 (3.2) 3.1 1.0×0.9 5.9 銅・金貼 金色 中空耳環

94 銅地金貼耳環 17tr ３号墳墓壙内 中空 2.8 3.0 1.0 4.6 銅・金貼 金色 中空耳環

付表５　北大塚古墳・大塚遺跡　耳環一覧

報告
番号

種類 地区名 出土地点 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（ｇ） 材質

4 石鏃 13tr 平面精査 (1.5) 1.6 0.2 0.3 サヌカイト

64 石鏃 2tr 墳丘盛土攪乱 2.0 1.3 0.27 0.6 サヌカイト

付表６　北大塚古墳・大塚遺跡　石器一覧
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５．平成29年度金堀遺跡発掘調査報告

１ ．は じ め に

今回の発掘調査は一般国道163号精華拡幅事業に先立って実施した。発掘調査地点は京都府相

楽郡精華町山田金堀に所在し、遺物散布地である金堀遺跡範囲内に含まれる。金堀遺跡では須恵

器・土師器の破片が発見されているが、遺跡の時期等の特定はできていない。

発掘調査対象地は、現在の山田川の河道を挟み南北2か所に分かれ、両地点ともに調査前は耕

作地として利用されていた。

発掘に際しては地元の山田区、光が丘幼稚園、精華町教育委員会からご協力とご指導をいただ

いた。記してお礼申し上げたい。

なお、発掘調査に係る経費は全額国土交通省が負担した。

〔調査体制等〕

現地調査責任者　調査課長　　　　　　　　　　　小池　寛

調 査 担 当 者　調査課課長補佐兼調査第２係長　中川和哉

　　　　　　　　　同　　　　　　　　　副主査　竹原一彦

調　査　場　所　京都府相楽郡精華町山田金堀

調　査　期　間　平成29年４月20日～５月18日

調　査　面　積　110㎡

２ ．位 置 と 環 境

発掘調査地である金堀遺跡は、木津川支流の山田川の両岸に広がる遺跡である。遺跡は氾濫原、

段丘、丘陵斜面に展開する。現在の山田川の河道は、住宅開発に伴う浚渫工事によってその川底

が低く掘削されているが、周辺の段丘崖の観察から本来は氾濫原の規模が大きな蛇行河川と推測

できる。山田川は平安時代から鎌倉時代ごろまで相良川と呼ばれ、江戸時代には山田渓や三本松

渓と呼ばれた。

現在、山田川に沿って国道163号が通っているが、古来大坂街道と呼ばれ、大阪や三重方面に

至る街道として賑わっていた。また、恭仁京があった時期には、難波宮と通じ中国地方に向かう

山陽道の候補としても挙げられている。

山田川に沿って耳所遺跡、乾谷大崩遺跡、乾谷遺跡、石原遺跡、石榴川原遺跡、金堀遺跡とい

った遺物散布地が多く所在する。流域の最も古い遺跡は木津川市樋ノ口遺跡で、縄文時代の打製

石鏃や石匙が出土している。乾谷遺跡では弥生時代の粘板岩製の磨製石包丁が採取されている。

古墳時代の集落としては木津川市相楽遺跡があり、古墳時代前期の土師器がまとまって出土して

いる。山田川流域の古墳については、終末期古墳である石のカラト古墳以外発見されていないが、

樋ノ口遺跡では古墳時代後期の埴輪と勾玉が発見されており、周辺に後期古墳があった可能性が
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第１図　調査地位置図及び周辺主要遺跡分布図（国土地理院　1/25,000　奈良）

１．金堀遺跡 ２．平林遺跡 ３．乾谷城山城跡  ４．乾谷遺跡
５．耳所遺跡 ６．乾谷大崩遺跡 ７．石原遺跡 ８．石榴川原遺跡
９．得所瓦窯跡 10．乾谷窯跡群 11．大平遺跡 12．石のカラト古墳 
13．相和遺跡 14．下条遺 跡 15．新殿神社遺跡1 16．上河原遺跡
17．新蓮寺跡 18．樋ノ口遺跡 19．中島遺跡 20．南稲遺跡  
21．大福遺跡 22．相楽遺跡 23．鶴ノ町遺跡 24．八ヶ坪遺跡
25．曽根山遺跡 26．宮ノ口遺跡

第２図　調査トレンチ配置図
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第３図　金堀遺跡トレンチ平面図及び土層断面図
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指摘できる。

奈良時代に入ると平城京に供給するため、乾谷窯跡群や得所瓦窯跡が造られる。また、樋ノ口

遺跡では築地跡と奈良時代には貴重品であった施釉陶器が多く出土し、遺跡については『興福寺

官務牒疏』に言う山田寺跡とする説や離宮説などが存在する。

平安時代から中世の間は、乾谷と柘榴は戌亥荘に含まれ、在地領主として柘榴氏、乾谷氏が登

場する。乾谷城山城跡が乾氏の築いた城とされている。

３ ．調 査 概 要

発掘調査対象地内に２か所のトレンチを設け、北側を１トレンチ、南側を２トレンチとした。

１トレンチでは発掘調査地では掘削深度が深いことが予測され、北側を走る町道乾谷山田線の

路肩損傷を防ぐため、道路側に鋼矢板による土止めを施し調査を実施した。

第１トレンチは長辺約15ｍ、短辺約4.7ｍ、面積70㎡の細長い調査区を町道に並行して設定した。

基本層序は耕作土の下には粘土層が水平に堆積し、その下には山田川本流が作ったラミナ構造

を見せる堆積層が地表下２mまで堆積していた。この４層の砂礫層を削り込むように丘陵側から

流れ込んだ小河川の氾濫を伴う堆積物が確認できる。

粘土層上面及び４層上面において精査作業を実施したが、遺構、遺物は検出することができな

かった。

２トレンチは長辺約20ｍ、短辺約２ｍ、面積40㎡の細長い調査区を国道163号に並行して設定

した。

基本層序は上から耕作土、床土、厚さ20㎝前後で水平に堆積する砂層でその下では、山田川本

流が作ったラミナ構造を見せる堆積層が地表下1.3mまで堆積していた。調査対象地が狭小であ

ることから安全のため1.3ｍ以上の掘削は行わなかった。３層上面及び４層上面で遺構検出作業

を実施したが遺構、遺物を検出することができなかった。

４ ．ま と め

今回の発掘調査では遺構、遺物を検出することができなかった。２つのトレンチとも山田川本

流起源の洪水堆積物が厚く堆積していることから、遺構は残っていないものと考えられる。現在

の町道より北側に段丘面や丘陵地がある事から遺跡の中心は、河川の影響の少ない標高の高い部

分に存在しているものと想定できる。

（中川和哉・竹原一彦）

参考文献

精華町史編纂委員会編『精華町史』本文編　1996

奥田裕之「山田川沿いの歴史と史跡」（『波布理曽能』第２号　精華町の自然と歴史を守る会）　1985

福山博章・村田和弘「平成26年度一般国道163号精華拡幅事業関係遺跡」（『京都府遺跡調査報告集』第

165冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2016
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６．平成28年度天神山古墳群第２次発掘調査報告

１ ．は じ め に
天神山古墳群は、木津川市木津天神山所在の通称「天神山丘陵」上に立地する古墳群である。

今回の調査は、一般国道163号木津東バイパス建設事業に伴って国土交通省近畿地方整備局京都

国道事務所の依頼を受けて実施した。

現地調査にあたっては、京都府教育委員会、木津川市教育委員会、京都府立山城郷土資料館の

ご指導、ご協力を得た。記して感謝いたします。また、調査期間中ならびに本報告に記載した国

土座標は、世界測地系（第Ⅵ座標系）を使用した。なお、調査にかかる経費は、全額国土交通省近

畿地方整備局京都国道事務所が負担した。

〔調査体制等〕

現地調査責任者　調査課長　　　　　　　小池　寛

現地調査担当者　調査課調査第２係長　　中川和哉

　　　　　　　　　同　　　主　　任　　福山博章

　　　　　　　　　同　　　調 査 員　　藤井陽輔

調　査　場　所　京都府木津川市木津天神山

調　査　期　間　平成28年８月１日～９月９日

調　査　面　積　370㎡

２ ．周 辺 の 地 形 と 遺 跡
天神山古墳群は前方後円墳とされる２基を含む、３号墳から11号墳の計９基の古墳から構成

される。古墳群が所在する通称「天神山丘陵」は木津川支流の井関川の右岸に位置する最高所

94.1ｍの丘陵である。天神山丘陵は、粘土と砂礫によって構成される大阪層群によって形成さ

れている。特に大阪層群に含まれる良質な粘土は、瓦や土器の材料として古代から利用されて

きた。また丘陵裾部には、式内社である岡田国神社が鎮座している。岡田国神社は江戸時代に

天神社として信仰を集め、丘陵はこの天神社にちなみ命名されている。

天神山古墳群が所在する天神山丘陵の周辺には、岡田国遺跡をはじめ、数多くの遺跡が所在す

ることがこれまでの調査で判明している。天神山丘陵南麓の西南西に開く谷部には、国史跡であ

る神雄寺跡や馬場南遺跡が所在する。

周辺で最も古い遺跡は岡田国遺跡で天神山丘陵裾部の神社境内からサヌカイト製の石器が出土

している。旧石器時代から弥生時代に作られたものと考えられる。

馬場南遺跡では文廻池の東斜面地で、弥生時代中期後葉の方形周溝墓（天神山１号墓）１基を確
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認したほか、弥生土器や石包丁などが出土している。生活をした住居などは現在のところ確認さ

れていない。天神山丘陵北東の丘陵には、弥生時代後期前半の高地性集落である木津城山遺跡が

所在する。30基を超える竪穴式住居が検出されたほか、墓域の存在も確認されている。

井関川の対岸の丘陵上には古墳時代中期の方墳である西山１号墳、２号墳、円墳の西山塚古墳

が作られる。また、木津城山遺跡では、古墳時代後期に横穴式石室を持つ古墳が作られた。

天神山丘陵北西、岡田国神社南東の丘陵斜面には７世紀末から８世紀初頭頃の須恵器窯である

大谷窯跡が所在する。遺跡周辺には鹿背山瓦窯跡群をはじめ平城宮に供給した瓦窯跡が点在する

が天神山丘陵では大谷窯跡以外の窯跡は未発見である。

丘陵南側の裾部から斜面地にかけては奈良時代から平安時代の神雄寺跡があり、調査によって

川跡や堤、掘立柱建物といった遺構が検出された。また、大量の土師器が川跡に廃棄された状態

第１図　調査地位置図及び周辺遺跡分布図（国土地理院　1/25,000　奈良）
１. 天神山古墳群  ２．大谷窯跡  ３．史跡 神雄寺跡（馬場南遺跡） ４．岡田国遺跡
５．奈良道遺跡  ６．八後遺跡  ７．作り道遺跡  ８．田中遺跡
９．鶴ノ町遺跡  10．吐師津遺跡  11．木津遺跡  12．木津平城跡
13．上津遺跡  14．燈龍寺遺跡  15．燈龍寺廃寺  16．内田山古墳群
17．内田山遺跡  18．釜ヶ谷遺跡  19．菰池遺跡  20．赤ヶ平遺跡
21．白口遺跡  22．鹿背山瓦窯跡群 23．片山遺跡  24．木津城山遺跡
25．片山古墳群  26．菩提遺跡  27．西山古墳群  28．西山遺跡（西山古墓）
29．瓦谷古墳群  30．瓦谷遺跡  31．古川遺跡  32．弓田遺跡  
33．辰ヶ坪遺跡
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第２図　天神山古墳群第２次調査　トレンチ配置図
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第３図　１・２トレンチ平面図と１トレンチ土層柱状図
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で検出されたほか、多くの遺物が出土した。木津川市教育委員会による発掘調査では、須弥壇や

多重塔と推定される心礎をもつ礎石建物などが確認された。遺構や遺物の性格から、神雄寺跡は

８世紀中葉に創建され、徐々に伽藍などが整備されるが、８世紀末には中心施設が廃絶、一部存

続した塔も10世紀前葉までには廃絶したと理解される。

南隣の丘陵では鉄製の墓誌を伴う奈良時代から平安時代の墓である西山古墓がある。中世には

木津城山遺跡の場所に木津城跡が築かれた。

以上のように、天神山古墳群が所在する丘陵には大谷窯跡や馬場南遺跡、神雄寺跡が営まれた

ことがこれまでの調査で明らかとなっている。さらに周辺には、木津城山遺跡や木津城などもみ

られ、天神山丘陵周辺の土地利用が古来より盛んであったことがわかる。

３ ．既 往 の 調 査 の 成 果

天神山丘陵周辺では、これまで関西文化学術研究都市の整備事業に伴う発掘調査が断続的にお

こなわれている。平成９年度には当センターにより天神山古墳群の北東に位置する木津城跡、木

津城山遺跡、片山古墳群とともに天神山古墳群の第１次発掘調査が実施された。

第１次調査では周知の１号墳と２号墳、及び踏査により確認された古墳状の隆起に対して、古

墳の正否の確認のためのトレンチを設定して発掘調査を実施した。調査の結果、１号墳では自然

地形が認められ、古墳でないことが判明した。２号墳についても人為的な改変は認められるもの

の、埋葬施設や周濠が認められないことから古墳でないことが明らかになった。他の古墳状隆起

に設定したトレンチでも自然地形を確認したが、一部で丘陵尾根の頂部から斜面方向に直交して

第４図　３トレンチ平面図と土層柱状図
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掘られた溝状の遺構、ＳＸ07とＳＸ08を確認した。ＳＸ07では堆積土に焼土や炭が混じり、埋土

下層からは弥生時代後期前葉の遺物が出土した。ＳＸ08では埋土上層から奈良時代の須恵器が出

土した。

以上のように、天神山古墳群のうち１号墳と２号墳は発掘調査がおこなわれ、古墳ではないこ

とが明らかとなっている。

４ ．調 査 の 概 要

今回の調査では、京都府遺跡地図に天神山３号墳～７号墳として登録されている地点と平坦面

にトレンチを６か所設定して調査を行った。トレンチ番号は西側から割り振った。現地調査は、

すべて人力による掘削を行った。各トレンチについては測量及び写真による記録作業を行った。

総調査面積は360㎡である。

１トレンチ　天神山７号墳の確認を目的として設定したトレンチで、東西長28ｍ、南北長11ｍ、

幅２ｍ、面積は75㎡である。標高が高い地点から順に西側に向かって伸びる斜面、西側に眺望が

広がる標高73.5ｍから74ｍを測る狭いテラス状の地形、北側に向かって伸びる斜面に位置するの

で、テラス状地形を基に十字形のトレンチを設定した。トレンチの標高は約66.8～74.9ｍで比高

差は約８ｍである。表土の直下で２層及び３層上面で遺構精査したが、盛り土や溝などの遺構は

確認できなかった。トレンチ西側で断ち割り調査を行ったが、土層の変化は確認できなかった。

第５図　４トレンチ平面図と土層柱状図
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表土の直下で甕の破片（図７－１）を含む須恵器片３点と土師器片１点が出土した。

２トレンチ　天神山６号墳の確認を目的として設定したトレンチで、東西長19.5ｍ、南北長約

18ｍ、幅２ｍ、面積は63㎡である。調査前の現地では高まりが認められた。高まりを中心として

十字形にトレンチを設定した。調査の結果、表土の直下の２層上面で遺構精査したが、盛り土な

どの遺構は確認できず、調査前に確認した高まりは自然地形であると判断した。遺物も出土しな

かった。

３トレンチ　前方後円墳として登録される天神山５号墳の確認を目的として設定したトレンチ

である。長さ約27.5ｍ、幅２ｍ、面積は58㎡である。現地は標高82.5ｍ～83mに位置する南北に

伸びる尾根稜線上の平坦面である。北側に平面円形の攪乱が認められた。表土の直下２層及び３

層上面で遺構精査したが、遺構は確認できなかった。トレンチの東壁に沿って断ち割り調査を行

ったが土層の変化はみられなかった。表土直下で須恵器片が２点、土師器片が２点、器種不明の

土器が１点出土した。

４トレンチ　天神山４号墳の確認を目的として設定したトレンチで、南西に伸びる舌状の尾根

稜線上に位置し、一部で平坦面らしき状況が認められた。トレンチは長さ約24ｍ、幅約２ｍ、面

積は51㎡、標高は72.0ｍから77.5ｍで比高差は5.5ｍである。表土の直下の２層及び３層上面を遺

第６図　５トレンチ平面図と土層柱状図
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構精査したが、盛り土などの遺構は確認できなかった。表土の直下で土師器片が１点、近世の丸

瓦片が１点（図７－２）、寛永通宝（図７－３）が１点出土した。

５トレンチ　南北に伸びる尾根稜線上の平坦面に設定したトレンチである。長さ約24ｍ、幅約

２ｍ、面積は47㎡、標高は85.7ｍ～86.5ｍである。表土の直下の２層で遺構は確認できなかった。

トレンチの西壁とトレンチ中央部東西方向の３ケ所で断ち割り調査を行ったが、土層の変化はみ

られなかった。遺物も出土しなかった。

６トレンチ　前方後円墳として登録される天神山３号墳の確認を目的として設定したトレンチ

である。本調査では最も高い標高93.9mの頂上に位置し、現地形は円形を呈する。円形の中心部

分を基に十字形のトレンチを設定した。東西長約19ｍ、南北長約24.5ｍ、幅約２ｍ、面積は約76

㎡である。表土の直下の２層及び３層上面で遺構精査したが、盛り土などの遺構は確認できなか

第７図　６トレンチ平面図と土層柱状図
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った。トレンチの東西方向で断ち割り調査を

行ったが、土層の変化はみられなかった。し

たがって、現地形の円形は自然地形であると

判断した。表土直下で須恵器杯身（図７－４）

１点を含む須恵器片が２点、土師器片が３点、

瓦器片が１点、寛永通宝（図７－５）が１点出

土した。

５ ．出 土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、奈良時代か

ら江戸時代の遺物が出土した。いずれも細片

であり、図化できるものは少数である。

１は１トレンチで出土した須恵器の甕の体

部である。焼成は良好で、胎土は密である。

ゆるやかに内湾するが天地は不明である。残

存長６cm、厚さ７cmである。外面は叩き目

が明瞭に遺存する。裏面には当て具痕がみら

れる。当て具痕の単位は段差になって遺存することから強く押し当てたものとみられる。２は４

トレンチで出土した近世の丸瓦である。残存長8.7cm、厚さ２cmである。焼成は良好で、胎土は

やや粗い。凸面には工具で削った後にナデを施す。凹面には木挽き痕がみられる。端部は面取り

する。３は４トレンチで出土した新寛永通宝である。４は６トレンチで出土した須恵器杯身であ

る。器高３cm、厚さ0.6cm、復元径13.8cmである。焼成はやや不良で、胎土は密である。底部か

ら口縁端部が遺存する。体部はナデで調整する。体部と底部の境はさらに回転ヘラケズリを施す。

底部はヘラキリである。５は６トレンチで出土した新寛永通宝である。

６ ．ま と め

本調査では天神山古墳群の確認を目的としたが、盛り土や周溝といった古墳にともなう遺構や、

埴輪等の遺物は検出できなかった。したがって、天神山３号墳～７号墳は古墳でないことを確認

した。第１次調査の際に検出された溝状の遺構等の、古墳時代以外の遺構も確認できなかった。

遺物は、須恵器や土師器、瓦器、近世の瓦、寛永通宝が出土した。

遺構は確認できない一方で古代から近世の遺物が出土したことから、人々の活動をうかがうこ

とができるが、その性格などについては不明である。また、土砂の流出などに伴い、遺構が消失

した可能性も考えられる。

（福山博章・藤井陽輔）

第８図　出土遺物実測図
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図版第 1　月出遺跡

（2）調査区遠景（南東から）

（1）調査区遠景（南西から）



図版第 2　月出遺跡

（1）１トレンチ全景（東から）

（2）１トレンチ全景（北西から）

（3）１トレンチ西壁（東から）



図版第 3　月出遺跡

（1）

（2）

（3）

（1）２トレンチ全景（東から）

（2）２トレンチ全景（南西から）

（3）２トレンチ西壁（東から）



図版第 4　月出遺跡

（1）３トレンチ全景（西から）

（2）３トレンチ全景（東から）

（3）３トレンチ東壁（西から）



図版第 5　月出遺跡

（3）４トレンチ西壁（東から）

（1）４トレンチ全景（北西から）

（2）４トレンチ全景（南から）



図版第 6　月出遺跡

（3）５トレンチ西壁（東から）

（1）５トレンチ全景（北西から）

（2）５トレンチ全景（南から）



図版第 1　東光寺跡

（1）調査地遠景（南から）

（2）調査地遠景（北から）

（3）３トレンチ　完掘状況（西から）



図版第 2　東光寺跡

（1）３トレンチ　完掘状況遠景（南から）

（2）３トレンチ　完掘状況（北西から）



図版第 3　東光寺跡

（1）１トレンチ　重機掘削状況
（南から）

（2）１トレンチ　完掘状況（南から）

（3）１トレンチ　西壁土層堆積状況
（東から）



図版第 4　東光寺跡

（1）２トレンチ　完掘状況（北から）

（2）２トレンチ　西壁土層堆積状況
（東から）

（3）３トレンチ　市道北拡張区完掘
状況（西から）



図版第 5　東光寺跡

（1）３トレンチ　南拡張区完掘状況
（西から）

（2）３トレンチ　西拡張区北壁土層
堆積状況（南から）

（3）市道表土での五輪塔出土状況
（西から）



図版第 6　東光寺跡

（1）３トレンチ 平坦面Ｃ　東光寺
跡遺構面の完掘状況（西から）

（2）３トレンチ 平坦面Ｃ　整地層
除去後の完掘状況（西から）

（3）３トレンチ 平坦面Ｃ　整地層
下の東西方向堆積状況（北から）



図版第 7　東光寺跡

（1）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ03
検出状況（南東から）

（2）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ03
完掘状況（西から）

（3）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ03・
ＳＤ05 完掘状況（北から）



図版第 8　東光寺跡

（1）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ03・
ＳＤ05完掘状況（南西から）

（2）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＤ05
完掘状況（南東から）

（3）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＤ05・
５Ｊ区東壁土層堆積状況

（西から）



図版第 9　東光寺跡

（1）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ04
崩落石検出状況（南西から）

（2）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ04
崩落石検出状況（北西から）

（3）３トレンチ 平坦面Ｃ　ＳＸ04
地輪出土状況（北東から）



図版第 10　東光寺跡

（1）３トレンチ 平坦面Ｄ　柱穴群
検出状況（北西から）

（2）３トレンチ 平坦面Ｄ　柱穴群
完掘状況（西から）

（3）３トレンチ 平坦面Ｃ・Ｄ　
裾部完掘状況（南西から）



図版第 11　東光寺跡

（1）３トレンチ 平坦面Ｅ　
東光寺跡面完掘状況（南西から）

（2）３トレンチ 平坦面Ｅ　
下層遺構完掘状況（西から）

（3）３トレンチ 平坦面Ｅ　ＳＸ02
遺物出土状況（西から）



図版第 12　東光寺跡

（1）東光寺古墳　石室全景（西から）

（2）東光寺古墳　石室全景（南から）



図版第 13　東光寺跡

（1）東光寺古墳　石室上面検出状況
（南から）

（2）東光寺古墳　石室床面上層の
東西畦堆積状況（北から）

（3）東光寺古墳　石室内床面上層の
崩落石の状況（西から）



図版第 14　東光寺跡

（1）東光寺古墳　崩落石の除去後の
状況（西から）

（2）東光寺古墳　崩落石の除去後の
状況（北から）

（3）東光寺古墳　左袖部の掘削状況
（北から）



図版第 15　東光寺跡

（1）東光寺古墳　北半部東壁の土層
堆積状況（西から）

（2）東光寺古墳　南半部東壁の土層
堆積状況（西から）

（3）東光寺古墳　奥壁の石材及び掘
形断面（西から）



図版第 16　東光寺跡

（1）東光寺古墳　石室床面直上の東
西畦（南から）

（2）東光寺古墳　石室床面直上の
南北畦北半部（西から）

（3）東光寺古墳　石室床面直上の
南北畦南半部（西から）



図版第 17　東光寺跡

（1）東光寺古墳　玄室内奥壁
（Ａ群）出土状況（南から）

（2）東光寺古墳　石室内袖部（Ｂ群）
遺物出土状況（北西から）

（3）東光寺古墳　石室内袖部（Ｂ群）
遺物出土状況（西から）



図版第 18　東光寺跡

（1）東光寺古墳　羨道部崩落石
除去後の状況（西から）

（2）東光寺古墳　羨道部床面の排水
溝（南から）

（3）東光寺古墳　石室東側の土層
堆積状況（南から）



図版第 19　東光寺跡

（1）東光寺古墳　玄室床面下面の
状況（南から）

（2）東光寺古墳　玄室床面下面の
状況（西から）

（3）東光寺古墳　羨道部床面下面の
状況（北西から）



図版第 20　東光寺跡

（1）東光寺古墳　石室養生の作業
状況（西から）

（2）東光寺古墳　石室養生の状況
（南西から）

（3）東光寺古墳　石室養生の状況
（北西から）



図版第 21　東光寺跡
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図版第 22　東光寺跡
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図版第 23　東光寺跡
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図版第 24　東光寺跡
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図版第 1　伏見城跡

（1）第１トレンチ全景（南東から）

（2）第１トレンチ西部近景（北東から）



図版第 2　伏見城跡

（1）第１トレンチ近景（西から）

（2）第１トレンチ全景（東から）



図版第 3　伏見城跡

（1）第１トレンチ西部近景（西から）

（2）第１トレンチ杭列近景（西から）



図版第 4　伏見城跡

（1）第１トレンチ杭列近景（北から）

（2）第１トレンチ杭列断ち割り断面（東から）



図版第 5　伏見城跡

（1）第１トレンチ杭列断ち割り断面（東から）

（2）第１トレンチ遺物出土状況（南から）



図版第 6　伏見城跡

（1）第１トレンチ南壁断面（北東から）

（2）第１トレンチ南壁断面（北東から）



図版第 7　伏見城跡

（1）第２トレンチ全景（北から）

（2）第２トレンチ全景（南から）



図版第 8　伏見城跡

（1）第２トレンチ東壁断面（西から）

（2）第２トレンチ東壁断面（南西から）



図版第 9　伏見城跡

（1）土坑４遺物出土状況（南から）

（2）第２トレンチ断ち割り状況（西から）



図版第 10　伏見城跡
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図版第 1　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）１トレンチ全景１（南から）

（2）１トレンチ全景２（北から）

（3）１トレンチ東側拡張前全景
（西から）



図版第 2　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）１トレンチ東側拡張後全景
（北西から）

（2）１トレンチ東側拡張区包含層
断面（北から）

（3）１トレンチ東拡張区遺物
出土状況（北東から）



図版第 3　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ全景（北西から）

（2）２トレンチ西部全景（北西から）

（3）２トレンチ南部全景（西から）



図版第 4　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ北部全景（南から）

（2）２トレンチ東部全景（東から）

（3）２トレンチＳＸ01検出状況
（北東から）



図版第 5　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチＳＸ01範囲確認状況
（北西から）

（2）２トレンチＳＸ01掘削状況
（北東から）

（3）３トレンチ全景（南から）



図版第 6　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）４トレンチ全景（南から）

（2）５トレンチ全景（南西から）

（3）６トレンチ全景（南から）



図版第 7　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）７トレンチ全景（西から）

（2）８トレンチ全景（東から）

（3）９トレンチ全景（東から）



図版第 8　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）９トレンチ遺物出土状況遠景
（北西から）

（2）９トレンチ遺物出土状況近景
（北から）

（3）10トレンチ全景（西から）



図版第 9　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）11トレンチ全景（東から）

（2）12トレンチ全景（西から）

（3）13トレンチ全景（西から）



図版第 10　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）14トレンチ全景（南から）

（2）15トレンチ全景（南西から）

（3）15トレンチ全景（南東から）



図版第 11　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳全景（南から）

（2）２トレンチ１号墳石室全景（南から）



図版第 12　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳墳丘残存状況（北西から）

（2）２トレンチ１号墳全景（南から）



図版第 13　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳検出状況
（南から）

（2）２トレンチ１号墳羨道縦断面
（南東から）

（3）２トレンチ２号墳玄門部横断面
（南から）



図版第 14　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳羨道完掘状況
（南から）

（2）２トレンチ１号墳閉塞石
検出状況（南東から）

（3）２トレンチ１号墳羨道側壁石材
残存状況（北東から）



図版第 15　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳石室内横断面
（北から）

（2）２トレンチ１号墳石室全景
（南から）

（3）２トレンチ１号墳排水溝
完掘全景（南東から）



図版第 16　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳石材据付痕
完掘全景（北から）

（2）２トレンチ１号墳墳丘断面
（南西から）

（3）２トレンチ１号墳周溝断面
（南東から）



図版第 17　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）２トレンチ１号墳石材投棄状況
（南西から）

（2）２トレンチ１号墳遺物出土状況
（北東から）

（3）２トレンチＳＸ31遺物出土状況
（南から）



図版第 18　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室全景（南から）

（2）16トレンチ２号墳墳丘断ち割り全景（南から）



図版第 19　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内断ち割り全景（南から）

（2）16トレンチ２号墳石材設置状況全景（南西から）



図版第 20　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳検出状況
全景（南から）

（2）16トレンチ２号墳石室石材
抜取状況全景（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室内中世
再利用面検出状況（南から）



図版第 21　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室石材
抜取痕横断面（南西から）

（2）16トレンチ２号墳石室石材
抜取痕北半横断面（東から）

（3）16トレンチ２号墳石室石材
抜取痕南半横断面（西から）



図版第 22　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内中世再
利用面横断面（北から）

（2）16トレンチ２号墳石室内中世再
利用面縦断面全景（西から）

（3）16トレンチ２号墳石室内中世再
利用面縦断面北半検出状況

（南東から）



図版第 23　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内中世再
利用面礫敷状況（南から）

（2）16トレンチ石材抜取坑ＳＫ51石
材検出状況（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室内
遺物出土状況遠景（南西から）



図版第 24　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内
遺物出土状況近景（西から）

（2）16トレンチ２号墳石室
完掘状況（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室石材
据付穴完掘状況（南から）



図版第 25　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室
北側墳丘断面（北西から）

（2）16トレンチ２号墳石室
西側墳丘断面（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室
東側墳丘断面（南東から）



図版第 26　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳周溝
ＳＤ05断面（東から）

（2）16トレンチ２号墳周溝
ＳＤ05断面（東から）

（3）16トレンチ２号墳石材
除去状況全景（南から）



図版第 27　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳奥壁側壁
組合せ状況（南から）

（2）16トレンチ２号墳奥壁右側壁組
合せ状況（南東から）

（3）16トレンチ２号墳奥壁左側壁組
合せ状況（北東から）



図版第 28　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）16トレンチ２号墳右側壁
組合せ状況（西から）

（2）16トレンチ２号墳奥壁
背面状況（北から）

（3）16トレンチ２号墳右側壁
組合せ背面状況（東から）



図版第 29　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ３号墳・４号墳立地状況（南東から）

（2）17トレンチ３号墳石室全景（南から）



図版第 30　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ４号墳全景（南東から）

（2）17トレンチ４号墳全景（南東から）



図版第 31　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ４号墳断ち割り状況全景（南東から）

（2）17トレンチ４号墳完掘全景（南東から）



図版第 32　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ着手前状況
（南西から）

（2）17トレンチ３号墳検出状況
（南から）

（3）17トレンチ３号墳掘削状況
（南から）



図版第 33　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ３号墳石室ＳＸ01
　 石材残存状況（南東から）

（2）17トレンチ３号墳石室ＳＸ01
　 石材据付穴検出状況（南から）

（3）17トレンチ３号墳遺物
出土状況（西から）



図版第 34　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ３号墳石室内攪乱
　 ＳＸ01断面（西から）

（2）17トレンチ４号墳調査状況
（南東から）

（3）17トレンチ４号墳石室内
セクション設置状況（南東から）



図版第 35　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ４号墳石室ＳＸ02
　 石室内南北セクション断面

（東から）

（2）17トレンチ４号墳石室ＳＸ02
 　石室内完掘状況（南から）

（3）17トレンチ４号墳石室ＳＸ02
　 石室内完掘状況（北西から）



図版第 36　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ４号墳周溝ＳＤ03断
面Ｂ－Ｂ’（東から）

（2）17トレンチ４号墳周溝ＳＤ03断
面Ｃ－Ｃ’（東から）

（3）17トレンチ４号墳周溝ＳＤ03断
面Ｄ－Ｄ’（西から）



図版第 37　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）17トレンチ４号墳遺物
出土状況（北東から）

（2）17トレンチ４号墳右側壁据付穴
内整地土検出状況（南東から）

（3）17トレンチ４号墳完掘状況
（南東から）



図版第 38　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）18トレンチ全景（南西から）

（2）19トレンチ全景（東から）

（3）20トレンチ全景（東から）



図版第 39　北大塚古墳・大塚遺跡

（1）21トレンチ全景（東から）

（2）22トレンチ全景（東から）

（3）現地説明会風景



図版第 40　北大塚古墳・大塚遺跡
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図版第 41　北大塚古墳・大塚遺跡
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図版第 42　北大塚古墳・大塚遺跡
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図版第 43　北大塚古墳・大塚遺跡
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図版第 44　北大塚古墳・大塚遺跡
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図版第 1　金堀遺跡

（1）調査前遠景（南から）

（2）１トレンチ全景（南西から）

（3）１トレンチ土層断面（南から）



図版第 2　金堀遺跡

（1）１トレンチ深掘状況（東から）

（2）２トレンチ全景（西から）

（3）２トレンチ土層断面（南西から）



図版第 1　天神山古墳群第２次

（1）１トレンチ全景（北から）

（2）１トレンチ全景（西から）

（3）１トレンチ全景（北西から）



図版第 2　天神山古墳群第２次

（1）２トレンチ全景（北から）

（2）２トレンチ全景（西から）

（3）２トレンチ全景（南から）



図版第 3　天神山古墳群第２次

（1）３トレンチ全景（南から）

（2）３トレンチ全景（南から）

（3）３トレンチ東壁断面（西から）



図版第 4　天神山古墳群第２次

（1）４トレンチ全景（東から）

（2）４トレンチ全景（西から）

（3）４トレンチ北壁断面（南から）



図版第 5　天神山古墳群第２次

（1）５トレンチ全景（北から）

（2）５トレンチ全景（南から）

（3）５トレンチ西壁断面（東から）



図版第 6　天神山古墳群第２次

（1）６トレンチ全景（北から）

（2）６トレンチ全景（東から）

（3）出土遺物
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

つきでいせき

月出遺跡

きょうとふきょうた
んごしあみのちょう
はまづめつきで

京都府京丹後市
網野町浜詰月出

26212 2192 35°39′17″ 134°57′35″
20171017

～
20171222

500 道路建設

とうこうじあと

東光寺跡

きょうとふまいづる
しあざきょうだこあ
ざとうこうじ

京都府舞鶴市字
京田小字東光寺

26202 226 35°24′50″ 135°19′58″
20160526

～
20161102

1,600 道路建設

ふしみじょうあと

伏見城跡

きょうとふきょうと
しふしみくむらかみ
ちょう

京都府京都市伏
見区村上町

26109 1172 34°55′57″ 135°45′27″
20160927

～
20161215

400 建物建設

きたおおつかこふん・
おおつかいせき

北大塚古墳・
大塚遺跡

きょうとふきつづき
ぐんいでちょういで
おおつかほか

京都府綴喜郡井
手町井手大塚他

26343 8・
36 34°48′27″ 135°48′36″

20160721
～

20161028
20170105

～
20170131
20170405

～
20170530

1,357

1,848

建物建設

かなほりいせき

金堀遺跡

きょうとふそうらく
ぐんせいかちょうや
まだかなほり

京都府相楽郡精
華町山田金堀

26366 23 34°44′00″ 135°46′42″
20170420

～
20170518

120 道路建設

てんじんやまこふんぐ
んだい２じ

天神山古墳群
第２次

きょうとふきづがわ
しきづてんじんやま

京都府木津川市
木津天神山

26214 138 34°43′39″ 135°49′32″
20160801

～
20160909

370 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

月出遺跡 遺物
散布地

不明 なし なし

東光寺遺跡 寺院跡
古墳

古墳～中世 横穴式石室・溝 須恵器・土師器・五輪塔

伏見城跡 近世都市 江戸時代 溝・杭列 近世陶磁器・木製品・木簡 岡 山 藩 関
連 木 簡 の
出土

北大塚古墳

大塚遺跡

円墳

散布地

古墳時代後
期

古墳 須恵器・土師器・鉄器・金銅製品・瓦
器

須恵器・土師器

金堀遺跡 散布地

天神山古墳群１次 古墳群 奈良～近世 なし

所収遺跡名 要 約

月出遺跡
古墳状の隆起に対して調査を実施したが、砂丘の起伏であることがわかった。また、平坦
地のトレンチでは攪乱が深く及んでいることも判明した。

東光寺遺跡
地元の伝承で東光寺と呼ばれる寺院があったとされているが、人工的な雛壇状築盛やそれ
に伴う整地、暗渠を検出した。また、造成によって破壊された横穴石室を主体部とする円
墳を検出した。

伏見城跡

豊臣秀吉によって築かれた伏見城であるが、今回の発掘調査では江戸中期の溝などを検出
した。絵図などから岡山藩伏見屋敷のあった場所で、溝からは岡山藩に関係する人名が記
載された荷札木簡が発見されている。また、隣接して存在した新宮藩の家紋入り漆椀など
も発見されている。

北大塚古墳・大塚遺跡

北大塚古墳は従来、その位置や内容についてはほとんど分かっていなかったが、調査の結
果、４基の古墳を検出した。これらの古墳の墳丘や石室はほとんど破壊されていたが、部
分的に石材が遺存しており、横穴式石室墳であることが判明した。過去の報告では、北大
塚古墳の周辺には複数の古墳が存在したとされているが、北大塚古墳は少なくとも４基の
古墳で構成される群集墳であることが判明した。
大塚遺跡は散布地として知られており、過去の調査においては遺物の出土は見るものの、
遺構は確認されていない。今回の小規模調査の結果、少量の遺物は出土するが、顕著な遺
構は確認できなかった。

金堀遺跡 遺物散布地として周知されている遺跡であるが、今回の発掘調査地では山田川本流の洪水
堆積層を確認するにとどまった。

天神山古墳群１次 前方後円墳を含む古墳群として周知されていたが、調査の結果すべて自然地形であること
が判明した。ただ、丘陵尾根部から奈良時代の遺物が発見されていることから、丘陵部で
人間の活動があったことがわかる。
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